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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　暗殺と陰いん謀ぼうと激げき突とつ









　ペルデ・ダン・サンブリ──人類と魔ま族ぞくが争った北方侵しん略りやく戦争を駆かけ抜ぬけた英えい雄ゆう。現在はバーガント大陸南なん端たんの国、ジュヴレーヌ王国において、第一騎き士し団〈終末騎士団デルニエ〉団長として活かつ躍やくする、ジュヴレーヌ王国最高位の騎士である。

　そのペルデは今、王都の中心、ベルナルデ・ピィ王宮、その中にある自分専用の執しつ務む室にいた。デスクの上で手を組み、ただでさえいかめしい顔をしかめている。

「……ヴァントが、死んだか」

　絞しぼり出すようにつぶやくペルデ。

　ヴァント・デュ・ラフィエルム──やはり戦争で活躍した英雄であり、かつて剣けん聖せいと呼ばれた大陸最強の騎士。ペルデの戦友であり、同時にライバルと呼ばれた相手でもある。

　そのヴァントが隣りん国ごくでクーデターを起こし、失敗。その後暗殺されたと聞かされたときは、さしものペルデも驚おどろきを隠かくせなかった。

「全て事実です。ヴァント卿きようは殺されました」

　部屋の片かた隅すみ、暗がりにたたずむ黒い人ひと影かげがあった。その人物がペルデに淡たん々たんと、報告してくる。

「状じよう況きよう的に、犯人はモニカ・ディス・アルトゥス──ミリオン社の社長です」

「モニカ、か……」

　ギリッ、ペルデが奥歯を嚙かみしめた。

「まさか奴がここまでの強きよう硬こう手段に出るとはな」

「いけませんねぇ、ペルデ卿。こちらが後手に回っています」

　声が続ける。

「今週に入って、王宮周辺で五人をスパイとして逮たい捕ほしました。うち、三人はあなたを暗殺しようと企たくらんでいたようです。全員自害しましたが、黒幕はおそらく……」

「……やはり、そういうことか」

　ペルデは確信を込めてうなずいた。

「あの女の正体が──であるならば、奴は必ずわたしの命を狙ねらってくるはずだからな」

　自分の命が狙われていると知っても、ペルデに動どう揺ようはない。歴戦の騎士であるペルデは、このような修しゆ羅ら場ばは今まで何度もくぐり抜けてきたからだ。

　ペルデはわかっていた──自分の命を狙うその相手が、自分の生しよう涯がいにおいて最大級に危険な相手であることを。

「マルス。〈四天劍キヤドリエム〉を、呼び戻もどせ」

　ペルデの言葉に、部屋の隅の人物がわずかに声をつまらせた。

「……いけませんねぇ。かつて王国の守護神と謳うたわれた〈四天劍キヤドリエム〉を、動かすおつもりですか。しかし彼らは……」

「かまわん。どのみち、失敗すればわたしは破は滅めつだ。ならば、できるだけの手を打っておかねばな」

　そう告げるペルデの鋭するどい眼まな差ざしには、並々ならぬ決意の光が宿っていた。




　一方──ペルデの会話の中に登場したモニカもまた、冷たい表情を不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがめていた。

「また失敗しただと？」

「らしいよぉ」

　答えたのはモニカの妹、ヴィオである。先日ジュヴレーヌ王国に送り込んだ暗殺者からの連れん絡らくが途と絶だえたと、たった今報告があったのである。モニカは不機嫌を隠そうともせず、足をゆらした。

「ペルデ周辺の防ぼう御ぎよが堅かたいな。やはり、雇やとわれ暗殺者程度では厳しいか」

「そりゃねー。だって、シラーでも失敗したんでしょ？」

「…………」

　無言でうなずいたのは、黒ずくめの少女、ヴィオの妹、シラーである。

「…………」

「あー、なんかさ、ペルデのオッサンを護まもってる変な奴が、ちょー強いってさぁ」

「ペルデ周辺は人材豊富だな。ヴァントは人材不足故ゆえに自じ滅めつしたが、やはり奴ほど簡単にはいかんか……」

　低くつぶやき、モニカは立ち上がった。

「やむをえんか……ジュヴレーヌに行くぞ、ヴィオ、シラー」

「やっちゃうの、モニ姉ねぇ？」

「…………」

「あの国で現状、大人数を動かすのは難しいからな。我わたし自らが動くしかあるまい」

　モニカの冷たい眼めの奥には、凍いてつくほどに鋭い輝かがやきが宿っていた。




　──それぞれの想いが、ジュヴレーヌ王国を舞ぶ台たいに交こう錯さくする──








第一章　謹きん慎しんと左さ遷せんと友情









「うぅ……疲つかれたよ～」

　時刻は早朝。広々とした騎き士し学園の敷しき地ち内で、そんな情けない声が響ひびいた。

「すごく眠ねむい……」

　声と同様、情けない顔でアクビをする一人の少年が、道を歩いていた。

　線の細い少年だった。黒くろ髪かみ黒目、学園の制服を着た、どことなく頼たよりなさそうな少年。名はシュナブラン・ノーブ・ハーベスト。親しい者からはシュンと呼ばれている。

「大変だったな、シュン」

「うん、この三日、ほとんど眠れなかったよ」

「知ってるよ、同じ部屋なんだからさ」

　と、シュンに答えるのはかたわらに立つ活発そうな少年、ブイ・イ・バンゼだ。シュンと同じデザインの制服を着き崩くずした、学園の三回生。シュンとは寮りようで同室の友人である。

「課題と反省文を山ほど書かされて、三日なんてあっというまだったよ」

「あぁ、わかってる。その課題を少し手伝ってやったのはオレだってこと、忘れるなよ」

「うん、ありがとうね、ブイ」

　シュンが素直にお礼を言うと、ブイは赤い顔で、なーにたいしたことじゃないさ、と照れたように答えた。

　シュンはこの三日間、寮の自室から一歩も出ることなく大量の課題と反省文を書かされていた。学園始まって以来の問題児と名高いシュンでも、それだけ大量の課題をやったのは初めてのことだった。

　シュンがなぜそんなことをしなくてはならなかったのか──全ての原因は、先週起こったとある事件にあった。







　バーガントと呼ばれる大陸がある。

　洋々とした大海のただ中に存在する広大な大陸である。

　バーガント大陸南端には、『騎士の王国』とも呼ばれる大国、ジュヴレーヌ王国があった。シュンが所属する騎士学園は、ジュヴレーヌ王国の騎士を育成するための施し設せつである。

　そしてジュヴレーヌの東には、シャンミュニ皇こう国こくという名の国がある。今年はそのシャンミュニ皇国で、数年に一度の祭典、『統一騎士剣定ルリジオン』こと、剣けん定ていが開かい催さいされたのだった。

　剣定は若手騎士の技術と力を競う場であり、シュンはその剣定にジュヴレーヌ王国の代表として出場したのだ。正確にいうなら、出場する予定だった。

　だがその剣定の開催期間中、シャンミュニ皇国内で発生したクーデター事件に巻き込まれ、シュンたちは命からがらの冒ぼう険けんの末、クーデターを終結へと導いたのだった。

　だが、そんなシュンたちが帰国するや、出で迎むかえてくれたのは怖こわい顔をした屈くつ強きような騎士たちだった。シュンたちはそのまま身み柄がらを拘こう束そくされてしまった。

　剣定にジュヴレーヌ王国の代表として出場したにもかかわらず、本国に連絡もしないまま独断行動をとってしまったことが問題だったそうだ。

　あの状況ではあれが最善の手だと思ったのだが、シュンの言い訳は全く通じなかった。

　シュンの場合、そのまま学園に強制連行されたあと、三日間の自室謹慎を命じられた。寮から外へ出ることを許されず、それどころか大量の課題と反省文というオマケまでつけられた。課題は多すぎて三日では時間が全然足りなかったが、同室のブイがこっそり手伝ってくれたことでなんとか終わらせることができた。

　そんな事情で、剣定後、今日がシュンの初めての登校日ということになる。

　ほんの二週間ぶりのはずなのに、学園の校舎がずいぶんなつかしい。草木の青が以前よりも濃こくなっている気がする。

「しっかし、剣定のときはマジで驚いたぜ」

　と、寮から校舎へ続く道を歩きながら、ブイがつぶやいた。

「みんなでテレビ見てたらさ、いきなりあのヴァント様が倒たおされて、しかもその相手がシュン、お前だったんだもんなぁ」

「はははは……まぁ、いろいろあってね」

　皇国の英えい雄ゆうとよばれたヴァントを、シュンは倒してしまった、それも不意打ちで。しかもその様子は、テレビで大陸全土に生なま中ちゆう継けいされていたのである。さすがのシュンも、あの時は全身から血の気が引いた。一歩間ま違ちがえれば戦争の引き金になってもおかしくなかったのである。

「えっとさ……その件って、もしかしてみんな知ってる？」

「当たり前だろ。剣定はみんな注目してたし、そのあとニュースで何回も流れてたぜ」

「うわぁ……」

　なにくわぬ顔で戻もどればごまかせるだろう、などと甘いことを考えていたシュンも、さすがに顔をしかめた。この三日間、課題が忙いそがしすぎて他のみんなへの言い訳をなにも考えてなかったのが悔くやまれる。

「元剣けん聖せいのヴァント様っていったら、オレでも知ってる、魔ま族ぞくとの戦争を終わらせた英雄だもんなぁ。その人を不意打ちするなんて、お前さんすごすぎるぜ」

「いや、だからね、ブイ。その件は本当に、不幸な事故で……」

「わかってるって、みなまで言うなよ、シュン。オレはお前さんの味方だぜ」

　シュンの肩かたを叩たたきながら親指を立てるブイ。キラリと、ムダに前歯が光を反射した。

「詳くわしい事情は知らねーけど、なにがあったってオレとお前さんの友情だけは不ふ滅めつだぜ、なぁ、大親友？」

「ブイ……」

　なぜだろう、ブイの笑顔がやけに眩まぶしく感じられた。この三日間、心が挫くじけそうになったシュンを励はげまし、課題を手伝ってくれたのもブイである。持つべきものは友人だ、とシュンは、改めて感じた。

「オレさ、お前さんが留守にしてた間、いろいろ考えたんだ。学園最下位で有名だったお前さんがまっさきに騎士の内定もらうなんて、正直先を越こされたみたいですっげー悔くやしかったけどさ、逆を言えば、最下位のお前さんでも騎士になれるんだ。オレだって頑がん張ばればなれるってことだろ？」

「まぁ、そうなるかな」

「オレ、実はさ、騎士になれずに学園落第したら、お前さんと二人で、王都でなんか商売でも始めよーかな、なんて考えてたんだ」

「え、そうなの？」

　初耳だった。

「学園に入学しても、騎士になれない生徒って多いから、その辺りがオレたちには現実的なラインかなー、なんて考えてたわけよ──けどお前さんが騎士に内定して、オレたち卒業したら離はなればなれじゃん？　そんなのイヤだー、って改めて気づいてさ、オレ、超死ぬ気で騎士目指すことにしたんだ。卒業試験にさえ合格すりゃ、オレも騎士なんだしさ」

「ブイ……」

「だからシュン、待っててくれよ。オレたち、卒業したって……」

「見つけましたよ、センパイッ！」「ぶげらっ！」

　弾だん丸がんのように飛び込んできた人ひと影かげが、熱弁を振ふるっていたブイを吹ふっ飛とばした。

「センパイセンパイセンパイ！　お帰りなさいませ、センパイの帰りを今か今かとずっと待っていたんですよ！」

　と、まるで飼い主を見つけた犬のようにシュンに身を寄せる少女がいた。学園の制服を着た二回生の少女。シュンよりもちょっと小こ柄がらで、栗くり色いろの髪かみの女の子。

「あれ？　えっと……エストさんだっけ？」

「はい、センパイのかわいい後こう輩はい、二回生のエスト・ティモーネで～す☆」

　ニコッ、ときらめくような笑顔をシュンに向けるエスト。自分で自分をかわいいというなんて……けど、確かにエストはひかえめに見ても、かわいらしい容姿をもっていた。むしろ、口調と態度がさわやかなので不思議とイヤミな感じがしない。

「もう、センパイ見ましたよ～。あの皇国での大活かつ躍やくを！　あの七大英雄、剣聖ヴァント様を倒しちゃうなんて、センパイ本気ですごすぎます！　あたし感動しました！　痺しびれます！　憧あこがれます！　センパイこそまさに王国最強というにふさわしい大騎士様です！」

　手を組み、キラキラと輝く羨せん望ぼうの眼まな差ざしをシュンへ向けるエスト。そんな後輩を前に、シュンは若干後じさりしながら頰ほおをかいた。

「えっと、その、あれはね、ただの事故で……」

「いいんですよ、センパイ。センパイがすごい騎士になるってことは、あたしずっと前からわかっていました。だって、あたしとセンパイの間には、運命の……」

　モジモジしながら指と指をつつきあわせるエスト。本当に、いったいどうしたのだろう？　前に会ったときは、ここまでハイテンションじゃなかったはずだけど……

「今日はそんなセンパイに、プレゼントをもってきたんです！　受けとってください」

　と、エストはなにやら、白い封ふう筒とうを差し出してきた。上質な紙を使用した、高価そうな封筒だった。

「なにかな、これは？」

「はい、それは夕食デイネのチケットです」

　エストがうれしそうに説明する。

「じつはですね、あたしの家って、王都で小さなレストランをやってるんですよ。その封筒にはうちの店への地図と、お食事券が入っています」

　エストの家の話は初耳だった。そういえば以前、この子は自分でお弁当を作っていたけど、なるほど、家がレストランなら料理も得意だろう。

「この前あたし、両親にセンパイの話をしたんですよ。そうしたら未来の大騎士であるセンパイに、ぜひ一度ご挨あい拶さつしたい、ってパパが言うんですよ」

「そんな、オーバーな……」

「パパ、センパイにすごく興味があるみたいなんですよ。王都に行くことがあったら、気軽に寄ってくださいね」

　にこにこ、微笑ほほえみながら告げるエスト。正直、どうしよう、と戸と惑まどったものの、笑顔の後輩を見ていると、無む下げに断るのも気がひけてきた。

「わかったよ。それじゃ、近いうちに行ってみようかな」

「本当ですか？　ありがとうございます、パパも喜びます！」

　エストはそこで、小声でつぶやいた。

「これでよし……あとはセンパイと一いつ緒しよに帰って、パパにセンパイを紹しよう介かいすれば……」

「え？　なにか言った？」

「なんでもありませんよ」

　ほがらかに笑いながら首を振るエスト。

「じゃぁセンパイ。絶対来てくださいね～」

　と、片手を振りながら走り去っていくエスト。元気な子だな、とシュンはエストを見送りながら思った。元気なのはいいことだ。

「おいおいおいおいおい、シュン、いったいどういうことだよ？　お前さん、朝っぱらからいきなり後輩にデートに誘さそわれて、いい気になってんじゃねーよ」

　と、ブイがシュンにからんできた。そういえば、エストに突つき飛ばされたブイのことをすっかり忘れていた。

「別にいい気になんてなってないよ？」

「けっ、上から目線ですか。これだから未来の大騎士様ときたら」

　今まで無視してしまったせいか、ブイが急に不ふ機き嫌げんになった。もしかして、ブイもレストランに行きたいのだろうか？

「ねぇ、ブイ。よかったら、今度一緒にこのレストラン、行ってみる？」

　シュンが封筒を掲かかげてみせると、ブイは、ヘッ、とうなった。

「なにが悲しくて男二人がレストランでデートしなきゃいけねーんだよ！」

「ボクは別にブイとなら二人でもいいけど」

「バッ、お前さん……そういうこと、オレ以外に言うんじゃねーぞ？　変に勘かん違ちがいされるからな」

「うん？」

　なぜかブイの顔が赤くなっていた。なんでだろう？

　ともあれ、ブイと話しながら歩いていたら校舎についた。久しぶりの校舎をなつかしみながら、シュンは階段を上り、自分たちの教室へと向かった。

「みんな、おはよ……」

「あっ、シュナブラン君だ！」

「え、戻もどってくるの今日だったの？」

「うそ、やば、今日はメイク決まってないのに～」

「お帰り～、シュナブラン君。剣定の活躍見たよ～。すごいね～」

　と、教室に入るや、中にいた同級生たちがこぞってシュンの周りに集まってきた。なぜか、集まってきたのは大半が女の子だった。

「ははは、別にたいしたことなんてしてないよ」

「またまた～。だって、あの剣聖ヴァントを倒しちゃったんでしょ？」

「しかもヴァントが企たくらんだクーデターをシュナブラン君が潰つぶしたんでしょ？」

「もう、超驚おどろいたよ～。シュナブラン君がそこまですごい人だったなんて～……正直あたし、ますます好きになっちゃった」

　と、そんなことを口々に言うクラスメートたち……だが、待って欲しい。

　確かにシュンは元剣聖ヴァントと戦い、それを倒した。だがそのことを知っているのは皇こう帝ていエルや、シュンの姉妹など、ごく一部だけのはず。みんな、シュンの活躍のことは誰だれにも言わないと約束してくれたのに、なんでこんなウワサになっているのだ？

「なんでみんな、そんなこと知ってるの？」

「え～、だって、ニュースでやってたよ？」

「シュナブラン君知らないの？」

「じゃ、あたしの端たん末まつ見せてあげる」

　と、クラスメートの一人が、制服のポケットから板状のものを取り出した。魔導端末とよばれる、情報端末である。

　魔導端末は現代の魔導工学が生み出した先せん端たん技ぎ術じゆつであり、騎士には必ひつ須すのアイテムとされているが、シュンはまだ持っていない。

　理由は、魔導端末がおそろしく高価だからだ。こんな手のひらサイズの小さなものなのに、四人家族が半年は暮らせるくらいの値段がする。買った後も毎月の維い持じ費で、庶しよ民みんなら月給がまるまる消えるほどだ。

　正規の騎士に任官すれば、王国から一人一台が支給される。だが騎士以外で魔導端末を持っているのは、ごく限られた人間のみである。

　それはここ、騎士学園でも同じだ。まだ騎士見習いでしかない生徒に端末は支給されない。だが所持自体は禁止されていないため、貴族の子女だとか、実家が大商人だとか、そういった生徒はすでに端末を所有しているのである。

　シュン自身、はやく欲しいな、と心の中で憧れていたものの、高すぎてとても手が出せない状態である。

　端末を取り出したクラスメートも、たぶん裕ゆう福ふくな家の出なのだろう。制服や身につけているアクセサリが、どことなく品がある。

　ともあれ、シュンの目の前で、その子は細い指で端末の表面をなぞった。すると端末から光が照射され、空中に映像が投とう影えいされた。




『ふくくくくく──我が名は剣けん聖せいヴァント。大陸最強の騎き士しなり』

　映し出されたのは瘦そう身しんの老人。不敵な笑みを浮うかべながら刃は物もののように鋭するどい眼差しを動かすのは、見み間ま違ちがいようもない、ヴァントだった。

『皇国は、我が手によって統治されてこそ正しき未来へ進むことができる。故ゆえに、我は皇帝を廃はいし、我こそが全ての頂点に立つことを決意した』

『待てぃ！』

『ぬぅ、何やつ!?』

　ヴァントがふり返った背後には、全身をいかめしい重じゆう甲かつ冑ちゆうで覆おおい隠かくした一人の騎士の姿があった。

『そこまでだ！　己の私し欲よくで世界をふたたび混迷に導こうとする貴様の野望、ボクのこの手で打うち砕くだいてみせる！』

『剣聖に刃は向むかう愚おろか者が！　剣のサビとしてくれる！』

　吠ほえるヴァント。だが、次の瞬しゆん間かん、甲冑を着た騎士の手の剣が閃ひらめき、爆ばく発はつ。その爆発にまき込まれ、ヴァントは吹ふっ飛とび、地面に転がった。

『バカ、な……このわたしが、剣聖が負けるなんて……貴様、なにもの……』

『名乗るほどの者ではない。正義を愛する一人の騎士──ただそれだけの存在さ』

『む、無念……』

　ガクッ、ヴァントが力ちから尽つき、それを見届けた甲冑の騎士は、かぶっていた兜かぶとをはずした。

『また、無益なものを斬きってしまった……』

　その兜の下から現れた騎士の素顔──それは、どこからどう見てもシュンだった。




「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!　なにこれ!?　全然覚えがないんだけどっ！」

　映像を見たシュンは、思わずそう叫さけんでいた。こんなこと、シュンはした覚えがないし、そもそもこんな臭くさいセリフをシュンは絶対言わない。いったいなんなのだ、これは？

「またまたぁ、シュナブラン君ったら謙けん遜そんしちゃって」

「昨日から国際ニュースでずっとこの映像流してるよ」

「最初見たときはちょっとカッコつけすぎ、って気がしたけど、何度も見ているうちにあたしハマッちゃった。シュナブラン君、ちょーカッコいいよ」

　女子たちがきゃーきゃー言っているが、シュンは混乱するばかりだ。

　いや、待て……よく見たら、なんとなく見覚えがある。シュンが着ているこの甲冑、これは確か、剣定会場で、シュンが選手と間違われたときに着たものだ。

「なんかね、少し前にこの動画がマスコミに公開されたんだって。投とう稿こう者は不明だけど、ほんの数日のうちに世界中で数千万人がこの映像を見たらしいよ」

　こんなことができる人物を、シュンは一人しか知らない。

　シュンの妹の一人、クロロは十歳ながら天才的な頭脳を持つ、情報学の専門家だ。

　そのクロロの得意技が動画作成だ。材料となる画像さえあれば、実写としか思えないリアルな映像を作りだせるのである。クーデター事件でも、彼女はこの能力で活かつ躍やくした。

　この映像を作ったのも、おそらくクロロだ。シュンとヴァントの実際の映像を元に、専門家でも編集の跡あとを判別できないほどリアルな偽の映像を生み出したのだ！

「えっと……みんな、そのね、この映像は……」

「もうね、昔の友達から連れん絡らくきまくりだよ。シュナブラン君のこと知ってるかって」

「あたしもあたしも。クラスメートだっていったら、ちょーうらやましがられたよ～」

　女子たちが盛り上がって、シュンの言葉など全然聞いてくれない。シュンとしても、どう言い訳すればいいのか考えがまとまらず、あわあわと口を動かすことしかできなかった。

「おかしいだろ、お前ら！　いいかげん気づけよ、女子ども！」

　大きな声が教室内に響ひびいた。見ると、教室の中央に仁に王おう立だちした男子が一人いた。同級生の中でもひときわ大おお柄がらで、鷲わし鼻ばなをもつ少年。

「ベルジュじゃない」

「そうだ。俺が三回生男子主席のベルジュ・ラ・クローゼットだ！」

　と、その少年、ベルジュは厚い胸板を張って宣言する。そうか、とシュンも気づく。この男がトップだったのか。今まで気にしたこともなかった。

「バカ言いなさいよ、ベルジュ。あんたは学年三位じゃない！」

「違ちがう、俺は三回生男子主席だ！」

「男子ではね。女子も入れた総合だと、学年主席はリュリシア王女殿でん下か、次席はアンジュさん。あんたはその次、三位でしょ！」

「そーよそーよ、万年三位のベルジュのくせに！」

「万年じゃないでしょ。一回生の時はソフィー先生がいたから、四位だったはずよ」

　つまりシュンたちの学年は、女子生徒に優ゆう秀しゆうな人材が多かった。そのせいか、学年内でも女子のほうが勢力は強いのである。

　そもそも騎士は体内に流れる〈魔ス元ク素レ〉の影えい響きようで常人離ばなれした腕わん力りよくを持っている。そのため、騎士の男子と女子の間には、体力や腕力の差がほとんどないのだ。

「俺の順位はどうでもいいっ！」

　ベルジュは、自分から言い出した話題のはずなのに、声を張り上げてごまかした。

「今の問題はそいつだ、シュナブランッ！」

　と、ベルジュはシュンをまっすぐ指さした。ボク？　と首をひねるシュン。

「みんな思い出せよ、そいつはあのシュナブランだぞ！　学年最下位をブッちぎりで独走する落ちこぼれのシュナブラン！　入学できたことが奇き跡せきと言われたシュナブラン！　そいつの落ちこぼれぶりは、誰よりも俺たちが一番よく知ってるはずだぜ！」

　声こわ高だかに叫ぶベルジュ。すると、今まで女子たちを面白くなさそうに眺ながめていたほかの男子たちも同調するように、そうだそうだとうなずきだした。

「やめなさいよね、男子たち！」

「そーよ、そーよ！」

「シュナブラン君は今まで実力が出せなかっただけよ！」

　と、シュンをかばうように女子たちが反論する。当事者のシュンは、みんな落ち着いて、と小さく言うが、クラスの誰もシュンの言葉など聞いていなかった。

「とにかく、俺はシュナブランなんて、認めないぞ！」

「あんたに認めてもらわなくてけっこうよ！」

　いつのまにか、クラス内が男子と女子で二つに分かれてしまっていた。間にはさまれたシュンはなんとか騒さわぎを収めようとあたふたするが、なにを言ったところで丸く収めるのは難しそうな状じよう況きようだった。

「……おいおい、それくらいにしよーぜ、ベルジュ」

　と、ベルジュの肩かたを叩たたく者がいた。誰あろう、ブイである。

「なにを騒いでるんだよ。シュンの奴やつがなにかお前さんに迷めい惑わくでもかけたのか？」

「うるせぇ！　俺はな、実力もないくせにチヤホヤされてるこいつがムカつくんだよ！」

　ベルジュの叫びに、女子たちが眉まゆをひそめた。

『なにそれ、小物～』『ベルジュって体は大きいけど、心は小さいわね～』『男の嫉しつ妬とって見苦しいわ～』『正直ないわ～』『だから万年三位なのよね～』

　ベルジュ集中砲ほう火かだ。ブイが、肩をすくめながらシュンの方へと近づいてくる。

「確かにシュンはバカだし剣もヘタだしどーしよーもねー落ちこぼれだ」

　ブイだって下から二番目の成績だったはずなのに……シュンが内心で思う一方、けどな、とブイは言葉を続けた。

「けどな、オレはそんなシュンのことを、一回生のときからよーく知ってる」

　ブイが、シュンを指さした。

「こいつは確かに最下位だったけど、それでも諦あきらめずに毎日勉強して、訓練して、ずっと努力してきたんだぜ。その努力が今、ようやく実を結んだんだって、どーして認めてやれねぇんだよ？」

「ブイ……」

　シュンは思わず友人の名を口にした。やはりもつべきものは親友だ。

「へぇ、ブイ君、たまにはカッコいいこと言うじゃない」

「うんうん、少しだけ見直したわ」

　女子たちからそんな声も漏もれる……と、ブイはシュンを見たまま口元に笑みを浮かべ、グッと親指を立てた。どうやら、女子人気の高いシュンの味方をすることで自分の株を上げたようだった。それが狙ねらいか。

「なにやら、わたくしのクラスが騒がしいようですわね」

　凜りんとした声が響く。全員がそちらを見ると、教室の入り口、腰こしに手を当てて立つ一人の女子生徒の姿があった。

　リュリシア・ルショット・シャンベル。シュンのクラスメートであり、学園主席の才女であり、ジュヴレーヌ王国王女でもある。かたわらには従者のアンジュがいつものごとく控ひかえている。いきなり現れた王女様は、豪ごう奢しやな金きん髪ぱつをなびかせながら教室内へと入ってきた。

「いったいなにをなさっていますの、みなさん？」

　リュリシアの問いかけに、教室内は急に静まった。さっきまで騒いでいたクラスメートたちは、気まずそうに口ごもっている。

「リリィ様。どうやら、ベルジュさんがシュナブランさんを悪く言っていたようです」

　と、アンジュが自分の主人に答える。手早く情報収集したようだ。この従者は、あいかわらず優秀である。

「またあなたが原因ですの？」

　と、リュリシアが美しい眉を寄せてシュンを見つめた。シュンは、ははは、と笑ってごまかす。

「別にそんな、たいしたことじゃないんだけどね」

「あちらの方は、とてもたいしたことのないようには見えませんわね」

　リュリシアの示す先、ベルジュは怒いかりで顔を真っ赤にして、肩を震ふるわせていた。

「えぇい、こうなりゃ勝負だ、シュナブラン！」

　と、ベルジュがシュンに指を突つきつけた。

「てめぇが本当に剣けん聖せい倒たおせるくらい強いなら、当然俺くらい簡単に倒せるよな！」

「え、それは、その……」

「まさか、逃にげたりしねぇよな、あぁんっ!?」

　まずい、シュンは愛想笑いと一いつ緒しよに、額に冷ひや汗あせも浮うかべた。

　シュンには確かに特とく殊しゆな力がある。その力は『敵』と定めた剣聖を倒すほどだ。

　だがその代だい償しようとして、シュンは『敵』以外の相手と戦う場合、必ず敗北してしまう。学園最下位に甘んじてきたのも、その副作用のせいだ。

　つまり、『敵』と思えないベルジュが相手の場合、シュンは必ず敗北する。これは確定事じ項こうだ。

　今までの授業はなんとかごまかしてきたけど、これはマズイ。ベルジュは完全にやる気だ。仮にも剣定の代表に選ばれたシュンが、ここで無様に敗北するのはいろいろ問題があるだろう。

　シュンが、どうしよう、と悩んでいたその時、前に出る人物がいた。

「──王立騎き士し候補生学園校則第二章第三条その二において、生徒間の私し闘とうは禁止されています」

　アンジュである。ずいぶんスラスラと言っているが、もしかして校則を丸暗記している？　さすが学園次席、とシュンは感心した。

「リリィ様の御ご前ぜんで、校則違い反はんがなされるのを見過ごすわけにはいきませんね」

　静かに告げるアンジュ。文句があるなら自分が相手になる、と暗に言っているようだった……それも私闘になるんじゃないかな、とシュンは内心で思ったが、幸いそこまでの事態にはならないようだった。

「クッ、それは……」

　ベルジュがアンジュを前にして、ひるんでいた。なにしろ万年三位と揶や揄ゆされるベルジュは、次席のアンジュにこれまで一度も勝ったことがないのである。

　そしてさらに、シュンの背後から、声が聞こえた。

『続いてのニュースです。先日から出回っている動画についての続報です』

　ふり返ると、先ほどのクラスメートの持っていた魔導端末から、新たな映像が映し出されていた。なにかのニュースだろうか。メガネをかけた女性キャスターが、空中に大きく投とう影えいされていた。

『問題の動画について、当局に、この騎士の正体は何者かとの問い合わせが多数よせられました。この人物は、先日の剣定において、ジュヴレーヌ王国代表として登録されていた騎士、シュナブラン・ノーブ・ハーベスト様であることが現在のところわかっています』

　全国区のニュースで、シュンの顔がでかでかと映し出された。うわっ、と思わずシュンはうめき、見つめるクラスメート（主に女子）から歓かん声せいがあがった。

『この件につきまして、先ほどシャンミュニ皇国現皇こう帝てい、エルミタージュ・ル・ヴォルト・ギガティエ陛へい下かより、コメントをいただきました』

　画面が切きり替かわり、煌きらびやかな衣装をつけた少女、シャンミュニ皇国皇帝エルが映し出された。エルの前には多くの記者が並んでおり、そのうちの一人が立ち上がった。

『エルミタージュ陛下。先日配信された謎なぞの動画についてですが──無名の騎士が、貴国の剣聖ヴァント様を倒しています。この件について、どう思われますか？』

『初めに言っておくが、ヴァントは元剣聖じゃ。今の剣聖はこのティンでな』

　エルが、かたわらに無表情に立つ銀ぎん髪ぱつの少女、ティンを指す。ちなみにこのティンは、シュンの妹である。他人には秘密だが。

　ともあれ、とエルがコメントを続けた。

『ヴァントは確かに余を裏切ったやもしれん。じゃが、奴はすでに死んだ。余は、故人をあまり悪く言いとうない。その件については、ノーコメントじゃ』

　じゃが、とエルが記者たちに向かってイタズラっぽく笑った。

『シュナブランという男はいずれ、天下に名だたる大騎士へと出世するじゃろう。できるものならば、我が皇国に迎むかえ入れたいほどの逸いつ材ざいじゃ』

　おぉ、と記者たちがどよめく。シャンミュニ皇国皇帝がここまで手放しに他国の騎士を誉ほめるのは、前代未聞だ、とコメントが入る。

『余もすでに勧かん誘ゆうを試みたが──結果は、残念なことに、ふられてしまったのじゃ』

「ぶふっ！」

　エルの爆ばく弾だん発言に、思わず吹ふき出すシュン。たちまちクラス内の騒ぎが大きくなった。

「うそうそ！　シュナブラン君、皇帝陛下の誘さそいを断わったの？」

「皇帝陛下から勧誘されるなんて、剣聖クラスの騎士じゃなきゃありえなくない？」

「うっそ、なにこれ。シュナブラン君ってもう、出世どころか、大出世確定のエリート街道まっしぐらじゃん！」

「皇帝陛下にここまで言われるなんて、やっぱり剣聖を倒したのも本当なんだ」

「もちろんあたしは最初から信じてたよ！」

「あたしもあたしも！」

「あ～ん、シュナブラン君素敵すぎっ！」

　ヒートアップするクラス内の会話。反対に、さっきまで怒りで真っ赤な顔をしていたベルジュの顔色が、みるみる青くなってきた。『やっべ、ちょっと早まったか？』と後こう悔かいしているような顔である。シュンは、チャンス、とばかりに声を張り上げた。

「まぁあれだよね！　お互たがいケンカで校則違反なんて、バカなことはやめておこうよ、ねぇ、ベルジュ？」

「…………あぁ」

　ベルジュは苦々しい顔でかすかにうなずいた。よかった、なんとか戦わずに丸く収めることができた。タイミングのいいニュースに感謝しなくては。

「あまり、騒さわぎは起こして欲しくないものですわね」

　と、リュリシアがアゴに指をあてながら近づいてきた。

「あなたはもう、我が王国の騎士に等しい身分ですのよ。あまり見苦しいマネをされては困りますわ」

「ごめんね、リュリシアさん」

　素直に謝るシュン。シュンを見つめるリュリシアは、なにやら思い詰つめたような眼をしていた。少し変だな、と思った。彼女のこんな表情は、今まで見たことがない。

「……あなたがクラスで問題になっていると聞いたときは、本当に慌あわてましたわ」

　それって、どういうこと？　と、シュンは聞こうとした。だが、できなかった。なぜならば、シュンが口を開こうとした瞬しゆん間かん。

「なにをする気ですかっ！」

　今の声は、アンジュ？　シュンがふり返ると、目の前に真っ黒な物体が迫せまってくるのが見えた。シュンとリュリシア、二人が立つところへ飛来する謎なぞの物体。

　シュンはとっさに、リュリシアをかばうように前に一歩出た。同時に、ガンッ、鈍にぶい音とともにその物体がシュンの顔面に激げき突とつ。「フベッ」情けない悲鳴とともにシュンはそのまま周囲の机を巻まき込みながら教室の床ゆかに転がった。

『なになに、なにがあったの？』『イスがシュナブラン君の顔面に！』『ベルジュがいきなりイスを投げたのよ！』

　なるほど──シュンは、理解した。どうやらベルジュが腹立ちまぎれに、シュンめがけて木製のイスを投げつけてきたらしい。危ないなぁ、とどこか他ひ人と事ごとのように思うシュン。頭の奥がズキズキする。鼻からなにか、生温かい液体が流れていく。

『シュナブラン君、大だい丈じよう夫ぶ？』『モロ食らったよね？』『あれくらいかわせない？』『見てなかったの？　王女様をかばって食らったのよ』『よけたら王女様に当たったもんね』

　教室内で騒ぎがまた大きくなる。だがなぜか、シュンはその声がだんだん遠ざかっていくような違い和わ感かんを覚えた。不思議と、体に力が入らない。

『ヘヘッ、剣聖を倒したシュナブランならこれくらい余よ裕ゆうでブゲラッ！』『ふざけんじゃないわよ、ベルジュ！』『三位がいい気になんなっ！』『あたし等らが相手よ！』『よくもあたしのシュナブラン君を！』『あたしのシュナブラン君よ！』『違ちがうわ、あたしのよ！』『ケンカすんな！』『悪いのは全部ベルジュよ！』『そーよ、やっちゃえやっちゃえ』『あたしたちの怒り、思い知れ！』『まだ動いてるわよ！』『トドメさしちゃえ！』

　ベルジュ一人に、クラス中の女子が殺さつ到とうしてボコボコにしていた。さしもの学年三位も秒殺だった──みんな、ケンカしたらダメだよ、とシュンは倒れたままボンヤリと考える。

『ねぇ、シュナブラン君、全然動かないけど平気？』『というか、ヤバくない？』『早く先生呼んだほうが……』『シュナブランさん、しっかりなさい！』

　血相を変えたような声。同時に、シュンは、自分の体が誰だれかに抱だき起おこされるような、そんな感覚を覚えた。

『なんということですの、シュナブランさん！　なんでこんなことに……』

　なんとなく、聞き覚えのある声だ。だがなぜか視界がかすんで、目の前にいる人物が誰なのか、さっぱりわからない。キラキラと、光を反射するように輝かがやく金色の髪かみだけは、なんとなく見ることができた。

　ふにょり、誰かに抱き寄よせられ、なにやら顔に、イスとは正反対に、すごく柔やわらかくて弾だん力りよくあるものが押しつけられたような気がした。なんだろう、これ。柔らかいけどすごく気持ちよくて、甘くていい香かおりがして、まるで天国にいるかのような……

　……天国なんて連想をしてしまったのが悪かったのか。

　シュンはそのまま意識を失った。




　騎き士しとは、常人にはありえない戦せん闘とう力を持つ職業軍人の総そう称しようである。

　万物に宿る根源の力といわれる〈魔ス元ク素レ〉。騎士は生まれつきその〈魔ス元ク素レ〉を体内に多く宿した人間であり、その〈魔ス元ク素レ〉の影えい響きようで、超ちよう人じんじみた能力を持つ。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉は騎士の象しよう徴ちようともいうべき能力であり、常人の数十倍もの超高速で動くことができる。

　仮にだが、一いつ般ぱん人百人と、一人の騎士が正面から激突した場合、騎士が必ず勝つ。二つの間にはそれくらい力の差があるのだ。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉で動き回る騎士は、銃じゆう弾だんすら見切ることができる。そもそも常識外れの頑がん強きようさをほこる騎士の肉体は、銃弾が命中したところでたいしたダメージにはならない。

　すなわち、一般人では騎士を傷つけることすらできないのだ。

　騎士を倒すことができるのは、同じ騎士だけ。それも、銃などのような射しや撃げき武器は無効であり、並外れた腕わん力りよくを持つ騎士がふるう刀とう剣けんのみが、騎士にダメージを与あたえることができるのである。




「……なのになんであなたは気絶なんてしたのかしら？」

「いやぁ、ははは……不思議ですよねぇ」

　シュンの目の前で重いため息をつくのは、担任教師であるミュスカだ。気のせいか、いつにもまして顔色が悪い。教師の中でも若手で美人といってもいい容姿なのに、全身からただよう不健康そうな雰ふん囲い気きが全てをだいなしにしてしまっている気がした。

　シュンがいるのはベッドの上。ここは学園の医務室だ。教室で失神してしまったシュンはここに運ばれたらしい。そして意識を取とり戻もどしたら目の前にミュスカがいて、さっそくのお説教タイムということである。

「たかが木のイスがぶつかったくらいで失神する騎士なんて、前代未聞よ？」

　そう、頑がん丈じような騎士の肉体は、その程度の衝しよう撃げきなどなんともないはずなのである。ベルジュがイスを投げたのだって、いささか不ふ謹きん慎しんではあるが、一般人が小石を投げる程度のイタズラにすぎないのだ。

　これはあれかな、とシュンは考える。シュンが持つ《滅神咒具エスカトロイ》の副作用。『敵』以外と戦う場合は必ず敗北する、というあれ。そのせいで、イスがぶつかっただけで鼻血を流して倒たおれてしまったのか。

「えっと……ボクって、どうなるんですか？」

「生徒同士のケンカは厳げん罰ばつ──なんだけど、目もく撃げき者も多かったし、あなたが悪いわけじゃないってことはわかっているわ」

　ミュスカが説明しながら、胃痛を抑おさえるための胃薬を飲み込んだ。

「むしろ相手のクローゼット君のほうが重傷だったくらいよ……」

「ベルジュ、どうなったんですか？」

「あなたと一いつ緒しよじゃ気まずいだろうから、別の医務室にいるわ……事情を聞いてもすごくおびえた様子で、あなたにイスを投げた罪の意識から自傷したって言い張ってるのよね」

　うわ、とシュンはうめく。さすがのベルジュも、クラスの女子全員を敵に回してボコボコにされました、とは言えなかったのだろう。自業自得ではあるけど、なんとなくかわいそうに思えてきた。

「医務官の話じゃ、ケガもたいしたことないらしいし、このまま寮りように帰ってもいいわよ」

「え？　いいんですか？」

「なんならこのまましばらく学校に来なくていいわよ」

「ちょっ！」

　それはなんだ、もしかして、あれだろうか？　いわゆる一つの、クビ、というやつか？

「クビになってもおかしくない状態なのよ、ハーベスト君。わかってる？」

　青ざめた顔でミュスカはシュンを見つめてきた。

「あなた、自分がなんで今日まで謹きん慎しんしてたか、理由わかってる？」

「剣定のとき、皇国でボクらが好き勝手暴れたからですよね？」

「そうよ。なのに謹慎明け直後にこんなことをして、あなたはそんなにわたしの胃に穴をあけたいわけ？」

「ごめんなさい」

　すかさず謝るシュン。ミュスカは重いため息をついた。

「……まったく、こっちは学園長の問題だってあるのに……」

「え？　なんですか？」

「こっちの話よ。とにかく、お願いだからあまり波風を立てないで。なんなら本当にしばらく授業を休んでもいいのよ」

「え？　でも、授業に出ないと、ボク騎士になれないんじゃ……」

「授業日数くらい、わたしの権限でうまく処理しておくわ──わたしがあなたにしてあげられるのって、残念だけどそれくらいなのよね」

　そうつぶやくミュスカは、いつになく感傷的に見えた。

「じゃ、わたしは授業があるから行くわね。あなたは休んでなさい」

　ミュスカは立ち上がり、養生しなさい、と言って去っていった。医務室に残ったのは、シュン一人である。どうしようかな、とベッドの上で首をひねるシュン。

　コンコン、と、部屋の扉とびらがノックされた。誰だろう？　ケガをした生徒だろうか？　だがあいにく室内に医務官はいない。けど、傷の手当てくらいなら自分でもできるかな、とシュンは考えた。

「はいはい、どうぞ」

　ガラリ、扉を開けたのは、見覚えのある人物だった。

「あれ、アンジュさん？」

「体は大丈夫ですか、シュナブランさん？」

　きっちりまっすぐ背筋をのばした姿勢で入ってきたのは、アンジュである。

「どこかケガでもしたの、アンジュさん？」

「いえ、あなたのお見み舞まいに来ただけです」

「え？」

　意外だった。正直言って、シュンとアンジュの仲はよくない。むしろ、シュンは自分が嫌きらわれていると思っていた。なのになんで彼女は見舞いなど？

「わたしがお見舞いに来ては、いけませんか？」

「そうじゃないけど……リュリシアさんは？」

「リリィ様は教室です。わたしは少し抜ぬけ出してきました。ですから、早く戻らなくてはなりません」

　これまた珍めずらしいことだ。リュリシアの従者兼けん護衛であるアンジュが、リュリシアから離はなれるなど前代未聞である。いったいなんでまた、そこまでしてここに来たのだろうか？

「あなたにはお礼を言わねばなりません。ありがとうございます」

　ぺこり、シュンに向けて頭を下げるアンジュ。

「リリィ様を、身を挺ていして護まもっていただき、ありがとうございます。それは本来わたしがなすべき役目でしたのに……」

「え？　いや、そんな、当然のことをしただけだよ。アンジュさんは位置的に、ボクたちから離れていたしね」

　そんなことを気にしていたのか。生き真ま面じ目めなアンジュらしい言葉だ。

「まぁ、たかがイス一つぶつかっただけで倒れたのはあなたらしいといえばらしいですが……」

　アンジュが、ジト目でシュンを見る。『情けない男だ』と、その目が語っているようだった。はははは、とシュンは笑ってごまかす。

「正直なことをいえば、あなたがリリィ様を護る必要などありませんでした」

　アンジュが、平へい坦たんな声で告げる。

「リリィ様の実力ならば、あの程度の不意打ち、後ろを向いていても回かい避ひできます。あなたは無む駄だな行こう為いで、勝手にケガをしただけのバカです」

　……辛しん辣らつな言葉だった。やはりアンジュはアンジュだ。シュンに冷たい。

「まぁ、そうだよねぇ……」

「ですが、ここ数日のリリィ様は、少し様子が変です。悩なやみがおありのようで、少しうわの空と言いますか……」

　そういえば、とシュンは思い出す。教室で会ったリュリシアは、うまく言葉にできないが、どことなくおかしかった。

「いえ、悩みの原因はわかってはいるのですが……」

「なに？」

「……わたしの口からは言えません」

　アンジュが、細い眉をひそめて答える。なにやら、アンジュも少し悩んでいる様子だった。

「あなたにはこれを差し上げます」

　と、アンジュがシュンに一枚の紙を差し出してきた。見ると、それはシュンも見なれた学園を上から見た地図だった。その隅すみの方に、赤い○が書いてある。

「その印の場所に、リリィ様の悩みの原因があります」

　アンジュはそこで、シュンに顔を近づけてきた。整った顔が急に近づいてきて、シュンは恥はずかしくて少し顔を赤らめたが、アンジュは平然としたまま、シュンに小声で話しかける。

「わたしの立場ではあまりくわしく言えませんが、そこへ行けばわかります」

「なにがあるの、ここ？」

「行けばわかります」

「……ちなみに、行かないっていう選せん択たく肢しは？」

「…………」

　チャキッ、アンジュが無言で腰こしの剣に手をかけた。シュンは慌あわてて首を振ふる。

「行くよ、行きます、行かせてください！」

「本来なら、あなたなどにこんなことは頼たのみたくないのですが……」

「これって頼みじゃなくて、ただの脅きよう迫はくな気が……」

「なにか言いましたか？」チャキッ

「いえ、なんでもないです」

　剣を鞘さやから少しだけ抜くとか、やめて欲しい。あと、美人に至し近きん距きよ離りから睨にらみつけられると、ドギマギして背筋がゾクゾクしてくる。これが恐きよう怖ふのせいか、それ以外の感情のせいなのかはよくわからないけど。

「……業ごう腹はらですが、この件に関しては、わたしよりも、あなたのほうが適任だと思います」

　少しだけ、悔くやしそうにつぶやくアンジュ。プライドの高いアンジュがこんな顔をしてまでシュンに頼むなんて、いったいそこにはなにがあるのだろうか？

「では頼みますよ」

「うん、そのうち行ってみるよ」

「……仕事は早く、という社会の常識を、あなたに教えなくてはいけないようですね」

「今日行きます！」

　だから剣を早く鞘に収めてください！




　その日の午後──シュンは、さっそくアンジュに渡わたされた地図の場所へと向かっていた。アンジュに脅おどされた、という理由だけでなく、純じゆん粋すいにシュン自身の好こう奇き心しんもあった。あのリュリシアの悩みの原因とは、いったいなんなのだろう？

「う～ん……この辺りは、あまり来たことないなぁ」

　騎き士し学園の敷しき地ちは、ムダに広い。敷地内の移動には、車が使用されるほどである。もっとも、学園の生徒はたいてい、敷地内を走って移動しないといけないのだが。

　地図に示されていたのは、学園の敷地内でも、北東寄りの区画にある校舎の一つだった。演習場などのさらに先にある場所で、生徒はあまりよりつかないところだ。

「えっと、第一四区画、第四棟とう……ここだ。けっこう新しい校舎だな」

　白い外がい壁へきの大きな建物だ。見取り図によると、上から見たら八角形をしているらしい。大きな建物なのに、人の気配はない。もっとも、ムダに敷地の広い学園内には、シュンでは用よう途ともわからないような建物がいくつもある。ここもそんなうちの一つだろう。

「失礼しま～す」

　いちおう声をかけて玄げん関かんから入ってみるが、しんと静まりかえった廊ろう下かに声が響ひびいただけだった。無人だろうか？　いや、天てん井じようの『魔導灯フアール』が光っているので、誰だれかいるとは思うのだけど……

「いけませんねぇ、こんなところにあなたのような少年が勝手に入ってきては」

　唐とう突とつに、シュンの背後から声がした。え、と思わずシュンはふり返る。近くには誰もいなかったはずなのに、なんでいきなり人の声が？

　ぽよん、顔が、なにか柔やわらかいものに当たった。えっ、とシュンが視線を上げると、そこで黒い眼差しと視線があった。

　大きい、いろんな意味で──それがシュンの、第一印象だった。

　長身の女性である。シュンよりも頭一つ分以上背が高い。肩かたがむき出しな服を着用している。そして、女性とシュンの体格差のせいで、振り向いたシュンの顔はドンピシャで、女性の大きくふくらんだ、柔らかい胸元に埋うまっているのだった。

「え？　え!?　いやあの、これは……」

「いけませんねぇ、そんなに熱い息を吹きかけないでください。くすぐったい」

「ご、ごめんなさい」

　シュンは思わず後じさりながら謝罪した。だが女性は平然とたたずんだまま、ニコリともせずにシュンを見つめていた。

「いけませんねぇ、騎士が無む闇やみに謝罪しては」

「え？　その……でも、すいませんでした」

「別にこちらは怒おこってません。謝る必要はない」
















　鷹おう揚ように首を振る女性。シュンはそこでようやく改めて相手を見ることができた。

　大人の女性だ。正確な年ねん齢れいはよくわからないが、二十代後半から三十代前半といったあたりだろうか？　長い髪かみが二本に編まれ、背中でゆれている。顔には細いフレームのメガネがかけられており、落ち着いた口調と相まって理知的な印象をうける。大きくふくらんだ胸、対照的に贅ぜい肉にくのほとんどない腰、引ひき締しまった臀でん部ぶと、成熟した大人の魅み力りよくがただよう美女だった。

「えっと……上級騎士のかたですか？」

　シュンがそう尋ねたのには理由があった。

　騎士には制服があり、基本的にはそれを着用しなくてはならない。ミュスカなどが普ふ段だんから着ているものがそうだ。

　そしてジュヴレーヌ王国の場合、上級騎士と呼ばれる上の階級の騎士は、制服を自由に改造していいことになっているのだ。上級騎士は支給された制服を着ることはほとんどなく、自費で改造、もしくは特注した服を着るのが普ふ通つうである。

　目の前の女性の服装は、どう見ても正規の制服ではない。必然、上級騎士かな、とシュンは考えたのである。

「えぇ、そうです」

　答えながら、メガネを押し上げる女性。

「えっと……なんで、こんなところにいるんですか？　学園の先生じゃないですよね？」

「いけませんねぇ、年上の女性を詮せん索さくするのは」

　女性が、フッと笑みを零こぼした。ゾクリとするような色いろ香かがそこにはあった。

「少年こそ、なぜここに？　なにが目的ですか？」

　相手が上級騎士なら、シュンにとってはかなり目上の人物に当たる。シュンは、かしこまって答えた。

「えっと、ボクもよくわからないんですけど、ここに行くように言われて……」

「ふむ、なるほど。少年、あなたがシュナブラン・ノーブ・ハーベストですか」

　いきなりフルネームを指し摘てきされ、シュンはどきりとした。

「なんでボクのことを？」

「いけませんねぇ、少年はもっと、自分の知名度を自覚すべきだ」

　女性は肩をすくめた。

「我が国の剣定代表に選ばれた少年は、今最も注目を集めている騎士です。最近は、剣聖を倒たおした、というウワサもあるし」

「いや、それは、ただのウワサですよ。ボクなんかがそんなだいそれたこと、できるわけないじゃないですか」

　ははは、と笑ってごまかすシュン。だが、女性は一いつ瞬しゆんだけ、鋭するどい眼まな差ざしでシュンを見つめた。

「いけませんねぇ、そんなウソをつくとは、悪い少年だ」

「え？　ウソなんて、そんな……」

「まぁいいでしょう。少年、引き止めて悪かったですね。お行きなさい。あなたの目指す場所は、おそらく一番奥の部屋です」

　女性が、廊下の奥を指さした。なんでそんなことまでわかるのだろう、とシュンは首をひねった。

「こちらも似たような目的でここに来たのですよ。では失礼、少年」

　と、女性は長い髪をなびかせながら立ち去っていった。

　なんだったのだろう、今の人は──疑問に思ったが、悩んでもしかたない。シュンは、とりあえず先に進むことにした。

　真新しい建物は、造られてからまだ数年もたっていないように見える。その一番奥に、両開きの大きな扉とびらがあった。ここだろうか？

　コンコン「すいませ～ん」

　とりあえずノックをしてみる。すると、いらえがあった。

「はい、中へどうぞ」

　あれ、なんだか聞き覚えのある声だぞ……シュンはそう思いながら扉を開けた。すると。

「あれ、ソフィー？」

「兄さんではありませんか。どうしてここに？」

　中にいたのは赤い上級騎士の制服を着たシュンの妹、ソフィー・ア・ブラン・シルバーだった。




「兄さん、申し訳ありません。まだお茶菓が子しは用意できていないのです。今日はお茶だけで失礼します」

　ソフィーはシュンを快く室内に招き入れると、自身はテキパキとお茶の用意を始めた。

　シュンはイスに座ったまま、周囲を見回す──広い部屋だった。シュンたちの教室と同じくらいの大きさだ。なのに部屋の中にあるのは、机と、数すう脚きやくのイス、それに小さな棚たなが一つ、それだけだ。あまりにガランとしている。部屋が真新しくて壁かべが輝かがやいている分、よけいに寂さびしく感じられた。

「兄さんは運がいいですね。ちょうど、王都から新しい茶葉を持ってきたところです」

　ソフィーはそう説明しながら、うれしそうに道具を用意する。水道の水を魔導式の薬缶ブリワールに入れ、スイッチを入れると数十秒ほどで沸ふつ騰とうする。そのお湯でカップとポットをあたためた後、湯を捨てたポットに茶葉を入れ、改めてお湯を注ぐ。むらしたあと、やはり湯を捨てたカップに注ぐ。手慣れた様子であった。

「えっとさ、ソフィー？」

「はい、なんですか、兄さん」

「いいのかな？　こんな場所で、ボクのこと兄さん、なんて呼んで」

　二人が兄妹きようだいである事実は、家族以外には秘密である。今までシュンたちは、外では他人のふりをしてきたのだ。

「今現在ここには私たち以外いません。来客の予定もありませんし、気にすることはありません」

「ふーん……でもさっき、入り口に上級騎士の人がいたよ」

「それは妙みようですね。どなたですか？　今日は誰もここに近づいてないはずなのですが」

「ボクも知らない女の人だったね。けっこう美人で、胸が大きかった……」

「……兄さんは女性のどこを見ているのですか？」

　ジトッ、妹に睨にらまれてしまった。シュンは場をごまかすように咳せき払ばらいしつつ、用意されたお茶を口にした。

「……うん、さわやかで美お味いしいね、このお茶。さすがソフィー」

「…………」

「こんな美味しいお茶を淹いれてくれるソフィーがいてくれて、ボクは幸せだよ」

「……兄さんがよろしければ、これからは毎日淹れてさしあげますよ」

　と、ソフィーは、少しうれしそうにつぶやく。どうやらごまかせたようだ──ほっとしつつ、シュンはもう一つ気になっていたことを尋たずねてみることにした。

「それよりさ、なんでこんなところにソフィーはいるの？」

　ソフィーは学園を飛び級で卒業し、現在は上級騎士として王宮で働いていたはずである。なのになんでこんな、学園の隅すみにある使われてない校舎にいるのだろうか？

「配はい置ち換がえがあったのです」

　ソフィーは、自分のお茶を口にしながら答えた。

「先日、部署を異動しまして、今の私は学園勤務です。兄さんにもそのうちお伝えしようと思っていたのですが、先に見つかってしまったようですね」

　そうなんだ、とシュンは部屋を見回す。部屋の中に荷物がほとんどないのは、ソフィーが来たばかりだからなのかな？

「どんな仕事なの？」

「私はこの度たび、騎き士し学園常じよう駐ちゆう防衛専任騎士待機室の室長に就任しました。端たん的てきに言えば、学園防衛のための役職です。先日の魔ま獣じゆう事件で、学園の防衛にも穴があることがわかりましたので、それを強化するために新設された部署です」

「へぇ、カッコいいね～」

　シュンは感心した。この若さで、防衛隊のリーダーに就つくなんてすごい。我が妹ながら、ソフィーはとても優ゆう秀しゆうだ。

「全部で何人いるの、ここに？」

「今は私一人です」

「……？　ソフィー一人で、学園を護るの？」

「今のところは。いつか、増員されるかもしれませんが」

　違い和わ感かんを覚えるシュン──なにか変だ。淡たん々たんと質問に答えるソフィーは、なにか、シュンに隠かくしているような気がする。けど……

「……おや？」

　ふと、ソフィーはカップをテーブルに置いて、立ち上がった。

「どうやら、新しいお客様がいらっしゃったようです」

　ソフィーの言葉通り、廊ろう下かからカツカツと、足音が聞こえた。誰だれだろう、とシュンがふり返ると。

「失礼しますわよ」

　バタン、扉を開けて入ってきたのは、硬かたい表情をうかべたリュリシアだった。

「なっ……どうして、ここにシュナブランさんがいますの？」

「ボクはアンジ、イタッ！」

「失礼、手が滑すべりました」

　硬こう貨かがシュンの額に直ちよく撃げきし、シュンは痛みにうめく。そのコインを飛ばしたのは、リュリシアの背後に立つアンジュである。アンジュはすまし顔で立っているが、その眼めだけはシュンを睨んで『余計なことをしゃべれば殺す！』と語っていた。

「……朝は、ありがとうございましたわ、シュナブランさん。かばっていただいて」

　こほん、顔を赤らめながらリュリシアが告げる。シュンは、たいしたことじゃないよ、と手を振ふった。

「ケガはなかった、リュリシアさん？」

「えぇ、あなたのおかげで……シュナブランさんこそ、ケガは大だい丈じよう夫ぶですの？」

「かすり傷だよ」

「……お二人とも、これはまた、随ずい分ぶんと仲良くなられたご様子ですね」

　と、ソフィーがシュンたちの間に割り込むように出てくる……あれ？　ソフィー、なんだかご機き嫌げんナナメになってる？

「ところで、リュリシア王女殿でん下か。このような辺へん鄙ぴな場所に、本日はなんのご用件でしょうか？」

　ソフィーが丁てい寧ねいに頭を下げる。だが、それを見るリュリシアの顔は、随分苦々しげだった。

「ソフィー卿きよう……あなた、本当にこんな場所にいましたのね」

「はい、新任のご挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ありません。先日より、騎士学園常駐防衛専任騎士待機室の室長に就任いたしました。以後、よろしくお願いします」

「……わたくしに、なにか言うことはございませんの？」

「私には、王女殿下がなにをおっしゃりたいのか、わかりかねますが」

　とぼけた顔のソフィー。リュリシアは、なんとも言えない表情で歯がみしている。いったいなんなのだ、この二人は？　シュンは思考を巡めぐらせた。

　アンジュは、リュリシアの悩なやみの原因がここにあると言った。つまり、ソフィーこそがその原因なのだろう。確かにこの二人は以前から妙に仲が悪かったけど……シュンの目の前で話し合う二人の様子は、どこか変だった。

　壁かべ際ぎわには、終始無言のアンジュが立っている。ここは彼女に聞くのが手っ取り早いだろう。

「ねぇ、アンジュさん、これってどういうこと？」

「…………」

　アンジュは無言である。ひどい。

「ねぇねぇ、無視することないんじゃない？」

「…………」

　ジロリと、シュンを睨むアンジュ。『黙だまっていろ、クズ』とその視線が語っているようだった。しかし、シュンはアンジュに言われてここまで来たのに、なんの説明もないというのはさすがにひどすぎはしないだろうか。

「……ふぅっ」

「ひうっ！」

　アンジュの耳に息を吹ふきかけると、意外なほどかわいい声でビクンとアンジュの長身がはねた。

「ああああ、あなたはいきなりなにをするのですか!?」

　顔を赤らめ、シュンに嚙かみつかんばかりの剣けん幕まくで詰つめ寄よるアンジュ。

「いやぁ、もしかして聞こえてないのかなぁ、って思って」

「いきなりなんてハレンチな!?」

「え～、耳に息を吹きかけることって、そんなハレンチかな？　別に普ふ通つうだと思うけどな～」

　そ、そういうものなのですか、とアンジュはブツブツ言っている。なんだろう、真っ赤な顔のアンジュがすごくかわいく見えてきたシュンである。

「ねぇ、それであの二人、いったいなにをやってるの？」

「……あなたはこの部屋を見てどう思いますか」

「？　広い部屋だなぁ、って思うよ」

「新設された部署と言えば聞こえはいいですが、メンバーはソフィー卿一人。すでに学園の防衛隊は存在しています。新設の部署、それもたった一人では、いかに優秀なソフィー卿といえど、防衛の強化などできるはずがありません」

「できないことをやれって言われているの？」

「違ちがいます。やることはないからなにもするなと言われているのです」

「それって……」

「端的に言うなら、閑かん職しよくへの左さ遷せんです」

　左遷──ソフィーが？　同期で主席、王国はじまって以来の大天才とまで呼ばれ、エリート街道まっしぐらだったソフィーが、左遷？

　どうして、とシュンは問いたかった。アンジュは、これだけ言えば十分でしょう、と、それ以上しゃべってくれない。

「……やはり、わたくしのせいですのね」

「いいえ、私が今この職にあるのは、全て自己責任です。王女殿下とはなにも関係ありません」

「ですけどっ、皇こう国こくの件で、ソフィー卿まで……」

「王女殿下はなにか勘かん違ちがいなさっているようですね。少し落ち着いてください。今お茶を淹いれましょう。いい茶葉を王都から持ってきましたので……」

「……騎士学園を飛び級で最速卒業。〈終末騎士団デルニエ〉の新星とまで言われたあなたが、こんな誰も来ないような場所でお茶くみなんて……」

　リュリシアは、ショックを受けたような顔で後じさり、そのままくるりときびすを返した。

「……帰りますわよ、アンジュ」

「かしこまりました、リリィ様」

　リュリシアはアンジュを連れて、無言のまま部屋から出て行った。なぜかシュンには、彼女がここから逃にげ出したように見えた。

「残念ですね。王女殿下にもお茶をご馳ち走そうしたかったのですが」

　ソフィーは飄ひよう々ひようと肩かたをすくめている。再度二人きりとなったことで、シュンはソフィーに質問した。

「ねぇ、ソフィー。左遷って、本当？」

「そういうふうに、今の私は他人から見られているようです」

　あっさりと、うなずくソフィー。しかしシュンにとって意外だったのは、ソフィー本人は平然としていることだ。強がりではない。だてにソフィーとは十年以上兄妹きようだいをやっていない。ソフィーは自分が左遷されたことを、全然気にしていないのだ。

「どうして？」

「剣定で、独断行こう為いをしたのが問題だったようです」

「でも、あれはエルを助けるためにしかたがなかったじゃない？」

「それでもやはり問題だったのです──それに、王女であるリュリシア殿下が負傷したのも問題でした。王女殿下の身も護まもれない無能者、と私たちは糾きゆう弾だんされました」

　そんなこと──シュンは、知らなかった。シュンは、王国に戻もどってから自室謹きん慎しんをしていただけで……

「兄さんたちは学生ですから謹慎で済んだはずですが、私たち正規騎き士しはみな、なんらかの処分を受けています」

　それが組織というものです、とソフィーは達観したようにつぶやき、いつのまにか冷めてしまった自分のお茶を口にした。

「……王女殿下は、自分が負傷したのは自己責任だし、独断行動も自分の命令だ、と主張されたそうです」

　ソフィーが、つぶやく。確かに、剣定での行動は、リュリシアにも責任の一部があるだろう。

「ですが、次期国王である王女様に責任をとらせるのは少々外がい聞ぶんが悪いのでしょう。幸い王女殿下はまだ学生の身ですし、責任は私たち正規の騎士がかぶる形になりました」

　なんだ、それ。全然知らなかった情報に、シュンは絶句した。

「そんなこと……ゆるされるの？」

「むしろ、みな喜んで責任をとりました。ご存じですか？　代表チームの監かん督とくだった、学園長のエフィ卿。彼女は極東方面軍へ左と遷びました。いわゆる都みやこ落ち、島流しですね」

　学園長までいなくなっていたのか……ミュスカがボヤいていたのは、そのことか。

「ねぇ、誰がそんなことを決めたの？」

「王国第一騎士団、〈終末騎士団デルニエ〉団長、ペルデ卿です。兄さんもよく知っているはずです」

　ペルデ・ダン・サンブリ──王国で、もっとも力を持つといわれる騎士だ。

「……ボク、ちょっと王都へ行ってくる」

「やめてください、兄さん。行って、なにする気ですか」

「だっておかしいでしょ。ボクたちは、悪いことはなにもしていない。あの時ボクたちが動かなかったら、もっとたいへんなことになっていた。なのにソフィーたちが責任をとらされなきゃいけないなんて、おかしいでしょ!?」

「兄さんが行っても、なにもできません。大人しくしていてください」

　ソフィーに手を摑つかまれる──勢いに任せて動こうとしたシュンだけど、実際行動しようとしてもできることなどなにもないだろう。けど、このまま黙っていられなかった。

「……そうだ、エルにお願いすればいいんだ！」

　シュンは、パッと顔を輝かがやかせた。

「エルとはこの前けっこう仲良くなったし、お願いすればなんとかしてくれるよ」

「なにをお願いするのですか？」

「えっと……エフィ先生たちは悪くない、むしろエフィ先生たちのおかげで助かりました、ありがとう、みたいな感じの手紙をペルデ先生宛に書いてもらえば、なんとかなるんじゃない？」

「エルミタージュ皇こう帝てい陛へい下かと、リュリシア王女殿下は旧来の友人です。その程度のこと、王女殿下が頼たのんでいないと兄さんは思ったのですか？」

「……もうやったの？」

「皇国から正式な感謝状が届いたそうです。ですがそれでも、ペルデ卿は意見を変えませんでした」

　ふぅ、と嘆たん息そくするソフィー。

「落ち着いてください、兄さん。私のために怒おこってくれるのは嬉うれしいですが、私は別にこの待たい遇ぐうを不満には思っていません。むしろ嬉しいくらいです」

「……なんで？」

「兄さんのいる学園に戻ってこれたからです」

　ソフィーは口元に微び笑しようを浮うかべた。

「知っての通り、私は学園をすぐ卒業してしまいました。おかげで兄さんと一いつ緒しよに学生生活を送ることができませんでした」

　二年前、シュンとソフィーの間にほとんど接点はなかった。なにしろ二人は赤の他人という設定だったので、学園内で親しくすることができなかったのである。

「こうやって学園に戻ってこれた上に、今の私はヒマです。兄さんと一緒の時間を過ごすには、もってこいと言えるでしょう」

　それで、いいのだろうか？

「もちろん私も、ここに一生いるつもりはありません。来年には兄さんも卒業して騎士になります。そうなれば私も再度王都に返り咲ざき、兄さんと一緒に働こうと思います」

「……でも、左遷されたのに、そんな簡単に戻れるの？」

「はい」

　あっさり、それこそ拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単に、ソフィーはうなずいた。

「私にも考えがあります──ですから、兄さんはなにも心配することないのですよ」

　ニッコリ、花のような笑みを浮かべるソフィー。シュンは、しぶしぶながらうなずいた。

「……わかったよ、ソフィーがそれでいいって言うなら」

「はい。私は基本ここにいますし、兄さんも騎士に内定しているのですから、放課後はヒマですよね？　時間があるときは気軽にここに来てください。美お味いしいお茶を用意して待っています」

　シュンは、そうするよ、とうなずくしかなかった。




　その日の夜──男子寮りようの食堂ビストロで夕食デイネを食べながら、シュンは考え込んでいた。

　とりあえずソフィーの事情はわかった。ソフィー自身は全く気にしていないようなので、それはいい。だが、それで問題が全て解決したわけではない。

　問題はもう一人の当事者、リュリシアである。朝から様子が変だと思ったら、なるほど、ソフィーたちが左遷されたのは自分のせいだ、と思い悩なやんでいたのだ。さすがのシュンも、それくらいのことは想像できた。

　アンジュからは、リュリシアの悩みをなんとかして欲しい、と依い頼らいされてしまった。あのアンジュがシュンに頼むなんて、よほどのことだ。シュンとしてもなんとか力になりたい。

　けれどまぁ、なんとかなるだろう、とシュンは持ち前の性格で気楽に考えていた。ソフィー本人は全く気にしていないのだから、要はそれをリュリシアにも説明して納得させればいいだけの話だ。

「……あれ？　けど、まじめで頭のかたい王女様を説得するのって、実はけっこうたいへんなような気がしてきた……」

「なんだよ、シュン。さっきからブツブツひとりごと言ってさ」

　と、かたわらのブイに不ふ審しんがられたので、ははは、とシュンは笑ってごまかした。

「いや、別になんでもないよ」

「お前さん、今日頭にイスがぶつかって、もしかして頭が……」

　ブイが、なぜか哀あわれむような眼でシュンを見つめた。

「……オレのプディングクリーム・ブリユレ、やるよ。好きだろ？」

「え、いいの？　ありがと～」

　甘いカスタードの表面を焦こがしたプディングクリーム・ブリユレはシュンの好物である。ラッキー、と受け取るシュン。

「なぁ、シュン。なにがあっても、やっぱオレたちの友情は変わらないよな？」

「もちろんだよ。朝はありがとうね、ボクのことかばってくれて」

「なーに、いいってことよ……そのかわりと言ってはなんだけどさ、親友のお前さんに、頼みがあるんだ」

「ボクにできることなら何でもするよ」

　シュンが気軽に請うけ合うと、ブイは頰ほおをかきながらシュンに言った。

「そのさ……今度、女子との仲をとりもってくれねえか？」

「とりもつ、って？」

「いやさ、ほら、あれだよ、お前さんが仲のいい女子と話しているときにでもさ、さりげなくオレが近くを通るから、オレを呼んで会話に交ぜてくれないかなーって。そんでオレも女子グループと仲良くなって、できればいいかげん彼女とか、そういうのが欲しいな～、なんて思ったわけよ」

　バンバン、ブイが照てれ隠かくしにシュンの肩を叩たたいてくる。正直痛い。けど、なるほど、ブイもいろいろと色気づくお年とし頃ごろか。その気持ちはシュンにもわかる。けど……シュンは、悲しそうに首を振ふった。

「悪いけど、ブイ、それは難しいかもしれないよ……」

「なんでだよ？　お前さんならそんなこと、簡単だろ？」

　シュンは、至し極ごくまじめな顔で、自分の親友に告げた。

「だってボク、クラスで仲のいい女の子なんていないもん」




『イヤミかっっ!!』




　なぜか、食堂ビストロにいた男子寮りよう生せい全員が一いつ斉せいに立ちあがり、シュンに向かってツッコミを入れてきた。

『ふざけんなっ！』『上から目線かっ！』『てめえみたいな奴やつが女を独どく占せんするからおれたちはモテないんだよ！』『オレなんて生まれてこの方女にモテたことねぇよ！』『それどころか手を握にぎったことすらねえよ！』『殺せ殺せ！』『死し刑けいだ！』『おい、誰だれかロープ持ってこい！』『今ようやくベルジュの気持ちがわかったぜ！』

　その後、男子寮生全員の手によって、シュンはもみくちゃにされた。理り不ふ尽じんすぎる、とシュンはボヤいた。

　──ブイみたいに仲のいい女友達がクラスにいないのは、事実なのに──







　翌日──担任のミュスカからは休んでもいい、と言われたものの、シュンはまじめに授業に出席した。というか、いくら騎士への内定が決まったからといって、後の授業をサボるというのはよくないとシュンは思っていた。

　頭のケガは大だい丈じよう夫ぶ？　と女子たちからは心配されたが、軽傷だったのでなんともないと答えると、みな安心したような顔をしていた。おまけに、お見み舞まい、といって女子からはお菓か子しをたくさんもらってしまった。男子たちがすごくうらやましそうな顔をしていたので、寮に帰ったらオヤツにみんなで食べるとしよう。

　昨日シュンにイスを投げたベルジュは、休みだった。教師にバレて謹きん慎しんしているらしい。シュンは別にベルジュを恨うらんではいない。寮に帰ったら、ベルジュにもお菓子を差し入れにいこうかな、なんてのんきなことを考えているほどだ。

　ともあれ、いつも通りに一日の授業が終しゆう了りようした放課後──シュンは、目的の人物に声をかけた。

「ねぇ、リュリシアさん。ちょっといい？」

「……なんですの」

　呼び止められたリュリシアは、怪け訝げんな顔でシュンを見つめる。

　三回生になってから気づいたのだが、リュリシアは実は、クラスメートとの間にあまり会話がない。愛想が悪いわけではない。むしろ話しかけられれば気さくに会話もするし、話題も豊富である。

　だが、やはり持って生まれた品格の差というか、リュリシアは言葉や行動の節々に、優ゆう雅がさが漂ただよっている。その辺り、他の生徒からすると少し気き後おくれしてしまうというか、リュリシアには常にアンジュがそばにひかえていることも相まって、なんとなく、近寄りがたい独特の雰ふん囲い気きが彼女の周りにはあるのである。

　シュンはそんな雰囲気を堂々と無視して、リュリシアに声をかけたのだった。

「よかったら、ちょっとつきあってもらえない？」

「なん、ですって？」

　シュンの誘さそいに、リュリシアは驚おどろいたように目を見開いた。

「……それは、あなたとおつきあいしろと、そういうことですの？」

「？　そう言ってるけど？」

「そん、な……いきなりそんなことを言われましても、即そく答とうできませんわ。いえ、別にイヤだというわけではありませんけど、むしろ嬉しいというか……いえ、全然嬉しくなんてありませんけど、あなたがどうしてもというならやぶさかではないと申しますか……」

　なぜかリュリシアが、真っ赤な顔で口をパクパクさせている。どうしたんだろう？　なんだか様子が変だが……

「リリィ様」

　静かに、アンジュが横からリュリシアに、小声で話しかける。

「勘かん違ちがいなさってはいけません。相手はあのシュナブランさんです。言葉通り、深い意味はなく、少しつきあってくれと言っているだけかと」

「……そうですわね」

　なぜだろう。リュリシアが急に『なーんだ、期待はずれ』、みたいな眼になった。アンジュにいたっては、『まぎらわしいことするな、このクズ！』みたいな眼でシュンを睨にらんでいる。いや、口調はシュンの勝手なアテレコだけど……おかしい。なぜシュンが責められなければいけないのだ？

「ちょっと、一緒に来て欲しいところがあるんだけど」

「……申し訳ありませんわ、シュナブランさん。わたくし、あなたと遊んでいるヒマはありませんの」

　リュリシアがきっぱりと断ってくる。やはり、急に誘うのはムリがあったか。しかし、シュンとしてもこれで諦あきらめるわけにはいかない。

「いや、ちょっとでいいんだけど、ダメかな？　お願い」

　手を合わせて頼たのんでみると、リュリシアは少し困ったような表情になった。

「ですけど……」

「よろしいのではありませんか、リリィ様」

　と、言ったのはアンジュである。

「シュナブランさんからのお誘いは珍めずらしいですし、今日はそれを受けてみられては」

「アンジュ。ですけど、今日は……」

「そうそう頻ひん繁ぱんに学園を抜ぬけ出して王宮に戻もどることはできません、リリィ様」

「……わかりましたわ。それで、シュナブランさん、どこへ行きますの？」

「うん、ありがとう、こっちだよ」

　アンジュの説得もあって、リュリシアがうなずいてくれた。シュンはリュリシアたちと一いつ緒しよに、放課後の校舎を歩き出す。

「アンジュさん、ありがとう、説得してくれて」

　こっそり、アンジュにもお礼を言うと、アンジュはすまし顔でシュンと視線をあわせないまま、静かに告げた。

「先日お願いした件と、関係あるのでしょうね、今日の誘いは」

「うん、いちおうね」

「……信じていいのでしょうね、あなたのこと」

　ギロリ、シュンを睨むアンジュ。その眼は半信半疑というよりもだいぶ疑いのほうが強い視線だったが、シュンは笑顔で答えた。

「まぁ、任せておいてよ」

「これでロクでもない内容でしたら、その命でつぐなってもらいますよ」

「…………」

「どこへ逃にげる気ですか、シュナブランさん」

　無言でゆっくり遠ざかろうとしたら、制服のえり首を摑つかまれた。しまった！　アンジュからは逃げられない！

　シュンはアンジュに引きずられるようにして、先へ進んでいった。




「この先は、もしかして……」

　そして目的地が近づくにつれ、リュリシアの表情が曇くもってきた。学園の敷しき地ち内を歩くこと十数分、さすがにどこへ向かっているかに、気づいたようだ。

「シュナブランさん。まさかあなた、ソフィー卿きようのところに行く気ですの？」

「うん、まぁ、そうなるかな」

「帰りますわよ、アンジュ」

　直ただちにきびすを返そうとするリュリシア。シュンは慌あわてて呼び止めた。

「待ってよ、リュリシアさん。少しくらいいいじゃない？」

「わたくし、今さらソフィー卿に合わせる顔がありませんわ……」

　苦しそうな表情でうつむくリュリシア。やはり、ソフィーが左さ遷せんされた責任を感じているようだ。

「えっとね、でもさ、ソフィー先生はそのこと、全然気にしていないらしいよ？」

「……そうだとしても、わたくしは自分で自分が許せませんの。王女にあるまじき軽率な行動に多くの騎き士しをまきこんで、結果的に責任をかぶらせてしまうなんて……」

　悔くやむように歯がみするリュリシア。これは重じゆう症しようだ。シュンがなにを言ったところで、簡単に説得はできないだろう。

「しかたない……ゴメンね、リュリシアさん」

　シュンは、リュリシアの背後に回り、脇わきの下から両りよう肩かたを拘こう束そくするように、羽は交がい締じめにした。ふわり、シュンの鼻先で柔やわらかな金きん髪ぱつが舞まう。

「なにをしますの、いきなり！」

「だって、こうでもしないと逃げるでしょ？」

「やはりあなたは、こういうバカげた行動しかできないのですか……」

　アンジュが一いつ瞬しゆんでシュンの背後に回り込み、ボコッ、とシュンの頭を殴なぐった。いたっ、とシュンはうずくまり、リュリシアから手を離はなしてしまった。思いっきり殴られた。

　だが、次の瞬しゆん間かん、予想外のことが起こった。

「……ご無礼をお許しください、リリィ様」

　シュンから解放され、逃げようとするリュリシアを今度はアンジュが羽交い締めにしたのだった。

「アンジュ、なんのつもりですの!?」

「……申し訳ありません、リリィ様。ですがわたしも、リリィ様はソフィー卿と一度ゆっくり話し合うべきだと思います」

「アンジュ……」

「行きますよ、リリィ様。イヤだとおっしゃっても、ムリにでも連れていきます」

　長身のアンジュに羽交い締めにされては、リュリシアはほとんど抵てい抗こうできず、連行されていくしかなかった。リュリシアへの忠誠篤あついアンジュがこんな行動に出るとは、よほど思い詰つめていたようだ。

　しかし……リュリシアが羽交い締めにされている姿はあれだ。リュリシアの両手が上がって、大きくふくらんだ胸が強調されてしまって、すごく、たいへんなことになっている。アンジュが強引に歩く度たび、その震しん動どうがリュリシアに伝わって、ふるふると、特定の部位が柔らかそうにゆれている。シュンは、目のやり場に困って視線をそらした。

「無論、責任はとらせていただきます、リリィ様」

　アンジュが、歩きながら言う。

「リリィ様へのご無礼、申し訳ありません──ことが終わったら、わたしはシュナブランさんを殺した後、腹を斬きって死にます！」

「なんでボクを！」

「あなたの汚きたない手でリリィ様に触ふれた罪は、万ばん死しに値します」

　ひどい！　シュンだってシュンなりに必死に考えた行動だったのに……まぁ、王女様を羽交い締めにするのは確かにやり過ぎだったかもしれないけど。

　一方のリュリシアは、羽交い締めにされるなど生まれて初めての経験なのか、満足に身動きのとれない体勢でむりやり歩かされるという羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にしながらも、うつむくこともできず強制的に胸を反そらされるという拷ごう問もんのような責めに、ついに屈くつした。

「わかりましたわ！　もう逃げませんわ！　どこへでも行きますから、解放なさい、アンジュ！」




　昨日訪れた、八角形の建物。あいかわらず人ひと気けのない、無機質なその建物にシュンたち三人は入り、一番奥にある大きな扉とびらをくぐった。

「ようこそ皆みな様さま、いらっしゃいませ。なにもないところですが、おくつろぎください」

　と、出で迎むかえたのはもちろん、ソフィーである。

　部屋の中央には、昨日はなかったはずの、アンティークっぽい木製のテーブルに、四人分のイスが用意されてあった。テーブルには人数分のティーカップに、ポットなど、お茶を飲む道具が置かれている。

「……ずいぶん、準備がいいですわね？」

「はい。皆様をご招待したのは、私ですから」

　そう、実は昨日、シュンがソフィーにリュリシアの件を相談したところ、ソフィーは今日ここにリュリシアをつれてきてくれ、と言ったのだ。妹に言われるまま、今日シュンはここに来たというわけである。

「……わたくし、申し訳ありませんけど、あまりノドがかわいていませんの」

　リュリシアは硬かたい表情で告げる。

「だからお茶はけっこうですわ」

「そうですか。とてもいい茶葉が用意できたのですが、残念ですね」

　ソフィーはふっと、微笑ほほえみを浮うかべると、なぜかシュンに近づき、腕うでを組んできた。

「王女殿でん下かは召し上がらないそうなので、私たち二人で飲むとしましょうか、シュナブランさん」

「え？」

　戸と惑まどうシュン。リュリシアが、柳りゆう眉びをつりあげた。

「どうしてそうなりますの！」

「せっかく用意した茶葉ですのに、このまま使わないのはもったいないでしょう。ですから、私たちだけで堪たん能のうしようかな、と思ったのです」

　こちらへどうぞ、シュンの腕を摑み、テーブルの席へと導いてくれる。シュンは、どうしよう、と戸惑いつつ、妹に言われるまま席についた。ソフィーは、シュンのすぐ横の席に座る。

「王女殿下も、お座りになりたければそちらにお座りください」

　と、床ゆかを指さすソフィー。普ふ通つうにひどい。イスだってあるのに。そもそも、一国の王女に向かってこんな態度、普通なら不敬罪だ。

「いったいなんなんですの、ソフィー卿！　不ふ愉ゆ快かいですわ！」

　案の定、リュリシアは怒いかりで肩を震ふるわせている。

「帰りますわよ、アンジュ！　これ以上、こんな場所にいたくありませんわ！」

「…………」

　アンジュが、キッと、シュンを睨にらむ。『どういうことだ、このクソ野や郎ろう！』とその眼めが言っていたが、シュンもソフィーの行動が理解できず、戸惑うことしかできなかった。

「残念ながら王女殿下はお帰りになるそうですね」

　白々しく、ソフィーが言う。同時に、ソフィーはシュンを引き寄せるように、互たがいの体を密着させた。妹の温かく、柔らかい体が身近に感じられる。

「残念ですけどしかたありません。お茶会は私とシュナブランさん、二人でするとしましょう。放課後、学園の片かた隅すみの、こんな誰だれも来ないような校舎の、誰も来ない部屋の中で、二人っきり、誰にも邪じや魔まされることなく、時間の許す限り、お茶会を堪能しましょう」

「…………」

　なぜか、部屋を出かけたリュリシアは急にきびすを返すと、憮ぶ然ぜんとした表情で用意されていたイスをシュンの真横に移動させ、トシンッ、と王女様らしからぬ乱暴な動きで腰こしを下ろした。

「……勘かん違ちがいしないことですわね。こんな場所でお二人がふしだらな行動をしないよう、わたくしが見張らせていただきますわ！」

　どうやら、リュリシアもお茶を飲む気になってくれたようだ。ソフィーは、自分がそう仕向けたにもかかわらず、残念そうな顔になっていた。

「ムリをなさらず、王女殿下はお帰りになっていただいてけっこうですよ。ちなみに入ってきた扉が出口になっています」

「わたくしを追い出そうとしても、そうはいきませんわよ！　そもそも、どうしてソフィー卿が、シュナブランさんのことを名前で呼んでいますの！」

　騎士は通常、見習いのことは名字で呼ぶことになっている。

「私たちは同期です。シュナブランさんはすでに騎士に内定していますし、名前で呼んでも問題ないはずです」

　シュンを間にはさんで、ソフィーとリュリシアがいつものごとく、口論を始めた。間のシュンは小さくなっているくらいしかやることがない。

　けど……シュンは、チラリと、自分の左ひだり隣どなりにいるリュリシアを見つめた。

　ソフィーと言い争いをする彼女は、この二日で一番いきいきとしているように見えた。




　その後、ソフィーは昨日と同様、手慣れた仕草で人数分のお茶を用意してくれた。ふわりと、あたたかい春のような香かおりが部屋中に広がる。美お味いしそうな香りだった。

　しかし、部屋の空気は重い。リュリシアが、珍めずらしく不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、腕を組んで座っていたからだ。

　シュンはなんとか場の空気をなごませようとして、口を開いた。

「あぁ、そうだ。ボク今日、クラスのみんなにお菓か子しもらったんだよね～。ちょうどいいから、一いつ緒しよに食べようか」

「わたくし、ダイエット中ですの」

「あ、そう……」

　ダメだ。甘いものでごまかす作戦、失敗。シュンは、とりあえず自分のカップに口をつけてみた……さわやかな香りのお茶は、美味しいと思う。空気がこんなに重くなければもっと美味しかっただろう。

「さて、王女殿下」

　そんな重い空気を感じていないかのように、ソフィーが口を開く。

「なにか、お悩なやみがあるのではありませんか？」

「……あったとして、それをあなたに話すと思っていますの？」

　リュリシアの頑かたくなな態度は変わらない。一方のソフィーは、そんな相手の反応を半ば予想していたかのようにうなずいた。

「実は私にも悩みがあるのです。聞いていただけませんか？」

「なんでそんなことを聞かなくては……」

「私にはある知人がいます」

　ソフィーは、一方的にしゃべり出した。

「その人は生まれつき高貴な身分で、騎き士し学園に私と同期入学しました。学園では私と成績を争って、まぁ毎回私が勝ってましたが、それでも諦あきらめずに毎回私に追いつこうと努力をするまじめなかたでした」

　これは──察しの悪いシュンでも、さすがにわかった。ソフィーが言う知人とは、リュリシアのことだ。

「どんな困難があってもくじけないのがそのかたの魅み力りよくだと思ってましたのに、今は元気がないそうです。おかげで私の友人も心配しています。なんとかなりませんか、王女殿下？」

「……ではこの際ですから、わたくしも言わせてもらいますけど」

　ソフィーの顔をまっすぐ見つめ、リュリシアも口を開く。

「わたくしは、あなたが嫌きらいですわ。わたくしが朝から晩まで必死に努力して勉強して訓練しているのに、いつも涼すずしい顔でわたくしの上をいくあなたが」

　……それってただの嫉しつ妬とのような気がする、とシュンは思った。

「おまけに一年とたたないうちに学園を飛び級で卒業してしまって、完全に勝ち逃にげですわ！　なのに……わたくしのライバルと思っていたあなたが、こんななにもない部屋でヒマをもてあましているこの状じよう況きようが、わたくしは腹立たしいのですわ！」

　バンッ、悔くやしさをぶつけるように、リュリシアがテーブルを叩たたいた。シュンの目の前でカップがはねて、お茶が少しこぼれた。ソフィーとアンジュは自分のカップを持ち上げて被ひ害がいをふせいでいた……って、二人ともずるい！

「なるほど、私が、王女殿下のライバルですか」

「えぇ、一度もあなたに勝てたことなどありませんけど！　あなたにとっては、わたくしなんて障害にすらならなかったはずですけど！」

「それは違います、王女殿下」

　ソフィーが、至極まじめな表情で答えた。

「王女殿下が私をライバル視なさったように、私にとってもあなたはライバルでした」

「…………」

「私もあなたと同じように、あなたにだけは負けたくなかった。ですから試験では毎回全力であなたを倒たおさせていただきました」

「……わたくし、あなたのそういう、全てを理解しているかのような顔が、嫌いですわ」

「私も、王女殿下のその、必要以上に王女らしくしようと気負っているところが嫌いです」

　ガタッ、ソフィーとリュリシアが勢いよく立ち上がり、互いを睨みながら近づいていく。まさに一いつ触しよく即そく発はつの状態である。置いてけぼりのシュンは、同じく黙だまっているアンジュに近寄った。

「ど、どうしよう？」

「……ここでヘタに割り込むより、成り行きを見守ったほうがいいかもしれません」

　二人の少女は、鼻がぶつかるくらいの至し近きん距きよ離りで互いを睨んでいた。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

「……あなた、このまま終わる気ですの？」

「とはいえ、今の私は閑かん職しよくに回され、ヒマをもてあましています。どこかにいませんかね、私が仕えるのにふさわしいくらいの器うつわを持つ、立派な人物が」

「……後、一年待つのですわ！」

　リュリシアが、ソフィーに指を突つきつけた。

「確かに今のわたくしはなんの力もない無力な王女ですけど、あと一年あれば、学園を卒業して、正式に騎士になって、この国の中ちゆう枢すうを動かす力が手に入りますわ！　その時が来たら覚かく悟ごなさい、ソフィー卿きよう！　あなたをわたくしの部下にして、休むヒマがないくらい、馬車馬のごとくこき使ってさしあげますわ！」
















「できるのですか、あなたに？」

「やってみせますわ！　そのために、わたくしは今まで努力してきたんですもの！」

　……なぜだろう。ケンカでもするかのような雰ふん囲い気きだったはずの二人だが、今、なぜかシュンの目の前で固く握あく手しゆを交わしていた。いったいなんなのだ、これは？

「リリィ様、ついにライバルであるソフィー卿とお友達になられたのですね……」

「え？　今、そういう展開だったの!?」

　なぜか涙なみだぐんでいるアンジュがコクリとうなずいた。

「リリィ様は知っての通り、プライドの高いかたですから、自分より常に上位にいたソフィー卿と、なかなか仲良くなれなかったのです、本心とは裏腹に」

　えっと……それってなんていうツンデレ？

「今回の事件をきっかけに、王国一の騎士と、次期国王であるリリィ様の間に固い友情が結ばれる……なんと喜ばしいことでしょう」

　うん、まぁ、いいや。シュンは特になにもしてないけど、アンジュが満足してるならそれでいい。

「さて……では全て丸く収まったところで、わたしも自分の使命を果たしましょう」

　とんっ、なぜかアンジュがシュンの肩かたを叩いた。

「使命？　なんのこと？」

「もう忘れたのですか、あなたはあいかわらずですね」

　アンジュが、シュンの肩を摑つかんだまま告げる。

「リリィ様へのご無礼の責任をとって、わたしはあなたを殺した後、自害します」

「はははは、冗じよう談だんきついな、アンジュさん」

「わたしは本気ですが」

「……冗談、ですよね？」

「…………」

「痛い痛い、肩が痛い、手を離はなして！　っていうか、アンジュさん眼が本気でこわい……なんで剣けんを抜ぬくの？　ねぇ、ちょっと、全て丸く収まったんだよね？　だからボクたちも丸く収めようよ、ねぇ、だから……誰だれか助けてぇぇぇぇ！」

　シュンの悲鳴を聞いたリュリシアがあわててアンジュを説得してくれたので、シュンの命はギリギリのところで助かった。本気で命が危なかった。

　ともあれ、無事に仲直り（？）したらしいソフィーとリュリシアは、その後二人並んでお茶を飲みながら談笑していた。

　優ゆう秀しゆうすぎる故ゆえに、ソフィーは今まで、ずっと一人だった……リュリシアはきっと、そんなソフィーにとって初めてできた友人なのだろう。その証しよう拠こに、シュンは、あんなにうれしそうなソフィーの顔、めったに見たことがなかった。




　それから数日──

「こんにちは～」

「いらっしゃいませ、みなさん」

「今日はわたくしがケーキを持ってきましたわよ、アンジュ」

「はい。王都で人気の店からとりよせた品です」

　シュンたちは、放課後、特に予定がなければ、自然とソフィーのいる部屋に四人で集まるのが、日課となっていた。

　集まるといっても、四人でお茶を飲んで、持ち寄ったお菓か子しを食べて、少しおしゃべりをして、なんとなく時間を潰つぶすだけである。特別なことなどなにもしない、ゆるやかな時間が過ぎていく。

　しかしシュンは、こういう時間が好きだった。シュンがまだ小さかったころ、家族みんなで過ごしていた実家でのことをなんとなく思い出すからだ。

「……どうぞ」

　アンジュが手慣れた様子でお茶を用意し、シュンの前にもカップを置いてくれた。お茶を淹いれる仕事はだいたいアンジュか、ソフィーがやってくれる。

　実はシュンもソフィーの見よう見まねで一度だけ淹れてみたことがあるのだが、リュリシアは一口飲んだだけで顔をしかめ、ソフィーは苦笑し、アンジュには、お茶の淹れかたを知らないなら二度とやるな、とダメ出しをされた。どうやら、簡単そうに見えていろいろ手順があるらしい。

　そんなわけでお茶はもっぱら他ひ人と任まかせになってしまったシュンだが……うん、悪くない、とシュンは思う。

　放課後の時間、美少女三人に囲まれて、ゆっくりとお茶を飲んで過ごす時間。なかなか快適ではないだろうか。

「ところで王女殿でん下か」

「なんですの、ソフィー卿」

　ソフィーとリュリシアも、すっかり仲良くなったようでなにより……

「最近の西方諸国の動向についてご意見をうかがいたいのですが」

「フォローヌによる経済支配が問題ですわね。ゴード・ルー圏けんのブロックが形式的には成功してるように見えますけど、実際はかなり危ういですわね」

「やはりフォグル自由協定での多角的な諸外国の連れん携けいが重要でしょうね」

「そもそもエスリト支配地域における聖地帰属問題の長期化が暫ざん定てい政権の崩ほう壊かいを促うながし、議定書の無効化とともに結果として大陸全体の利益を……」

「いえ、やはり大陸北部、帝てい國こくによる戦略的超ちよう法規措そ置ちに波は及きゆうするミシャル人の流出と新型魔導機による環バーガント連合の統合問題が超国家主義的な……」

　……シュンは、お茶を飲みながら硬こう直ちよくした。ソフィーとリュリシア、この二人はなにをしゃべっているのだろうか。もしかして、なにかの魔ま法ほうの呪じゆ文もんか？

「そこのところ、シュナブランさんはどう思いますの？」

　いきなりリュリシアがこちらに話を振ふってきた！　ははは、と笑いながら、シュンはうなずく。

「うん、そうだね……いい感じだと思うよ」

「つまり、シュナブランさんは連合の協定に賛同するとおっしゃいますの？」

「いいんじゃないかな、たぶん」

「そういった安易な決定が十四年前のキルミューの悲劇を招いたとは思いませんこと？」

「うん、悲劇って悲しいよね」

　ダメだ！　知ったかぶりをしてみたけど、さっぱりわからない！　リュリシアはまたもソフィーと二人、難しい顔をしてなにか話し始めた。

「まったく、見ていられませんね」

　と、嘆たん息そくしたのはアンジュである。なぜかジト目でシュンを睨にらんでいた。

「どうせ、話の意味を理解できていないのでしょう、あなたは」

「ど、どうしてわかったの？」

「リリィ様に話しかけられて、目が泳いでいましたよ」

　なかなか鋭するどい……シュンは、素直に謝ることにした。

「ごめんなさい、知ったかぶりしました」

「本当に情けない人ですね。この程度の大陸情勢を理解するのは常識ですよ」

「だってこんなこと、授業では教えてくれないし……」

「時事問題は自力で学びなさい。上級騎き士しを目指すなら知っていて当然の内容です」

「さっぱりわかりません！」

「いばらないでください……しかたのない人ですね、こちらを見なさい」

　アンジュが嘆息しながら、テーブルの上に本を広げた。

「なに、それ？」

「あなたに騎士として必要な教養をいろいろと教えてさしあげます」

　それはなんだ。昼間は普通に授業を受け、寮でも毎日予習復習を欠かさないようにしているのに、それ以外にもまだ勉強しろということだろうか？

「あなたがこの先リリィ様の手足となって馬車馬のように働くつもりなら、最低限の教養を身につける必要があります。幸い、今は時間があることですし、わたしがしっかりと教えてあげます」

「えぇ～、そんなの……」

「まさか、イヤだなんて、そんな命知らずなことを言うつもりですか？」

「ぜひ教えてください」

　だから剣に伸のばした手を戻もどしてください！

「いいですか、そもそも現在の大陸は東部と西部、さらに中央部の三つに分かれており、これらの地域は経済的、政治的、文化的、民族的にも様々な観点から別種の……」

　アンジュが生き真ま面じ目めに、世界地図を指さしながら説明してくれる。アンジュの説明は、正直わかりやすかった。意外な才能だ。ミュスカの授業よりわかりやすいかも、と失礼なことを考えるシュン。

「あれ？　ジュヴレーヌとエスリトの関係ってどうなっているの？」

「あぁ、そこは少し複雑なのですが、もともと我が国は……」

　ふわり、シュンの鼻先で、アンジュの髪かみがゆれた。無意識なのか、アンジュが自分の長い髪を押さえながら身を乗り出して、テーブルの上の本を指さしながら説明してくれる。シュンのすぐ前には、アンジュの白いうなじがむきだしとなっていて、別になにか問題があるわけでもないのに、シュンの胸の鼓こ動どうが無意味に高鳴った。

「聞いているのですか、シュナブランさん？」

「……え？　あぁ、うん、たぶん」

「あなたはやる気があるのですか、誰のために説明していると思っているのですか！」

　怖こわい顔をしたアンジュが、シュンをのぞき込むように睨んでくる。なぜか、アンジュが前に身を乗り出すので、距きよ離りがすごく近い。なんていうか、アンジュの吐と息いきがこっちに届いてしまうくらいの距離だ。

　これはたぶんあれだ。アンジュは、シュンのことをそもそも男として全く意識していないのだろう。だから互たがいの距離が必要以上に近いのだろうけど、これは……

「あなたたち、なにをやっていますの？」

　いつのまにか、リュリシアがこちらを見ていた。なぜか、つぶらな瞳ひとみを大きく見開いて、シュンたちを見つめている。

「アンジュ、あなた、いつのまにそんな、シュナブランさんと仲良く……」

「誤解です。わたしはただ、シュナブランさんに常識を教えていただけで……」

　リュリシアはなんだか、『飼い犬に手を嚙かまれた！』みたいな顔をしている。いったいなんでだろう？

「そういうことなら、私にお任せください」

　スッと、音もなくソフィーがシュンの隣となりの席へ移動してきた。

「騎士としての常識でしたら、現げん役えきの上級騎士である私が教えるのが一番でしょう」

「お忙いそがしいソフィー卿きように、そんなことを頼たのむわけにはいきませんわ！」

　ススッと、アンジュを押しのけてリュリシアが、ソフィーの反対側に座る。

「わたくしが教えて差し上げますわよ、シュナブランさん」

「いえいえ、王女殿下にそんなことをしていただくわけにはいきません。それに今の私はヒマですから」

「アンジュ、ソフィー卿に仕事を持ってきて差し上げて。学園の敷しき地ち内にいるアリの数を数える仕事なんかがいいのではなくて？」

　シュンをはさんでソフィーとリュリシア、二人が視線で火花を散らし始めた。

「そもそも、ものを教えるならばかつて学園主席だった私が教えるのが妥だ当とうでしょう」

　それを言うなら、今はリュリシアだって主席だ。

「わたくしは王国第一王女ですわよ。わたくしでしたら、通常では知り得ないような国家機密まで、シュナブランさんに教えて差し上げることができますわ！」

　それは、教えちゃいけない情報なのではないだろうか？

　ソフィーとリュリシアは、そのままお互い嚙みつかんばかりの剣けん幕まくで言い争いを始めてしまい、シュンとアンジュは、互いになんとなく、嘆息するしかなかった。







　ジュヴレーヌ王国、王都、王宮内──ペルデは、自室で報告を受けていた。

「……以上です。こちらが監かん視ししていた限り、左さ遷せんされたソフィー卿は、新たな職場からほとんど外に出ることなく、大人しくしています」

「そうか」

　うなずくペルデ──今回の件で、左遷されたソフィーになにか動きがあるか、気になって監視をつけていたのである。

「ただ、学園の生徒、シュナブラン・ノーブ・ハーベストという少年が、ソフィー卿を訪ねてきました」

「シュナブラン……あの小こ僧ぞうか」

　ペルデが、苦虫を嚙みつぶしたような顔になった。

「あの少年をご存じですか、ペルデ卿？」

「忘れるものか……それで、その後どうなったのだ？」

「なぜかその後、リュリシア王女殿でん下かまで頻ひん繁ぱんに訪れるようになりました。ソフィー卿のもとには現在、王女殿下に従者のアンジュ殿どの、そしてシュナブランという少年が毎日のように集まっています」

「王女殿下、か……なるほど。自分の責任だと、感じていらっしゃるようだな」

「いけませんねぇ、ペルデ卿。王女殿下もソフィー卿も、非ひ凡ぼんな才能の持ち主です。彼女たちが手を組んだ場合、後々あなたの基き盤ばんをおびやかす存在になりかねません」

「そうだな、マルス。自覚している。わたしは王女殿下に嫌きらわれている」

　ペルデの相手──マルスと呼ばれたのは、シュンと学園で出会った、長身の女性騎士だった。マルスはメガネのフレームをくいと持ち上げた。

「それでいいのですか？」

「構わんさ。王女殿下のそばには、アンジュがいる。わたしの姪めいであるアンジュは、わたしを絶対に裏切らん」

「いけませんねぇ。たとえ相手が肉親であっても、油断してはいけません」

「そんなことはわかっている」

「おっと、これは出過ぎたマネを……」

「いや、いい、マルス。お前は思ったとおりの言葉をわたしに言え。わたしは追つい従しようよりも諫かん言げんを好む」

　うなずくペルデ──その顔はいつも通りいかめしいものだったが、マルスに向ける表情には、他の人間には決して見せることのない柔やわらかさが混ざっていた。

「とはいえ、ソフィー卿が大人しくしているのは少し想定外だ……てっきり、わたしの暗殺計画に一枚嚙んでいるものと思ったのだがな」

　物ぶつ騒そうな内容を、さらりと口にするペルデ。

「だが、そちら方面は後回しにするほかあるまい……あの連中が、近々動くようだ」

「いけませんねぇ。こちらもその対応をしなくてはならない」

「頼んだぞ、マルス」

「御ぎよ意い」

　音もなく、マルスは部屋を退出し、一人残ったペルデは、腰こしの剣けんに手を伸ばした。

「まもなく決着の時だな、モニカ──わたしのクビ、とれるものならとってみるがいい」








第二章　出世と栄光と破は滅めつへの序曲









「う～ん、どうしようかな」

　と、シュンはつぶやいた。

　騎き士し学園の自教室、授業の合間の休きゆう憩けいの時間である。近くの席にいたブイが、どうした、とシュンを振ふり向むいた。

「なにかあったのかよ、シュン」

「ちょっと悩なやんでいることがあってね……」

「どんな悩みだよ、言ってみ」

　と、ブイがシュンの前で腕うでを組んでうなずいてみせる。シュンはこの友人に相談してみることにした。

「えっとね……最近なんだけど、ボクの知り合いに、新しい友達ができたんだよ」

「うんうん」

「けどその人と友達は、ケンカばっかりしてるんだよね。なんとか仲よくして欲しいな～、って思っているんだけど、ボクになにができるかな？」

　ボカして説明したが、もちろんその二人とは、ソフィーとリュリシアのことである。

　先日の一件で仲良くなったかに見えた二人だったが、その後はまた顔を合わせればケンカばかり。しかもなぜかシュンが原因でケンカになることが多いので、シュンとしても心苦しいところである。

　ケンカばかりする割に、リュリシアは毎日欠かさずソフィーの部屋に行くし、ソフィーもリュリシアと会うことを楽しみにしているようにも見える。女の子の気持ちはよくわからない。

「それってさ、ケンカするほど仲がいいってやつじゃねーのか？」

　ブイが、よくあることだ、とつぶやいた。

「オレも兄弟多いけどさ、ケンカなんて毎日だったぜ？　けど別に仲が悪かったワケじゃねーよ」

「あー、そうだね」

　それはシュンも経験がある。姉妹が多い家だったので、確かにケンカは日常茶飯事だったが、それでも家族仲はよかったと思う……いや、一部、本気で危険きわまりない姉妹がいたりもしたけど、まぁおおむね平和だった。

「まぁけどさ、やっぱりケンカしないに越したことはないじゃない？」

「ん～……まぁオレが言えるのはだ、とりあえず一いつ緒しよにメシでも食ってみりゃいいんじゃねーの？」

　ブイが答える。

「人間ってのは絶対腹が減るもんなんだ。うちの弟どももさ、どんなにケンカしたって、夜になれば腹が減るわけよ。そしたらとりあえずうまい飯を用意すりゃ、イヤでも同じテーブルにつくわけだから、あとは放っておけば、腹一いつ杯ぱいになるころにはいつのまにか仲直り、ってなもんさ」

　それもまたずいぶん楽観的な意見だ……シュンは、自分のことは棚たなに上げてそう思った。

　ただ、ブイの意見も一理あるかな、と思った。一緒に食しよく卓たくを囲む、というのは悪くないかもしれない。シュンは、ソフィーとリュリシアを食事に誘さそってみるか、と決意した。

　しかし……寮の食堂ビストロに誘っても味気ない。食堂ビストロの料理は美お味いしくて種類も多いけど、毎日食べているので学園の生徒はだいたい食べ飽あきているのだ。

　となると、やはり休みの日にでも王都に食事にいくしかないか……あれ？　そう言えば、なにか忘れてないだろうか？

　思い出した。後こう輩はいのエストに、たしかレストランの食事券をもらったんだった。

　シュンは、自分のカバンの中を探った。入れっぱなしにしてあった真っ白な封ふう筒とうを取り出し、開けて、中身を確認してみる。

　中には店の場所を記した地図と、食事券が入っていた。しかしこの食事券、初めて見たけど、ずいぶん立派だ。封筒と同じ高級そうな紙に、精せい緻ちな花の絵が丹たん念ねんに描かき込まれ、あろうことか、透すかしまで入っている。どこか外国の紙し幣へいです、と言われても違い和わ感かんがないレベルだ。

「あれ？　シュナブラン君、なに見てるの？」

　と、クラスメートの女子がめざとく見つけ、シュンの手元をのぞき込んだ。

「え？　これって、え？　え？　ウソ。まさかこれ……きゃぁぁぁぁぁ、すごいすごいすごぉいっ！」

　と、その女子はいきなり歓かん声せいを上げるや、シュンの手のチケットをマジマジとのぞき込んだ。

『なになに？』『どーしたのよ、サフィー』『いきなりなんなの？』

　と、他の女子たちも集まってくる。

「シュナブラン君、これ、クリュレ・ド・リュアンナのチケットじゃない!?」

『えーウソウソ！』『マジで？』『初めて見た』『むしろ実在したんだ』

　女子たちがきゃーきゃー騒さわいでいるけど、なんなのだろうか？

「えっと……なにかすごいチケットなの？」

「ウッソ、シュナブラン君、知らずに持ってたの？」

「クリュレ・ド・リュアンナって言ったら、王都の有名なレストランだよ」

「月刊シュヴァリエの、王都特集号でも紹しよう介かいされていたお店よ」

「一生に一度は行きたいレストラン、って有名だよ」

　そんなにすごいお店だったのか。

「あたしも一回行ってみたいのよね～」

「ムリムリ、一いち見げんさんじゃ門もん前ぜん払ばらいよ」

「常連さんの紹介がなきゃ入れないって、聞いたわ」

「大陸最高の料理と夜景を思う存分堪たん能のうできるらしいけどね」

「シュナブラン君、こんなのどうやって手に入れたの？」

「ちょっと、知り合いにもらったんだ」

　後輩からもらった、とは言いづらい。というか、エストは実家を小さなレストランと言っていたはずなのに……

「さっすがシュナブラン君」

「剣聖クラスの騎士様はすごいわ～」

「あの有名店のプラチナチケットを簡単に手に入れるなんて……」

「やばっ、シュナブラン君、冗じよう談だん抜ぬきでマジすごい人じゃん？」

「ねぇ、シュナブラン君、あたしたち、友達よね？」

　だきっ、なぜか一人の女子がシュンにしなだれかかってきた。

『あ、ズルッ』『あたしもあたしも！』『シュナブラン君、一生のお願い、連れていって！』『あたしも行きたい！』『お願い、なんでもするから！』『連れていってくれたらなんでも言うこときくから！』『ねぇ、いいでしょ、ねぇねぇ』

　たちまち女子たちの手でもみくちゃにされるシュン。女の子の甘い体たい臭しゆうと、柔らかな体に囲まれたシュンだったが、みんなが力を込めて押しよせるせいで普ふ通つうに危ない！　シュンは、命からがら女子の塊かたまりから抜けだし、教室の外へと飛び出した。

『あれ？　シュナブラン君は？』『逃にげたわよ！』『追え追え！』『逃がしちゃダメよ！』

　たちまち追っ手が来るのを、シュンは物もの陰かげに隠れてやり過ごす……シュンは手に握にぎったチケットを、改めて見つめた。

　女子たちのあの反応、どうやらかなりすごいお店のようだ。

　そんなお店だったら、王女であるリュリシアを誘っても問題ないだろう。シュンは決意した。リュリシアとソフィー、二人を今度の休みに、食事に招待しようと！







　次の週末──学園は休日だが、学園の生徒は休みの間も勉強や鍛たん錬れんにはげんでいるため、校舎はそれなりに騒がしい。

　そんな中、自分たちだけ遊びに行くのは気がひける。というか、男子寮りようを出るとき、女子生徒と一緒に王都に行くことがバレてまたもみくちゃにされた。おみやげ買ってくるから、とごまかしてどうにか切り抜けたが、一緒に行く相手が全男子生徒のあこがれであるリュリシアであるとバレたら、本気で命が危ないかもしれない。

　身み震ぶるいしつつ、シュンはできるだけ目立たないようにしながら待ち合わせ場所である学園の正門前へとやってきた。来てみると、すでにリュリシアとアンジュ、そしてソフィーが来ていた。

「ごめんごめん、みんな待っ、おわっ！」

　シュバッ、シュンの鼻先を、銀閃がかすめた。アンジュの放った居合い斬ぎりである。アンジュは抜き身の真しん剣けんを手に、目に怒いかりの炎ほのおを燃やしていた。

「リリィ様をお待たせするとは、あなたは本当に命がいらないようですね」

「いやいや、時間通りにボク来たはずだよ？　そっちが早かった……」

「約束の時間よりも早く来るのは社会の常識です！」

　理り不ふ尽じんすぎる、とシュンはボヤき、リュリシアのほうを見た。暴走するアンジュを止めることが出来るのは彼女だけだ。しかしどういうわけか、そのリュリシアまでも怖こわい顔をしてシュンを睨にらんでいた。

「シュナブランさん……わたくし、本日はあなたから、夕食デイネを一緒に食べないかと誘われたのですけど」

「うん、そうだよ」

　なぜかリュリシアは制服姿ではなく、ドレス姿であった。さすが王女様、外出の時もオシャレは欠かせないようだ。

「ではお聞きしますけど……どうしてここにソフィー卿きようがいますの？」

「それは私もぜひ、シュナブランさんにお尋たずねしたいですね。私も誘われたのですが？」

　と、ソフィーが微笑ほほえみながらシュンを見る。だが、なぜか額に青筋が浮ういていた。あれは、必死に怒りをこらえている表情だ、シュンにはわかる。が、なんで二人がそんなに怒おこっているのか、シュンにはさっぱりわからなかった。

「えっと……みんなでご飯でも食べようかな、って思ったんだけど？」

「「聞いてません（わ）」」

　ソフィーとリュリシアの声がハモった……案外この二人、仲がいい気もしてきた。

「わたくし、ソフィー卿がいるなんて、知りませんでしたわ！」

「まぁ、そんなことだろうと私は予測していましたが……ですが、リュリシア王女殿でん下か。それではまさか、王女殿下はシュナブランさんと二人きりで外食をするおつもりだったのですか？　いくら学生とはいえ、一国の王女としてそれは軽率なのではないかと愚ぐ考こうするのですが」

「なっ！　とんでもありませんわ！　二人きりで食事だなんて……そ、そうですわ、アンジュがいますもの！　ですから二人きりなんて、とんでもありませんわ！　あ、でも、シュナブランさんと二人きりがイヤというわけではなく……」

　ソフィーとリュリシアがいつものように言い合いを始めたと思ったら、なぜかリュリシアが真っ赤な顔でモジモジしはじめた。ソフィーはそんな彼女を見て、面白くなさそうな顔をしている。アンジュはアンジュで、シュンに摑つかみかかりかねない勢いだ。

「そもそもわたしに内ない緒しよでリリィ様を食事に誘うとは何事ですか！　妙にリリィ様が浮かれていて不ふ審しんだったからすぐ気づけたものの、わたしに秘密でなにをしようとしていたのですか！」

「あぁ、ゴメンね。アンジュさんも、一緒にご飯食べたかったんだね？」

「そういう意味ではありません！」

　なぜかアンジュの怒りが激しくなった。

「えっと……その、みんなでご飯を食べれば、みんなの仲がよくなるんじゃないかなぁ、って思ったんだけど……」

「つまり、あなたはリリィ様と二人きりで親密になろうと画策したと！」

　アンジュの眼が、もはや視線だけで人を殺せるくらい殺意に満ちていた。

「違ちがうよ、リュリシアさんに声をかければアンジュさんにも伝わると思ったから言わなかっただけで……」

「つまり、あなたはわたしも籠ろう絡らくする気だったのですか!?」

　ついにアンジュがシュンの胸ぐらを摑んでゆさぶってきた。と、そんなアンジュをリュリシアがなぜか冷めた眼で見つめていた。

「アンジュ……あなた、またずいぶんシュナブランさんと仲良くなりましたのね」

「ご、誤解です、リリィ様！　わたしはただ、シュナブランさんの犯行を糾きゆう弾だんしていただけで……」

「でもお二人とも、前よりだいぶうち解けていますよね」

「なっ！　ソフィー卿まで、なにをおっしゃいますか！」

『やはりアンジュも要注意ですわね……』『はい、ご存じでしょうが、王女殿下、シュナブランさんはあれですから……』『えぇ、わかってますわ、最近もクラス内が……』『私がいなくなってそんなことに……』

　ひそひそ、ソフィーとリュリシアは顔を寄せ合って、なにかしゃべっている。さっきまでケンカしていたはずが、なぜか仲直りしているようだった。アンジュは、誤解です、と二人にあわあわ釈しや明くめいしている。

　まぁでも……少しはみんな仲良くなってるのかな、とシュンは思った、思うことにした、そうでも思わないと正直やってられない。




　出発前にすこしモメたものの、なんとか全員で行く、ということで納得してシュンたち一行は学園を出発した。

　学園と王都の間には、大型の『魔導車ヴオワテユル』が一定間かん隔かくで往復している。王都へ戻もどる場合、生徒はこれを利用することになっていた。料金は無料だが、学園から外へ出る手続きがやや複雑なので、普ふ段だんはあまり利用するものがない車である。

　その日も乗っているのは、シュンたち四人だけであった。休みだからといって、遊び歩く生徒は学園にはいないのである。

「初めて乗りましたわ」

　と、言ったのはリュリシアである。え、と驚おどろくシュン。では、今までどうやって学園に来ていたのだろう？

「当然です。リリィ様はいつも、王室専用車を使用していますから」

　なぜか、アンジュが偉えらそうに説明する。なるほど。そういうものがあるのか。

「私も、定期便は数回くらいしか乗ったことがありません」

　と、ソフィーも座席に優ゆう雅がに腰こし掛かけながら告げる。確かに、ソフィーは入学して一年足らずで卒業したので、乗る機会は少なかっただろう。

　そういった理由からか、二人は物もの珍めずらしそうに車内や外の風景を眺ながめている。シュンも同じようにくつろごうとしたところ──スッと、横にアンジュが移動してきた。

「シュナブランさん。それで、今日はどちらへ行く気なのですか？」

　険しい顔で尋ねてくるアンジュ。この子も、普通にしていれば十分すぎるほどの美人なのに、なんでいつも顔をしかめているんだろう──アンジュがいつも怒っているのは主にシュンが原因なのだが、そんなことは棚たなに上げて考えるシュン。

「リリィ様を変な店に連れて行ったら許しませんよ」

「大だい丈じよう夫ぶ、普通のレストランだよ」

「言っておきますが、王女であるリリィ様は、たいへんな美食家です。幼いころよりあらゆる美味珍ちん味みを口にしてこられたかたです。一いつ般ぱん庶しよ民みんが行くような食堂ビストロでは、とうてい満足されませんよ」

　シュンが行こうとしている店は、もちろんエストの実家の店である。クラスメートたちの反応を見る限り、けっこうすごいお店のようだ。シュンも初めて行くのでくわしくはわからないが、大丈夫だろう、とシュンは楽観的に考えていた。

　そういえば、エストに行くって伝えてなかったなぁ、と今さら思い出したけど、まぁいいか、と気楽に考えるシュン。

　シュンは、自信たっぷりにうなずきながら、指を立てて安やす請うけ合いした。

「なーに、大丈夫だよ。全部ボクに任せておいて」




　騎き士し学園からの定期便は、王都の入り口までである。停留所で降りたシュンたち四人は、王都の町並みを歩くのだが……

「お待ちなさい、シュナブランさん」

　なぜかアンジュが渋しぶい顔をしている。

「リリィ様をどれくらい歩かせるつもりなのですか？」

「えっと、ここまで」

　シュンは、レストランまでの地図を取り出した。が、それを見た瞬しゆん間かん、アンジュの顔色が変わった。

「王都の外れではないですか！　歩いて行く気ですか！」

「そんなに遠いっけ？　それくらい歩けるでしょ」

　家族以外だれもいないような山奥で幼少期を過ごしたシュンにとって、山を一つ越こえるくらいの距きよ離りを歩くことは日常茶飯事だったのである。当然だが、シュンのその感覚は一いつ般ぱんとはかなりズレていた。アンジュの顔がますます渋くなっていく。

「まぁまぁ、アンジュさんも落ち着いてください」

　すかさずソフィーが間に入ってアンジュをなだめる。

「今、タクシーを呼びました。それで移動しましょう」

　慣れているのか、ソフィーは準備がいい。アンジュも、それならばいいでしょう、とうなずいている。シュンは視線でソフィーに礼をいい、ソフィーも、気にしないでください、と返事をしてくれた。兄妹きようだいならば、視線だけで簡単な会話は可能である。

　ともあれ、四人はタクシーに乗って目的地まで移動することになったのだが──シュンは、窓から外の景色を眺めているうちに、だんだんと不安になってきた。

　運転手に地図を見せてここまでお願いします、と告げたら相手もあっさりうなずいたのでそれで大丈夫だと思ったのだが、もうけっこうな時間を走っているのに目的地につかない。それどころか、周囲からだんだんと建物が消えて、高い木が両側にそびえるような道を車は進んでいく。王都は都会だとばかり思っていたシュンだが、こういった林の中も王都に含ふくまれるのだと、初めて知った。

「えっと……運転手さん、本当にこっちでいいんですか？」

　シュンは、おそるおそる小声で尋たずねてみた。運転手ははっきりとうなずいた。

「えぇ、間ま違ちがいなくこちらです。まもなく到とう着ちやくしますよ」

「本当に、こんな場所に店があるのですか？」

　アンジュは後ろで怪け訝げんな顔をしている。と、運転手が前を指した。

「到着いたしました」

「え？　ここが!?」

　道の両横を隠かくしていた林が急にとぎれ、開けた場所に出た。同時に、シュンは目の前の光景に思わず息を吞のんだ。

　王都の外れの小高い丘おかの上に、その建物はあった。

　一言でいうなら大きな屋や敷しき。それだけで家くらいの大きさがある門が正面にかまえられ、周囲は真っ白な塀へいで囲まれている。敷しき地ちがいったいどれくらいの大きさなのか、外からではよくわからない。だが門の奥の方に、お城のような外見の大きな建物が見える。

「……これが、本当にレストラン？」

　タクシーを降りたシュンは、思わずつぶやいた。シュンの常識にあるレストランとは、根本的に違いすぎる。そもそも店の看板もなにもないから、ただのお城にしか見えない。

「こんな場所にこんなものがあるなんて、初めて見ました」

「聞いたことがあります。王都の奥に、天才的な料理人がその腕うでを振ふるう、幻まぼろしのごときレストランがあると。私も、同どう僚りようからウワサで聞いた程度ですが」

　アンジュとソフィーが、感かん嘆たんの声を漏もらす。ただ一人、リュリシアだけはあまり驚いていない。

「久しぶりですわね、ここに来るのは」

「リュリシアさんは来たことあるの？」

「亡くなった母が、ここのファンでしたの。わたくしも一度だけ、お父様に連れてきてもらったことがありますわ」

　久しぶりだから楽しみですわ、とリュリシアが告げる。よかった、好評なようだ。

　しかし、今気になるセリフも聞こえた──リュリシアの父親と母親が来たことがあるというのは、つまりこの国の国王と王おう妃ひが来るような店ということだ。どうやら、シュンの想像以上にすごいお店らしい。

「……兄さん、本当に大丈夫なのですか？」

　さすがに不安になったか、ソフィーが小声で尋ねてくる。

「こんな立派なお店、本当に入れるのですか？」

「……ダメ、かな？」

「兄さんが予約したんですよね？」

「……してない」

「え!?」

　シュンは、力のない笑いをこぼした……だって、エストは小さなレストランって言ってたし、気軽に来てね～、って言ってたから、シュンとしては簡単に入れると思っていた。そもそも、一般庶民であるシュンには、レストランをわざわざ予約するという感覚がなかったのである。

「兄さん、予約も無しに入れるのですか？」

「……ムリ、かな？」

「兄さん、あちらの駐ちゆう車しや場じように黒くろ塗ぬりの車がとまっていますよね？」

「うん」

「全部高級車です。一台で、王都中心部に家が買えます」

　そもそも『魔導車ヴオワテユル』は高価なので、庶民ではとても所有できない。その車の中でも高級タイプばかりがそこに集まっていた。しかも、そばで待機している人は運転手だろうか。運転手つきの高級車とか、実在するんだ、とシュンはむしろ感心した。

「はっきり言って、タクシーでここまできたのは私たちだけのようですね」

「シュナブランさん、いつまで待たせる気ですか！」

　まずい、不ふ審しんに思ったか、アンジュが騒さわぎ出した。シュンは冷ひや汗あせをかきながらアンジュたちに近づいた。

「いやぁ、えっとね、その、なんというか……」

「早く案内してもらえませんか？　いつまでリリィ様を外に立たせる気ですか？」

「ちょ、ちょっと待ってて！　時間より少し早いから、もしかしたらすぐは入れないかも！　入れるかどうか、ボク聞いてくる！」

　シュンはそう言って、店の入り口へとダッシュした。とにかく、ここまできたらもうどうしようもない。出たとこ勝負だ！

　シュンが入り口の門に近づくと、脇の通用門から黒いスーツにサングラスという、見た目迫はく力りよくのある男たちが何人も出てきた。

「当店に、なにか御ご用ようでしょうか？」

　シュンを威い嚇かくするように男たちが門の前に並ぶ。どうやらこの人たちは騎士能力をもっているようだ、気配でわかる。騎士クラスの警備員がいるとか、どんなお店なんだろう。

「えっと、その……予約はしてないんですけど……」

「申し訳ありません、本日は大変混こみあっております」

「お引き取りを」

　まさに門もん前ぜん払ばらいである。ですよねぇ、とシュンはうなずいた。シュンは、ダメでもともと、と、懐ふところから封ふう筒とうを取り出して差し出した。

「あの……これで、入れてもらえません、かね？」

　エストからもらったチケットである。相手は怪訝な顔でシュンから封筒を受けとったが、中身を確認するや驚おどろいたような表情となった。

「これはまさか……お嬢じよう様さまの直筆？」

「そういえば、そういう連れん絡らくがこの前……」

「申し訳ありません、少々お待ちください」

　黒スーツが、慌あわてて中に戻もどっていった。大丈夫だろうか？　シュンが少し不安な気持ちでしばらく待っていると……ギギギ、と、重々しい音とともに大きな門が開いた。

　と、シュンの元へ、キレイな服を着た女性がいそいそとやってきた。

「大変失礼いたしました、ようこそ当店へ。歓かん迎げいいたします、シュナブラン様」

　と、丁てい寧ねいに頭を下げる大人の女性。

「えっと、ボクのことを知ってるんですか？」

「もちろんですとも、いつもうちの妹がお世話になっております」

「え？　妹ってことは……」

「お初にお目にかかります。エストの姉の、マリーナ・ティモーネと申します」

　微び笑しようを浮うかべるマリーナは、なるほど、どことなくエストの面おも影かげがある。年ねん齢れいは、二十はたち前後といったところだろうか？　エストよりもだいぶ大人びた印象の美女だった。

「それで、シュナブランさん。まだ待たねばなりませんか？」

　おほん、咳せき払ばらいが聞こえた。ふり返ると、アンジュたちが門の前まで移動してきていた。それを見て、マリーナがもう一度、丁寧に頭を下げた。

「リュリシア王女殿でん下かでございますね。このような辺へん鄙ぴな場所に再度お越しいただき、まことにありがとうございます」

「以前お会いしましたかしら？」

「六年前、殿下が当店にお越しくださいましたとき、わたくしもご挨あい拶さつさせていただきました」

「あら、それは失礼しましたわ」

「いえいえ、当時のわたくしはただの行ぎよう儀ぎ見習いでしたので、殿下が憶おぼえていらっしゃらなくて当然ですわ」

　ほほほ、とマリーナは、王女が相手だというのに気き後おくれすることなく話している。なんていうか、偉えらい人との会話になれている、という感じだった。

「このようなところでお待たせして、たいへん申し訳ありません。どうぞ、中へ」

　と、マリーナが先頭に立って、案内してくれる。シュンたち一行は、マリーナの先導で中へ入った。

「「「「ようこそいらっしゃいませ」」」」

　門をくぐるや、敷地内に続く石いし畳だたみの道の両側にウェイトレスらしき従業員たちがずらりと並んで、一いつ斉せいに頭を下げてきた。

「兄さん、よく入れましたね」

　ひそひそ、ソフィーが小声で告げる。シュンは、ははは、と笑った。

「まぁね、運がよかったんだよ」

「兄さんには本当に驚かされますね」

　と、ソフィーがまぶしそうにシュンを見つめてきた。それは憧どう憬けいとか、尊敬とか、そんな感じの視線だった。優ゆう秀しゆうな妹にそんな眼で見られるのは、なかなかない経験だ。気分がいい。シュンは、上じよう機き嫌げんのまま店の中に入った。




　お城のように立派な店の中、シュンたちが案内されたのは大きな部屋だった。壁かべにはいかにも高そうな美術品が品よく配置されている。窓からは王都が一望できて、眺ながめもすばらしかった。

「うわぁ……すごい部屋だね」

　庶民のシュンは、すごすぎてキョロキョロ周囲を見回すことしかできなかった。

「どうぞ、こちらへ」

　マリーナに言われ、シュンも席についた。窓の外が一番よく見える席にリュリシアが座って、その両横にソフィーとアンジュ、そして向かいにシュンが座っている。

「……少しはマナーがわかっているようですね」

　アンジュが、静かに言う。

「あなたがリリィ様より先に席についていたら、そのクビを斬きり落とすところでした」

　……どうやら、リュリシアより先に座るのはいけないことらしい。知らなかった。初めての場所に戸と惑まどって立ちつくしていたのが、結果的には正解だったようだ。

「失礼いたします」

　と、一度部屋から出たマリーナが戻ってきた。

「店主が是ぜ非ひみなさまにご挨拶させていただきたいと申しております」

「えっと……はい、どうぞ」

　リュリシアを見たら無言でうなずいているので、大だい丈じよう夫ぶということらしい。シュンがうなずくと、マリーナに続いて、コックコートを着た男性が入ってきた。

「当店の料理長をしております、店主のビアン・ティモーネと申します」

　中年の風格が漂ただよう人物だった。黙だまっているだけでもかなり迫力がある顔をしている。店主、ということは、エストやマリーナの父親なのだろう。美人な娘むすめたちとは、正直あまり似ていない。

「リュリシア王女殿下におかれましては、ごきげんうるわしく存じあげます」

「また来させていただきましたわ。本日は、わたくしの友人の招待ですのよ」

　と、リュリシアがシュンを見る。

「シュナブラン様、ですな。いつもうちの娘がお世話になっています」

「ど、どうも」

　シュンは緊きん張ちようしすぎてそんな挨拶しかできなかったが、相手は特に気にせず言葉を続けた。

「さっそく当店にお越こしいただき、ありがとうございます。しかも王女殿下とご一いつ緒しよとは、いやはや、さすが天下に名だたる大騎き士し。ウワサ以上の御ご仁じんですな」

「え？　いや、そんな、別にたいしたことは……」

「最高の料理をご用意いたしますので、どうぞご堪たん能のうください」

　と、深々と頭を下げた後、ビアンとマリーナは退出していった……ふぅ、とシュンは息をつく。

「なんだか、緊張するね」

「……シュナブランさん、どうやらあなたに、謝罪しないといけないようですね」

　と、アンジュがシュンに向かって頭を下げる。

「実をいいますと、あなたのことを軽く見ていました。このような高級料理店と、あなたのような人につながりがあるとは……あなたの評価を、改めねばならないようです」

「アンジュ。ですから、わたくしはいつも言ってますでしょう。シュナブランさんは、普ふ段だんは頼たよりなく見えても、芯しんはしっかりなさったおかたですのよ」

「わたしの見立てが甘かったと言わざるを得ないようです」

　と、アンジュがシュンを再評価するようにうなずいている。すごい、あのアンジュがシュンを認めるなんて、天変地異の前まえ触ぶれかもしれない。最近は放課後にいろいろ教えてもらったりしてアンジュとの距きよ離りも縮まった気がしていたけど、今日は一気に仲良くなった感じだ。シュンとしても嬉うれしい。

「……つかぬことを聞きますが、メニューはないのでしょうか？」

　と、ソフィーが尋たずねる。確かに、レストランにあるべきはずの、メニューがどこにもない。

「この店のコースは一つだけですのよ。その日手に入る最高の食材を、最高の料理に仕上げて提供する。その料理に自信があるからこそ、メニューなんてありませんの」

　リュリシアが説明してくれる。さすが、くわしい。

「アンジュ。例のものをお出しなさい」

「かしこまりました」

　リュリシアが合図をすると、アンジュがテーブルの上に、なにかの箱を取り出した。きれいな紙で包装された、直方体の箱である。なにかと思って見ていると、アンジュはその箱を、シュンの前に置いた。

「え？　ボク？」

「えぇ、そうですわよ。それは、わたくしからの気持ちですわ」

　と、リュリシアが告げる。なんでまた急に？

「あなたには、先日からいろいろとお世話になっていますもの……その、ソフィー卿きようの件とか」

　ソフィーと仲直りするように段取りしたことだろうか？　正直シュンはあまり役に立ってなかった気もするが……

「それに今日も、こうして食事に招いていただいて、ありがとうございますわ。そういったもろもろのお礼の気持ちを込めて、プレゼントを用意いたしましたの」

　なるほど、とうなずくシュン。気き遣づかいは必要ないのだが、いらないよ、と言ったらかえって角が立つような気もする。なにをくれるのかは知らないけど、大人しくもらっておこう。

「なんだろう？　開けていいかな？」

「えぇ、どうぞ」

　包みをとくと、木目の美しい箱が姿を現した。この箱だけでもけっこう高そうだな、なんて考えつつ、シュンは箱の中にあった、黒い板状の物体を手に取った。スベスベとした表面は、意外なほど手になじんでくる。

「これって……魔ま導どう端たん末まつ？」

　騎士の必ひつ需じゆ品ひんとされる通信機器である。

「えぇ、シュナブランさんはまだ持ってないようでしたから、わたくしのほうで用意させていただきましたわ」

「え？　こんなに高いものを……それに、確かこれって、毎月けっこう高い利用料を払はらわないといけなかった気が……」

「問題ありません」

　と、アンジュが告げる。

「シュナブランさんは騎士になることが内定しています。端末は正規の騎士全員に支給されますので、シュナブランさんの場合、少し早めに渡わたしただけです。もちろん、通信費用や維い持じ費は全て国庫から出ます」

　ですから遊びに使わないでくださいよ、とシュンに告げるアンジュ。シュンは、初めて持つ魔導端末のズシリとした触しよつ感かんに、胸が高鳴るのを感じた。

「うわぁ、ありがとう、リュリシアさん、大切にするね！」

「喜んでいただけたのならけっこうですわ」

「ボク、こういう機械って初めてなんだよね……なんか、適当に操作したらいきなり爆ばく発はつしそう」

「大げさですわね」

　くすくすと、リュリシアがおかしそうに笑いを漏もらす。王女様がこんな笑い方をするなんて珍めずらしいな、とシュンは思った。

「騎士用の魔導端末は、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉の衝しよう撃げきにも耐たえられる設計になっています。防水、防ぼう塵じん、耐圧、耐衝撃仕様ですから、頑がん丈じようです」

　ソフィーが説明する。

「仮に力ちから一いつ杯ぱい地面に叩たたきつけたとしても、壊こわれることはありません」

「へぇ、どれどれ……」

「まさか、リリィ様からの贈おくり物を地面に叩きつけるなんてバカなことをする気ではないでしょうね、シュナブランさん？」

　アンジュに睨にらまれ、あわててシュンは振ふり上げた手をおろした。危ない危ない、もうちょっとで実験するところだった……アンジュは『お前の顔を地面に叩きつけてやろうか』みたいな眼でシュンを睨んでいる。シュンは、あはは、と愛想笑いでごまかした。

「おや、シュナブランさん、その裏は？」

　と、ソフィーはシュンの端末を指さす。なんだろうと、シュンは端末の裏側を見てみる。そこには、金銀でなにかのマークが描えがかれてあった。

「きれいな絵だね。なにこれ？」

「拝見させていただいてよろしいですか？」

　ソフィーに渡してみる。ソフィーは、シュンの端末を一いち瞥べつするや、眉まゆをひそめた。

「一対ついの剣けんと百ゆ合りの紋もん……これは、王室の紋章ではないでしょうか？」

「……そ、そうでしたかしら？」

　なぜか、リュリシアがわざとらしく視線をそらした。

「なぜこの紋章が端末に入っているのですか？」

「普ふ通つうは入ってないの？」

「ちなみにこれが私に支給された端末です」

　ソフィーが出した端末は、なるほど、シュンのとは違ちがって裏は無地だった。

「それって……えっと、どういうこと？」

　ソフィーが、少し目つきを険しくしてリュリシアを見つめた。

「王女殿でん下かは、なにを考えてこのような品をシュナブランさんに贈ったのでしょう？」

「リリィ様が下か賜しされた品に、紋を入れるのは不思議なことではありません」

　と、アンジュ。

「……まぁ、よほど信しん頼らいできる相手か、めざましい功績をあげた人くらいにしか下賜されることはありませんが」

　アンジュもどことなく不満そうな顔をしていた。リュリシアは、ほほほ、とごまかすように笑い声を漏らした。

「深い意味はありませんから、気にしないで欲しいですわ……そうそう、勝手ではありますけど、その端末のアドレス帳には、わたくしの番号も登録しておきましたわ」

「え？　リュリシアさんも端末持ってたんだ」

　まぁ、王女様だから持っていても不思議ではない。ただ、普段持ち歩いている姿を見たことがないので、少し意外だった。

「もしなにか用がありましたら、いつでもかけていただいてかまいませんわ」

「うん、わかったよ」

　今夜にでもお礼のためにかけてみようかな、と考えるシュン。

「念を押しておきますが、くだらない用事でかけてきたら、殺しますよ」

　アンジュが言う──よし、やめておこう。

「シュナブランさん、私の番号も登録しておきましょう」

　ソフィーとは通話する機会も多そうである。シュンがうなずくと、ソフィーは端末を受け取り、表面に指をすべらせて操作していく。端末をもらったばかりのシュンでは操作がよくわからないので、ソフィーに任せるしかない。

「おっと、これは失礼！　私としたことが、うっかりアドレス帳を全部抹まつ消しようしてしまいました」

　ソフィーが自分の額を叩く……なぜか、動きがわざとらしかった。

「王女殿下の番号も消えてしまったようですね、これはたいへん申し訳ありません」

「ソフィー卿、わざとやりましたわね！」

「いえいえ、人間誰だれでもミスはあります」

「あなたがそんな簡単なミスをするはずありませんわ！」

　きゃんきゃん、またしても女子二人で言い争いを始めた。番号が消えたのなら、もう一回入れなおせばいいんじゃないかな、とシュンは内心で思ったけど、口には出さないでおいた。たぶん、言ったらシュンにまで飛び火してくる。

「お待たせいたしました、小アミユ前ーズ・菜ブーシユになります」

　と、女性給仕ウエイトレスが料理の皿を持ってきてくれた。食事が始まるようだ。争っていたソフィーたちは、人の気配を感じた瞬しゆん間かんなにごともなかったように襟えりを正して席についている。変わり身が早い。というか、この二人やっぱり息が合っている。

　シュンの前にも料理が置かれた。白く輝かがやくお皿の真ん中に小さな料理がのせられていて、そこにグリーンのソースが幾き何か学がく的な模様を描いている。なんだろう、この料理？　けっこう少ない。正直、一口食べたらそれで終わってしまいそうな量だ。

　ソフィーやリュリシアの様子を見ると、特に文句をいうこともなく、みな優ゆう雅がな手つきで食べている。そういうものなのか、とシュンも納得して食べてみることにした。

　一口食べてみて──なんだろう、この味。なにかの野菜？　香こう草そう？　口に入れた瞬間、なんともいえないいい香かおりがすっと鼻に抜ぬけていった。同時に、口の中一いつ杯ぱいにとろけるような甘みとコクが広がる。端たん的てきに言えば、とても美お味いしい。

　残念なのは、量がすごく少ないこと。美味しいのはたしかだけど、シュンは若いのだし、もうちょっとたくさん食べたい……

「続きまして、前菜オードブルになります」

　と、ほどなく次のお皿が運ばれてきた。先ほどよりも量が多いので、まずはほっと一息。

「崩オ甘ル鮑モと縁白鮃バルビユの薄削刀身カルパツチヨ、松露トリユフ整味液ビネグレツトです」

　お皿の上に、うすいなにかの肉みたいなものが並べられている。すごくいい香りがするけど、正直名前を聞いてもなんなのかよくわからない……とりあえず食べてみる。

　そして口に入れた瞬間、ほわっとなる……いや、本当に美味しすぎて、一いつ瞬しゆん意識がとんでしまった。こんな感覚初めてだ。口の中で料理がすっととけてしまうようだった。味は言葉にしようがないほど美味しい。とにかく絶品だった。

「すごく美味しい！」

「……確かに、これは素晴らしいですね」

　珍しくアンジュも満足したような声を漏らしている。さすが、有名な料理店。期待を上回る味だった。

　その後も様々な料理が運ばれてくるが、当然ながらどれも美味しかった。シュンが生まれてから食べた料理の中で一番美味しいかもしれない。マリーナがお酒の入ったグラスを持ってきてくれるのだが、料理と一いつ緒しよに吞のむと、お酒の苦手なシュンでもおいしく吞むことができた。これはいい、と、シュンはあまり深く考えず、差し出されるままお酒を吞み、料理を食べ続けた……結果、酔よいのせいか、だいぶ気分がいい。

「素晴らしい料理でした」

　料理も一段落ついたところで、ソフィーがナプキンで口元を上品にふいている。

「えぇ、わたくしも久々に堪たん能のうさせていただきましたわ。招待してくださったシュナブランさんに感謝しなくてはなりませんわね」

「いや、喜んでくれたならなによりだよ」

　よかった、と内心で胸をなで下ろすシュン。一時はどうなることかと思ったが、全員料理には満足したようだし、ソフィーとリュリシアも、いつもよりうち解けている様子だ。

「……ちょうどいい機会ですし、ここで言わせていただこうかしら」

　と、リュリシアが口を開く。なんだか、改まった口ぶりである。

「来年になれば、わたくしは学園を卒業し、正式に騎き士しに叙じよ任にんされますわ」

　それは当初からの予定どおりである。

「わたくしは卒業したら、新たな騎士団を創設するつもりですの」

「王国には現在十二の騎士団が存在しますが、十三番目を作ると？」

　ソフィーの言葉に、リュリシアはうなずいた。

「わたくしがゆくゆくはこの国を治めるため、まずはわたくしの信頼に足る優ゆう秀しゆうな人材を集め、少数精せい鋭えいの騎士団を作って、活動していく計画ですのよ。すでにお父様には、内々にお話しさせていただいておりますわ」

　ふむふむ、なんだかよくわからないけど、シュンは適当にうなずいておいた。

「ソフィー卿きよう。先日の約束通り、あなたにはそこに入っていただきますわよ」

「なるほど、つまり私に、王女様の奴ど隷れいになれというわけですか」

「ソフィー卿。少し言葉がすぎませんか？」

「かまいませんわ、アンジュ」

　さすがにムッとしたようなアンジュをなだめるように、鷹おう揚ようにリュリシアが微笑ほほえんだ。

「わたくしは、ソフィー卿には今のままでいて欲しいと思っていますの。わたくしが王女であっても、それにあっさり従うのではなく、はっきりとわたくしに異議をとなえる役割を期待していますわ」

　と、そこでリュリシアは視線をシュンへと向けてきた。

「もちろんその時には、シュナブランさんもわたくしの騎士団に入っていただきますわよ」

「……え？」

　唐とう突とつに話をふられ、シュンは思わず自分を指さした。

「えっと……あぁ、わかった。冗じよう談だんだよね？」

「わたくし、割とまじめに話しているつもりですわ」

　リュリシアがニコリとも笑わない……これって、まじ？

　つまりあれだ。これはリュリシアからのお誘さそいで、リュリシアが団長の騎士団ということは、将来的にはこの王国の中ちゆう枢すうを担になう存在になるわけで、つまりエリートコースへのお誘い？

「わたしはあまり賛成できません」

　と、言ったのはアンジュである。

「シュナブランさんでは正直力不足と言わざるをえません」

　その通りである。自分でもそう思う。だが、アンジュが続けた。

「ですが、卒業までまだしばらく時間があります。その間、わたしがみっちり教育すれば、シュナブランさんでも多少は役に立つようにはなるでしょう」

　それはつまり、放課後のあのスパルタ教育をこれからも続けるということか？　それは正直カンベンして欲しい……

「返事は今すぐでなくともよろしいですけど、考えておいて欲しいですわね、お二人とも」

　リュリシアはそう言って、自分のグラスに口をつけた。

　考えておいて、と言われたけど、これって実質的に断れない流れだなぁ、とシュンは思う。いや、断るつもりなんてないけど、それでも学園最下位の劣れつ等とう生である自分が本当にいいのだろうか、と戸と惑まどう気持ちは消えない。

「えっと……ゴメンね、ちょっとトイレ」

「どうぞ」

　とりあえず、部屋を出て頭を冷やしてみることにした。

　一人になって、ムダに広い通路を歩きながら考えてみる。自分が騎士になって、ソフィーやリュリシアと同じ場所で活かつ躍やくする未来を……ダメだ。現実感がなくて、うまく想像できない。

「シュナブラン様、どうかなさいましたか？」

　不意に、声をかけられた。ふり返ると、穏おだやかな表情を浮うかべるマリーナがいた。

「ずいぶん嬉うれしそうな顔をなさっていますよ」

「そう、かな？　そうか、ボク、今、嬉しいんだ」

　シュンはようやく、自分が笑っていることに気づいた。

「シュナブラン様、不ぶ躾しつけな質問を、お許しいただけますか？」

「なにかな？」

「王女殿でん下かとは、どういったご関係なのですか？」

「ん～、クラスメートだね。友達、と言えるかわからないけど、なれたらいいな、って思っている関係だよ」

「同席なされたお二人も、騎士のかたですよね？」

「アンジュさんはまだ見習いだけど、まぁ実質的に騎士って言ってもいいかな？」

「本当に、シュナブラン様は交友関係も広くていらっしゃって、ウワサ以上に素敵なおかたですね」

　可か憐れんな笑みを、マリーナが浮かべる。

「そんなシュナブラン様に目をかけていただけるとは、妹も幸せ者です。姉として、お礼を申し上げます」

「こっちこそ、お礼を言わないと。今日はいきなりだったのに、入れてくれてありがとうね。料理も美味しかったよ」

「いいえ、いつも妹がお世話になっているお礼です。しかも王女殿下をお連れいただけるとは、父もたいへん喜んでおりました」

　シュンのすぐ目の前で、マリーナの長い睫まつ毛げがゆれる……あれ？　いつのまにか、お互たがいの距きよ離りがだいぶ近づいていた。酔いが回ったせいか、気づかなかった。

「ときにシュナブラン様、だいぶ、酔っていらっしゃるのではないでしょうか」

「そうかもね、お酒も美味しくて、つい吞みすぎたかな」

「少し休きゆう憩けいをして、酔いをさまされてはいかがでしょう？」

　耳元で、マリーナの甘い声がささやく。シュンはそれもいいかな、とうなずいた。

「上に、わたくしの部屋があります。そちらで休憩なさいますか？」

「いいの？」

「もちろんですとも」

「じゃ、そうしようかな」

「ご案内、させていただきますね」

　すぐ近くにいるマリーナの、熱い息がかかる。マリーナはシュンにピッタリと体を寄せ、シュンを案内してくれる。ふにょり、マリーナの体の柔やわらかい部分がシュンに押しつけられ、気持ちいい。マリーナからは、石せつ鹼けんのいい香りがする。シュンは導かれるまま通路を進んでいった、が。

「あれ、シュン兄にぃじゃん？」

　唐突に名前を呼ばれ、シュンはそちらのほうを見た。通路の向こうで、小こ柄がらな人物がシュンをつぶらな瞳ひとみで見つめていた。

「ヴィオ？」

　小柄ながらも凹おう凸とつの大きな体を持ち、どことなくネコのようなかわいらしさを持つシュンの妹、ヴィオニエだった。

「なんでここにいるの？」

「なんでって、ご飯食べにきたに決まってるじゃないのさぁ」

　ヴィオは頭の後ろで手を組みながら、いつもの調子で答える。

「シュン兄ぃこそ、なんでここにいるのさ？」

「ボクは、ちょっと友達と一緒にね」

「まぁそれはいいけど……その女、だれ？」

　ヴィオが、少し目つきを鋭するどくしてマリーナを見た。

「なんでシュン兄ぃ、そんなわけのわかんない女と乳ちち繰くりあってるのさぁ」

　そんな失礼な言葉にも顔色一つ変えることなく、マリーナは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「シュナブラン様が酔っていらっしゃるので、介かい抱ほうしてさしあげようと……」

「ふ～ん。ま、いーや。お前もう、どっか行っていいよぉ」

　シッシ、とマリーナを追おい払はらうように手を振ふるヴィオ。と、そこでヴィオはシュンの手を摑つかみ、自分の方へと強く引っ張った。

「お前は知らないだろーけど、このシュン兄ぃって、シスコンの上にロリコンのドヘンタイだから、お前みたいな年とし増まなんて眼中にないのさぁ」

　べーっ、マリーナに向かって舌を出すヴィオ。シュンは、妹の無礼をあわてて謝ろうとしたが、そんなことをしているヒマすらなかった。

「行くよ、シュン兄ぃ」

　と、シュンは強引にヴィオに連れて行かれる。マリーナは少しだけなごり惜おしそうな顔をしていたが、それ以上はなにもしゃべらなかった。

「ちょっ、ヴィオ。いきなりなんなの、もう」

「うっさい、シュン兄ぃ。いいから黙だまってついてくるのさぁ」

　グイグイと引っ張られるまま、シュンは長い廊ろう下かを歩いていく……やがて二人は、突つき当たりにある大きな扉とびらの前に来た。ヴィオが躊ちゆう躇ちよなくその扉を開く。

　その部屋に入って、シュンは息を吞のんだ……大きい。さっきまでシュンたちが食事をしていた部屋の、さらに何倍も大きいだろう。部屋の中には、木が生えていた。冗談ではなく、青々とした木が生えている。そばにはさらさらと、清らかな小川まで流れていた。シュンは一いつ瞬しゆん外へ出たのかと思ったが、違ちがう。ここは室内だ。室内にわざわざ人工庭園が設置されているのだ。

「帰ったよ、モニ姉ねぇ」

　ヴィオがシュンを連れてきたのは、屋内庭園のすぐ横に設置された巨きよ大だいなテーブルだった。テーブルの上には、とても食べきれないほどの料理が所ところ狭せましと並べられ、実に美お味いしそうな香かおりが周囲に漂ただよっていた。たった今食事をしたばかりのシュンでももう一度食べたいと思ってしまうほど、食欲を刺し激げきする匂においだった。部屋の規模といい、料理といい、シュンたちのものとは、明らかにレベルが違った。

「なぜお前がここにいる、シュナブラン」

　そして、そのテーブルの上かみ座ざに座っていた人物が、冷たい声を漏もらした。均整のとれた長身をスーツで包んだ、男装の麗れい人じん。鋭すぎて見るものを震ふるえあがらせるような眼まな差ざし。彼女こそシュンやヴィオの姉、モニカである。

「我わたしはお前を招待した覚えは、ない」

　凍いてつくような眼光で、モニカはシュンを睨にらむ。それだけでシュンは、背筋がゾクリとした。ヘタな魔ま獣じゆうよりも迫はく力りよくがあった。

「え。いや、その、ヴィオと偶ぐう然ぜん会って、連れてこられただけなんだけど……」

「ヴィオ、どういうことだ？」

　ギロリ、と今度はヴィオを睨むモニカ。

「いやさ、シュン兄ぃがわけのわかんない女とイチャついてたからムカついて……」

「そんなことは聞いて、ない」

　こつこつ、モニカはいらだちとともに指先でテーブルを叩たたいている。

「勝手に出歩くなと言ったはずだ。なのにお前は外に出て、あげく、シュナブランに見つかるという失態を演じたのか」

「え？　あ、それはその、モニ姉ぇ……怒おこってる？」

　ヴィオが、おそるおそる上うわ目め遣づかいで姉の様子をうかがう。モニカは、氷のように冷たい表情でヴィオを手招きした。

「こっちへこい」

「な、なにさ」

　おそるおそるヴィオが近づくと……もみゅぅぅっ、いきなりモニカは、ヴィオの大きくふくらんだ胸を鷲わしづかみにした。

「んみゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　ひぎっ、ちぎれちゃうぅぅぅぅぅ!!」

「お前の脳みそはどこにあるんだ？　脳みそへいく栄養が全部胸にいっているのか？　胸ばかりムダにふくらませおって」

　もにっ、もみもみ、もみゅんっ。

「ひあっ、ひぁぁぁぁぁん、んっ、んふっ、や、やめてぇ、モニ姉ぇ、それ以上は、らめっ、そこビンカンらから、さわっちゃらめなのぉぉぉ!!」

　ヴィオの大きな胸にモニカは指を食い込ませ、グイグイと揉もみしだいている。痛いのか、ヴィオは涙なみだ目めになって、だんだんロレツが回らなくなってきていた。しかしなんだ、ヴィオの胸は年ねん齢れい不相応に大きいとは思っていたけど、なんて柔らかそうなんだ。あんなに自由に形を変えて、なのに弾だん力りよくがあって、なんていうか……見ているこっちが恥はずかしくなってきた。
















「ふみゅぅぅ、らめっ、らめなのっ、シュン兄ぃに、見られて、見られるの、らめ、あたしの気持ちいい顔、見ちゃらめにゃのぉぉぉぉ!!」

「ふんっ、今日のところはこれくらいにしてやる」

　パッと、モニカがヴィオの胸から手を離はなすと、ぶるんっ、重そうにゆれながらもとどおりのお椀わん形に戻もどる。ヴィオは涙目になって、あふゅぅ、と荒あらい息を漏らしていた。

「……なんていうか、モニカ姉さん、相変わらずヴィオと仲がいいんだね」

「お前に姉さんと呼ばれる筋合いは、ない」

　相変わらずの冷たい眼差しでシュンを睨むモニカ。シュンは、ははは、と笑ってみた。

「えっと、お呼びじゃないみたいだから、ボクはもう行くね……」

　びくっびくんっ、と床ゆかの上に倒たおれて体を震わせるヴィオを横目に、シュンは慌あわてて後じさった。どう考えてもシュンは歓かん迎げいされていない。ここは早く逃にげたほうが良さそうだ。

「シラー、逃がすな」

　モニカが鋭く命令する。と、シュンの目の前に音もなく、黒い影かげのような少女が姿を現した。やはりシュンの妹である、シラーだった。全身を黒のスーツで包み、あまり感情を表に出さない無口な少女。

「…………」

　そのシラーが、無言でシュンの腕うでを摑んだ。すごい力だ。とてもふりきれない！

「シュナブラン。そこに座れ」

　と、モニカが自分の正面の席を指さす。シラーが、強引にそちらまで引っ張っていった。どうやら逃げることはできないらしい。

「我たしは、座れ、と言ったのだぞ」

　急せかされ、シュンはおそるおそるモニカの前の席に座った。シラーはシュンから離れると、倒れていたヴィオを抱だきかかえ、近くのイスに座らせた後、自身も別の席についた。

「なにを緊きん張ちようしているのだ、シュナブラン。お前をとって食うつもりは、ない」

　モニカの口元が、歪ゆがんだ──それはたとえるなら、悪あく魔まが自分に魂たましいを売ろうとする愚おろかな人間と会ったときに浮うかべるような笑みだった。

「好きに食べろ」

　モニカが、それだけを告げる。と、シラーとヴィオが動き出した。テーブルの上の大量の料理から、好きに自分の分を取り分けて食べ始める。特にシラーなどは、一人で何人分も占せん領りようしつつ、すごい勢いで吞み込んでいく。この子は昔からよく食べたけど、さすがに食べ過ぎじゃないかと心配になってきた。

「どうした、シュナブラン？　お前も食え」

「え？　ボクも？」

「お前も、ここへ食事に来たのだろう？　ちょうどいい機会だ。一いつ緒しよに食べるとしよう」

　モニカが告げるが、シュンはテーブルの前で固まって、動けなかった。モニカの正面とか、緊張しすぎてとても食事する気分になれない。酔よいもすっかりさめている。

　モニカはそんなシュンをしばらく眺ながめた後、おもむろに、目の前の大皿を引き寄せた。意外にも慣れた様子で料理を小皿に取り分けると、一口だけ自分で食べ、残りをシュンのほうに差し出した。

「この通り、毒など入ってはいない。お前も食べろ」

「えっと……うん、わかったよ」

　別に毒をうたがっていたわけではないけど……シュンは、おそるおそる自分も料理を口にした──美お味いしい。すでにけっこうな量をシュンは食べているはずなのに、一口食べた瞬しゆん間かんまた食欲が戻ってきた。それくらい、ずばぬけて美味しい。

「どうせお前は、普ふ段だんロクなものを食べてないのだろう」

　モニカが、低い声で告げる。

「遠えん慮りよせずに食べろ」

　モニカは優ゆう雅がにお酒の入ったグラスをかたむけはじめた。シュンは、ありがとう、とお礼を言いつつ、もう一度食事をはじめた。

　しかし……シュンは、緊張しながら周囲を見る。まさか、モニカたちまでここにいるとは予想外だったが、そのモニカたちと食事をすることになるとは、もっと予想外だ。

「食べないの、シュン兄ぃ」

　モグモグ、マイペースに食事をするヴィオが、シュンを見た。

「別にいいけどさ、ノンビリしてたらシラーが全部食べちゃうよぉ」

「…………」

　シラーはその細い体のどこに入っているのか、という勢いで料理を食べている。用意された料理が多すぎるとシュンは最初思ったが、この分なら問題はなさそうだ。

　シュンも食事を再開する──ふと、気づいた。モニカはほとんどなにも食べず、ただお酒を吞んでいるだけだった。

「姉さんは、食べないの？」

「お前に姉さんと呼ばれる筋合いは、ないと言っている」

「で、でもさ、すごく美味しいよ。少しは食べたらいいのに」

　シュンが素直な気持ちを告げると、モニカはお酒を口にしながら首を振ふった。

「我わたしはいらん。お前たちで勝手に食べろ」

「でも……」

「人間は信用できない。この世で我たしが信じるのはただ一つ、金だけだ」

　モニカが告げる。それはシュンも以前耳にしたことがある、モニカの信条だった。

「人間社会において、金とは力だ。すなわち、人類で最も金を持つこの我たしこそが、人間社会最強に他ならない」

　わかるか、とモニカが聞いてくる。正直よくわからなかったけど、でもモニカがけた外れのお金持ちだというのは、間ま違ちがいないようだった。

「力を持つものは、それにふさわしい振る舞いが必要なのだ……貧びん乏ぼう人が下へ手たに金を持つとどうなるかわかるか？　金の使い方がロクにわからないから、すぐ暴食に走る。飢うえたブタのごとく食らい、醜みにくく肥え太る。我たしは、そんな醜いブタになるのはゴメンだ。だから我たしは必要以上に食事をしない。酒さえあれば、我たしは十分だ」

「ん～、っと……つまり、姉さんはダイエット中ってこと？」

「お前は、我たしの話を聞いてなかったのか？」

　なぜかモニカに哀あわれむような視線を向けられた。おかしい、シュンなりにモニカの言葉を解かい釈しやくしたのに、違ったようだ。

「モニ姉ぇはカッコつけてるけどさぁ」

　ヴィオが、モニカを指さす。

「モニ姉ぇって、昔から好き嫌きらいが多いじゃん？」

「そういえば、そうだっけ」

「前にさ、どっかの偉えらい人とモニ姉ぇが一緒にご飯食べたとき、モニ姉ぇ、料理に混ざってたピーマンをよけて残したら、相手に思いっきり笑われちゃってさ、それ以来モニ姉ぇは人前でご飯食べなくなっちゃった、うにゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　調子に乗ってしゃべっていたヴィオが悲鳴を上げた。モニカが、ヴィオの胸の柔肉に、その指を食い込ませたのだ。

「ヴィオ。誰だれが勝手にしゃべっていいと言った」

「にゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ、ふくぅうんっ、モニ姉ぇ、そこっ！　あうンっ、弱いの、ビンカンにゃのっ、クリクリってしちゃらめにゃのっ、カンじちゃうにょぉぉぉぉぉっ！」

「ちなみに我たしを笑ったそのバカは、その後社会的に完全抹まつ殺さつした……お前も同じ目にあいたいか？」

「もみゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅんっ、らめにゃのぉぉぉぉぉっ、ひょ、ほんとに、らめぇぇぇぇぇぇっ、いっ、イッちゃうにょぉぉぉぉ、ひあっんっ、んぅぁあ、あへあっ、あっ、ああああっっっっ、んひぃいいいいいいいいいいいいいいっっ!!」

　ヴィオは悲鳴を上げ、ガクリ、テーブルにつっぷした。ふん、と鼻を鳴らして手を離すモニカ。シュンは、なんというか、見てはいけないものを見てしまった気分になってきた。

「ヴィオの汗あせで手が汚よごれてしまった……拭ふけ」

「え？　あ、はい」

　逆らわないほうがいい──シュンは本能的にそう悟さとって、さしだされたモニカの手をとり、テーブルにあったナプキンで、姉の白くてたおやかな指を丁てい寧ねいに拭いた。ヴィオはイスの上でグッタリとして、ときおりびくっびくっと肉体を震ふるわせている。シラーはマイペースに、ひたすら料理を食べ続けていた……この子はこの子で、けっこう大物だなぁ、と密かに感心するシュン。

「シュナブラン。ちょうどいい機会だ。お前に話がある」

「なに？」

　モニカの手を拭きながら、シュンは首をかしげた。

「我たしの下にこい」

「え？」

「金が欲しければいくらでもくれてやる。アリアなど、比べものにならないほどのゼイタクをさせてやろう。だからアリアなど見限って、我たしにつけ」

「なんで、急に……」

「アリアは三年前に言っていた。《滅神咒具エスカトロイ》の力で、世界を平和にすると──それで、現実はどうだ？　今の大陸は平和か？」

「でも……それは、モニカ姉さんが事件を起こしたからじゃない」

　そうだ。王国や皇こう国こくでの最近の事件の裏には、モニカがいたのは間違いない。だが、モニカはシュンの言葉を鼻で笑った。

「お前はなにもわかって、ない。だからアリアなどの口車に乗せられて、叶かないもしない夢を追い続けるのだ」

「モニカ姉さんの目的がなにかは知らないよ。けど、だからって、ティンたちを傷つけていい理由にはならないはずだよ」

　そうだ。皇国では、モニカたちと戦ったためにティンは重傷を負った。そのことを、シュンは忘れていない。

「とんだ逆さか恨うらみだな。我たしはむしろ、ティンを助けてやったんだぞ」

「どういう、こと？」

「ティンはあのとき、元剣けん聖せいヴァントと戦っていた。ヴァントの強さは知ってるな。あの状態のティンでは、奴やつに勝てなかった。だから我たしは、ティンがヴァントに殺される前に、ティンを死なない程度に痛めつけてやったのだ」

　そういう事情だったのかと、シュンは初めて知った。

「ティンもティンだ。実質的に最強の《滅神咒具エスカトロイ》を持っているというのに、奴は全く使いこなせていない──アリアはロクな教育をしてないようだな」

　モニカがゆっくりと首を振った。

「あれから三年がたった。我たしは今、大陸西部の経済を牛ぎゆう耳じっている……だが、お前たちはどうだ？　大陸の何割を征せい服ふくできた？」

「ボクたちは、そんな、征服とか、そんなことに興味はないよ」

「アリアは言った──《滅神咒具エスカトロイ》の力で大陸を戦争のない平和な世界にすると。それがどんな世界なのか、お前は本当にわかっているのか？」

　シュンがなにかを答える前に、モニカが言葉を続けた。

「大陸全土を掌しよう握あくし、人類から戦う気力を根こそぎうばい、完全服従させた闇黒郷デイストピア──それこそが、戦争のない平和な世界の正体だぞ」

「アリア姉さんは、そんな世界を望んでないよ！」

「シュナブラン。だからお前はバカなのだ。だからお前は、未だこの大陸の正体に気づけないのだ」

「それは……確かにボクなんて、モニカ姉さんに比べればバカだろうけど……」

　モニカは肩かたをすくめてみせた。

「ついでに聞くが、お前は知っているのか──我たしたちの両親を殺した犯人が誰か」

「それは……」

　シュンたちの両親、すなわち〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉は、数年前に殺された。それが原因で、シュンたち家族はバラバラになった。

「三年かけても犯人の手がかりすらつかめて、ない──アリアでは、所しよ詮せんその程度だろう」

「ならモニカ姉さんは、わかったっていうの？」

「お前に姉さんと呼ばれる筋合いは、ない」

　ピシャリ、とモニカは告げた後、口元を歪ゆがめた。

「父さんたちを殺した犯人は──七大英えい雄ゆうだ。大金を費やしてかき集めた情報だからな、ほぼ間違いない」

「七大英雄？」

「三十年前の北方侵しん略りやく戦争、魔ま族ぞくとの戦争において、人類の勝利に大きく貢こう献けんしたといわれている七人の英雄──すなわち、〈天聖騎士エヴアンジル〉たる父さんの戦友だ」

「その人たちが、犯人なの？」

「おそらくな──中でも、シャンミュニ皇国のヴァントと、ジュヴレーヌ王国のペルデの二人は、確実に、父さんたちの死に関わっていた」

　もしかしたら、ここでお前と会ったのは運命なのかもな、とモニカはつぶやいた。

「今夜、ペルデを殺す。我たしたちはそのためにここにいる」

「え？　え？」

　唐とう突とつな言葉に、シュンは戸と惑まどうしかなかった。

「ペルデもさっさと始末するつもりだったが、奴は存外用心深い。だから我たし自ら手を下すことにした」

「えっと……冗じよう談だん、だよね？」

「あたしらが、冗談言うと思ってるのぉ？」

「…………」

　ヴィオが、にやにや笑いながら告げる。シラーはやはり無言だが、いつのまにか、食事の手が止まっていた。シュンは妹たちの本気の圧力を感じた。

「ペルデの奴は今、この国で、権力の全てを掌握しようと画策している。奴はヴァント以上に頭がキレる。奴が一度実権を握にぎれば、我たしでも容易に手出しできなくなる──あまり上策ではないが、今のうちに奴を始末せねばなるまい」

「本気なんだね？」

「そうだ。ペルデはこの国の騎士のトップで、騎士団の大半をすでに掌握している。奴が死ねば、この国は一気に大混乱におちいる──シュナブラン。お前の騎士の内定など、簡単に吹ふっ飛とぶくらいの混乱だぞ」

　それはつまり、シュンがこの国で騎士になるという夢が、潰ついえるということか？

「だからシュナブラン。我たしの下にこい。金が欲しいなら、お前の欲しいだけくれてやる。騎士になりたいなら、我たしの国の騎士にしてやる。なに、騎士団長に一億もつめば、お前みたいなバカでも簡単に騎士になれるだろう」

　シュンに向かって、手を伸のばすモニカ。この手を取れ、とモニカが無言の重圧を放っているのがシュンにも感じられた。だが──シュンは、どうしてもその手を取ることができなかった。

「……ボクには、姉さんが正しいのか、わからないよ」

　シュンは、言葉を選びながら答えた。

「姉さんのいう七大英雄が父さんたちの仇かたきなのか、ペルデ先生が本当に仇なのか、ボクにはわからないけど──姉さんのやり方は、おかしいと思う」

「父さんの仇が、なんの罰ばつも受けることなく今ものうのうと、一国のトップに立っているのだぞ──お前はそれをゆるせるのか？」

　ゆるせるのか、と聞かれれば、たぶんゆるせない。でも、ゆるせないからといって、相手を殺していいわけでもないと、シュンは思う。

「父さんと母さんを殺した犯人がわかったとしても──その人を殺したって、たぶん父さんも母さんも、喜ばないと思う。ボクたちがそんな復ふく讐しゆうのために人生を費やしているって知ったら、たぶん二人とも悲しむとボクは思う」

「……それで？」

　モニカが尋ねる。シュンの意見を、最後まで聞くつもりのようだ。

「ボクたちは復讐なんかよりも、もっと他にやるべきことがあると思うんだ」

「それはなんだ？」

「父さんと母さんは、人間と魔族だったけど、二人は愛しあって、ボクたちが生まれたんだ」

　シュンは二人と血のつながりがないけど、でもだからこそ、あの二人の愛情を感じることができた。

「なのにボクたちは子供のころ、ずっと誰だれにも見つからないように、秘境に隠かくれて暮らしていた」

「当然だな。魔族と人類は仇きゆう敵てき同士なのだからな」

「父さんも母さんも、すごく悔くやしかったと思うんだ。お互たがいが好きだったのに、そのことを誰にも言えずにこそこそ隠れないといけないなんて、悲しすぎるよ」

「……それで、結局、お前はなにが言いたいのだ？」

「ボクは、人類と魔族が一いつ緒しよに暮らしていける世界が作りたい、そのためにボクは騎士になって、世界を変えていきたい」

　シュンは宣言した。それは両親が死んでから、シュンがずっと悩なやんで、出した結論だった。

「シュン兄ぃ、本気なのぉ？」

　ヴィオが、あきれたような声を漏もらす。

「できるわけないじゃん。そんなの、あたし等らが一番よく知っているはずだよ」

「簡単じゃないとは思うよ。けど、それが父さんと母さんの願いだったんだから、ボクはその夢を受うけ継ついで、少しでもこの世界を変革させていきたいと思う。だって、人類と魔族が共存できることは、誰よりもボクたちが一番よく知っているんだよ？　なら、ボクたちがやらないで誰がやるの？」

「……おもしろいな」

　と、言ったのはモニカだった。シュンは、顔を輝かがやかせてモニカを見た。

「モニカ姉さん？」

「なかなかおもしろい、そう言ったんだ」

「なら、姉さんも……」

「本当に──お前は、おもしろいくらいバカだな、シュナブラン」

　冷たい声でモニカが告げる──シュンの、笑顔が凍こおりついた。

「お前が語ったのはただの夢想。実現不可能な愚ぐ者しやのたわごとだ。いいことを教えてやろう、シュナブラン──夢はベッドの上で見るものだ」

「姉さん……」

「お前に姉さんと呼ばれる筋合いは、ない」

　モニカは、もうこれで十分だ、と告げた。

「どうやら、お前との会話はムダだったようだな──シラーッ！」

「…………」ガシッ

　いつのまに回り込んだのか、シュンのすぐ背後にシラーの長身があった。まずい、と思ったときには手て遅おくれだ。シラーがシュンを背後から羽は交がい締じめにしてきて、シュンはあっさり身動きがとれなくなってしまった。

「話は終わりだ、シュナブラン。シラー、そいつは始末しておけ」

　淡たん々たんと、モニカが告げる。シュンは、背筋が凍るような気持ちになった。モニカの眼にはもはやなんの感情も興味もなく、目の前にいる弟を、ただのゴミ程度としか思っていないようだった。

「あーぁ、モニ姉ぇを怒おこらせちゃった。死んだね、シュン兄ぃ」

　身動きとれないシュンの前で笑いながらヴィオが言う。

「けど、助けてあげてもいいよぉ」

「本当？」

「まーね。シュン兄ぃが、ここで泣いて土下座してあたしの奴ど隷れいになるって誓ちかうなら、助けてあげてもいいよぉ？」

「それは……もうちょっと、他の選せん択たく肢しはないかな？」

「なら死んじゃうぅ？」

　ペタペタ、ヴィオが、食器のナイフを手に持ち、シュンの頰ほおを叩たたいた。ヴィオの顔にはニヤニヤと、嗜し虐ぎやく的な笑みが浮うかんでいる。これはあれだ、モニカに散々イジメられたから、その鬱うつ憤ぷんを晴らそうとシュンにからんでいるのだ。それくらいの妹の気持ちは、シュンにもすぐわかった。

「…………」

　シュンを背後で拘こう束そくするシラーも、無言の圧力を放っていた。とてもではないが、シュンの力ではどう抵てい抗こうしても、この二人にはかなわない。いったいどうすれば……

「さぁさぁ、シュン兄ぃ、どうす」ズガッ、ガシャンッ「あいたぁぁぁぁぁっ！」

　いきなりの激げき突とつ音。なにごとかとシュンが振ふり返ると、入り口の大きな扉とびらが破は砕さいされ、新たな人ひと影かげが部屋に入ってきたのだった。

「……いつまでたっても戻もどってこないので捜しに来てみれば、これはまた、ずいぶんと面白い事態になっているようですね」

　ソフィーである。シュンのピンチを一目で見て取った彼女は、コメカミをひくつかせ、顔には笑みを浮かべながらも内心にはげしい怒いかりを燃やしていた。

「いたたたたたた……ソフィー！　なにするのさっ！」

　ヴィオが涙なみだ目めで叫さけぶ──ヴィオの背後には、粉々になった陶とう器きの破片が飛び散っていた。部屋の扉を蹴け破やぶったソフィーが、手近にあったお皿をヴィオめがけて投とう擲てきしたのである。騎き士しには皿がぶつかったくらいでダメージはないが、痛いものは痛いのだ。

「ソフィー卿きよう。今の音はなんです……これはっ！」

「騒そう々ぞうしいですわね、いったい……なっ！」

　後からやってきたのはリュリシアとアンジュの主従コンビである。最初はのんきな顔でやってきたものの、部屋の中の様子を一目見るなり、顔色が変わった。

「……これはこれは、また随ずい分ぶんと、招かざる客がおいでになったようだ」

　緊きん迫ぱくした状じよう況きようの中、モニカの低い声が部屋の中に響ひびいた。

「アンジュ、ソフィー卿！　つかまえるのですわ！」

　リュリシアが、部屋の奥に立つモニカを指さして叫んだ。

「彼女は国際手配された、テロリストですわよ！」

「わかっています！」

　アンジュが答え、腰こしの剣けんを抜ぬきながらモニカめがけて突とつ進しんした。素早い反応だった。部屋の中のテーブルを引っくり返しながら一いつ瞬しゆんでモニカとの距きよ離りをつめていく。一方のモニカは、棒立ち状態でアンジュに反応できていなかった。

「…………」

「え？　な、ちょっ！」

　だが次の瞬しゆん間かん、シラーが片手でシュンを軽々持ち上げるや、力任せに正面に投げ飛ばした。弾だん丸がんのような勢いで飛ばされたシュンは、そのままアンジュの体に横手から激突、二人はからみ合いながら、床ゆかを転がった。

「いたた……なぜわたしのジャマをするのですか、シュナブランさん！」

「いや、ボクもジャマするつもりはなかったんだけどね」

　アンジュがシュンの耳元で叫ぶので、シュンは愛想笑いでごまかしながら立ち上がった。

「とりあえず、事情はテロリストをつかまえてから聞かせていただきます」

　ソフィーもまた、モニカを捕とらえようと動いていた。が、その前には、真っ赤な弓を構えたヴィオが立ち塞ふさがった。

「ソフィィィィィッ！　よくもやってくれたのさっ！」

「またあなたですか、ヴィオ」

　ヴィオとソフィー、仲の悪い姉妹が激突する。そんな部屋の中の様子を見て、モニカはパチリと指を鳴らした。

「頃ころ合あいだな、シラー。撤てつ収しゆうしろ」

「…………」

　こくり、うなずくシラー。同時に、モニカたちの体が、床の中に沈しずみ、あっというまに部屋の中から消えてしまった。一瞬のできごとである。残されたシュンとソフィー、アンジュは、互いの顔を見合わせるしかなかった。

「……逃にげられましたか」

　ソフィーがつぶやき、剣を腰に戻す。シュンとアンジュも立ち上がった。

「今の女性は、ミリオン社のモニカ社長でしたね。他の二人も、先日の剣定に出場していたミリオン社の人間です」

　と、言ったのはアンジュ。今の一瞬でそれだけのことを把は握あくするとは、さすがである。

「なぜこんなところにいたのですか、シュナブランさん？」

「え？　いや、そのね、偶ぐう然ぜん廊ろう下かで会って……」

「顔を見られたので拉ら致ちされたと、そういうわけですね？」

　ソフィーが念を押してくる。モニカとシュンたちが姉弟きようだいであることは極秘なので、アンジュの前ではごまかさなくてはいけない。シュンはうなずいた。

「そうそう、そうなんだよ」

「皇国のクーデター事件に関わったとして、彼女たちは我が国でも指名手配されていたはずです。まさかこんな場所にいたとは……」

　アンジュが難しい顔をしつつ、懐ふところから魔導端末を取り出した。

「とりあえず騎士団に連れん絡らくして、直ただちに彼女たちの足取りを追ってもらいましょう。リリィ様も、それでよろしい……」

　そこでアンジュが固まった。どうしたのかな、とシュンが見ると、アンジュは珍めずらしく血の気の引いた顔で立ちつくしていた。

「なに、どうしたの、アンジュさん」

「……リリィ様は、どちらに？」

「え？」

　周囲を見まわすシュンとソフィー。だが、どこにもリュリシアの姿がなかった。

「えっと……あぁ、もしかしてトイレに行ったとか？」

「リリィ様！　リリィ様はいずこに！」

　血相を変えたアンジュが部屋を飛び出していき、シュンとソフィーも慌あわててそれに続いた。

　そして店中を捜したが、モニカたちはもちろん、リュリシアの姿も発見できずに終わった。








第三章　秘密と露ろ見けんと逃とう避ひ行こう









　一週間ほど前──ジュヴレーヌ王国王女、リュリシアは、思い悩なやんでいた。

　シャンミュニ皇こう国こくで発生したヴァントのクーデター事件。それに巻きこまれたリュリシアは、皇国皇こう帝ていエルミタージュを救出するため、自ら動くことを選んだ。その選せん択たくは、今でも間ま違ちがってなかったと思う。

　だが、やり方は少し問題があったかもしれない──そのことを、後こう悔かいしている。

　王国に戻もどってから、代表チームにいた騎き士したちは次々と左さ遷せんされていった。なのに、王女である自分はほんの数日の謹きん慎しんだけで終わってしまった。

　明らかに不公平な処分、リュリシアは納得できなかった。そんなリュリシアに、代表チームの監かん督とくだった、学園長のエフィは言った。

「監督はわたしですからね──責任をとることまで含ふくめて、監督の仕事ですよ」

　そして彼女は笑みを浮かべ、東の果ての辺境の部署へと旅立った。

　この不公平な処分を決定したのは、騎士団のトップ、ペルデだ。リュリシアはペルデに抗こう議ぎしたが、ペルデはまともにとりあってくれない。

　ついにリュリシアは最終手段に訴うつたえることにした。王宮に戻り、彼女の父、現国王シャルム四世に直じか談だん判ぱんして、処分の撤てつ回かいを求めることにしたのだ。いかにペルデといえど、国王の命令には従わねばならないはずだ。

　だが──久々に王宮に戻ったリュリシアが感じたのは、どことなくよそよそしい、周囲の不自然な空気だった。

「そこの、あなた」

「お、王女殿でん下か。突とつ然ぜんのお帰りで……」

「お父様はどちら？　至急、お話ししたいのですけど？」

「陛へい下かは、ここ数日どなたとも会わないとおっしゃって、人前にお出になられておりません」

　玉座にいるべき父の姿が、どこにも見えない……リュリシアは周囲の制止をふりきり、王宮の最も奥、王族が生活する空間へと乗り込んだ。

　国王の私室へと乗り込んだリュリシアが見たのは──天てん蓋がいつきのベッドに横たわる、父親の姿だった。

「お父、様……？」

　思わず漏もらした声に反応して、国王は、わずかにクビを動かした。

「……リュリシア、か」

　かすれた声だった。国王はベッドの上で起き上がり、リュリシアを見つめた。

「どうした、リュリシア。なぜ戻った？」

「お父様、どういうことですの？　そのお姿は……」

　久しぶりに会った父親は、リュリシアの記き憶おくにある姿よりも弱々しく見えた。

「なに、たいしたことはない。医者の連中が大おお騒さわぎするから、少し休んでいただけだ」

　国王はそう答えたが、あきらかに衰すい弱じやくしているように見えた。

「殿下、お帰りでしたか」

　背後からの、声──部屋の入り口には、アンジュとともに立つ、ペルデの姿があった。

「ペルデ卿きよう、これはどういうことですの!?　わたくし、なにも聞いてませんわよ！」

「ペルデを責めるでない、リュリシア」

　ベッドの上から、国王がリュリシアを止める。

「お前にワシのことを伝えぬよう、頼たのんだのはワシ自身だ。ペルデは悪くない」

「どうしてそんなことを!?」

「……お前はまだ騎士学園の学生、見習いだ。騎士として、王として、なにより人間として、まだまだ未熟──ワシは、そんなお前のよけいな負担になりたくはなかった」

　と、そこで国王は軽く咳せき込んだ。

「お父様！」

「……心配するな、リュリシア。たいしたことはない。しばらく休めば回復する」

「ですけど……」

「リュリシア。お前は学園に戻るのだ。そして一人前の騎士になるまで、王宮に戻るでない。その程度の覚かく悟ごもなき者に、王は務まらんぞ」

　厳しい口調で告げる国王は、リュリシアの記憶にある、厳格な父の姿そのものだった。だが、寝ね間ま着きの間からかすかに見えるその体は、驚おどろくほど瘦やせていた。

「ワシがいない間のことは、ペルデに一任してある──お前も、ペルデのいうことをよく聞くのだぞ」

「……わかり、ましたわ」

　リュリシアは、うなずくしかなかった。弱々しい自分の父の姿を、それ以上見ていられなかったのだ。

　父親の部屋から外に出て──リュリシアは、ペルデと改めて対たい峙じした。

「殿下、陛下のことをお伝えせず、申し訳ありません」

　長身を折り、頭を下げるペルデ。リュリシアは、けっこうですわ、と答える。国王自身が語ったとおり、ペルデが悪いわけではない。

「ペルデ卿──代表チームのメンバーで左遷されたかたがたの処分、撤回なさい」

「それはできません、殿下」

　静かに、ペルデが首を振ふる。巌いわおのようなペルデの顔に、迷いは全くなかった。

「組織をまとめるには、規則が必要です。規則を破る者には、罰ばつ則そくが必要です。それを軽々しく破っては、組織が崩ほう壊かいします」

「ですけど、今回の件は全てわたくしの独断ですわ！　エフィ卿たちに責任はありませんわっ！」

「殿下。少しは陛下の心中、お察しください」

　ペルデが目を細めた。

「魔ま獣じゆう事件発生より、陛下は激務に追われ、ここのところ満足にお休みになれない日々が続いておりました」

「それは……」

「そこに加えて、先日のクーデター事件です。しかも、そのクーデターに殿下が巻まきこまれたと、第一報で伝えられました」

　目を閉じ、首を振るペルデ。リュリシアは、言葉に詰つまった。

「さらに続報では、殿下が負傷されたこともわかりました。それを知ったとき、陛下がどれだけショックを受けられたか、殿下はおわかりですか？」

　そうだ、独断で動き、結果としてリュリシアは負傷してしまった。命に別状はなかったものの、一歩間違えれば死んでいた可能性だってある。

　全ては、リュリシア自身の見通しの甘さが招いた結果である。

「それらが重なった結果、これまでの心労が一気に表に出てきたのでしょう」

　だから国王は倒たおれ、療りよう養よう中となっているのだ。

「ですから殿下──これ以上、陛下のご負担を、増やさないでください」

　リュリシアは、奥歯を嚙かみしめた。つまり、ワガママを言わずに大人しくしていろ、と言いたいのか、この男は。

　父である国王が倒れてしまったというこの現状、だというのにそんなことをなにも知らなかったのみならず、知ったとしてもなにもできないという現実、それらの事実を全て嚙みしめたとき──リュリシアは、悟さとった。

　──自分は、なんと無力なのだろう──

「……リリィ様」

　これまでずっと黙だまっていたアンジュが、リュリシアにそっと近づいた。

「申し訳ありません。陛下のことは、わたしもたった今知ったばかりで……」

「……あなたが、謝ることではありませんわ、アンジュ」

　全て悪いのは自分自身だ──押おし黙ったリュリシアを見て、ペルデは静かに告げた。

「アンジュ。殿下はお帰りになられるそうだ。後は頼むぞ」

「……はい、わかりました、伯お父じ上うえ」

　うなずくアンジュ。

「リリィ様、行きましょう」

「えぇ」

　アンジュに連れられて学園へ戻るリュリシア──アンジュはいろいろと話しかけてくれたが、結局学園につくまでリュリシアはほとんどしゃべらなかった。







「……はい、えぇ、そうです。わかりました」

　どこかへ魔導端末で連れん絡らくを入れていたソフィーが会話を終えた。シュンは、どうなったの、と尋ねた。

「ダメですね。王都の出入り口を封ふう鎖さしようと思ったのですが、私の今の権限では命令まではできません」

　と、肩かたをすくめるソフィー。

　レストラン内からリュリシアが消えた。そして状じよう況きようを考えると、リュリシアはモニカたちによって連れ去られたのではないか──それが、ソフィーの出した結論である。シュンも、同意見である。シラーの《滅神咒具エスカトロイ》を使えば、それくらい簡単だろう。なにしろシラーは、シャンミュニ皇国では皇こう帝ていのエルミタージュを誘ゆう拐かいしたことがあるくらいだ。

「あぁ、リリィ様、申し訳ありません。このわたしがそばについていながら、なんという失態！　かくなる上は、腹を斬きってお詫わびするしか……」

　その場にひざまずいて動かないアンジュは、先ほどからはげしく嘆なげくばかりである。シュンがこれまで見たことがないほど、アンジュは取り乱していた。

「アンジュさん、落ち着いてよ。リュリシアさんならきっと無事だから……」

「気休めを言わないでください！　なんでそんなことがわかるのですか！」

「それは、ほら、殺す気だったら、わざわざ誘拐なんてしないと思うんだ」

「あぁ、リリィ様。こうしている間にもどんな目にあわされていることか……」

　うずくまるアンジュ。ダメだ、今のアンジュはショックのせいか、役に立たない。

「……まずいことになりましたね」

　ソフィーが小声でシュンにささやいてきた。

「モニカ姉さんも思い切ったことをしてくれます」

「だね」

「兄さんは、姉さんたちと会話したのですよね？　なにか目的を聞いていませんか？」

「それは……言っていたよ」

　モニカの言葉──ペルデこそがシュンたちの両親の仇かたきであり、ペルデに復ふく讐しゆうすると言っていた。その内容を、シュンはソフィーに説明した。

「ペルデ卿を、ですか……なるほど、ヴァント卿を手にかけたあの人なら、やりかねませんね」

「どうするの？」

「優先すべきはリュリシア殿でん下かの救出ですが、最終目的がペルデ卿なら、そちらの防備も固めなくてはなりませんね」

　だが、ソフィーは眉まゆをひそめた。

「しかし……今の私では、王都の騎き士し団の指揮をとることができません……誰だれかに事情を説明するにしても、時間が惜おしいですね」

　そうだ、今のソフィーは左さ遷せん中。以前ほどの権力を持ってないのだ。

「……すいません、今、ペルデ卿のことを話していましたか？」

　と、今までうずくまっていたアンジュが立ち上がった。今の話を聞かれたかと、シュンはドキリとした。

「ペルデ卿が危ないという話は、本当ですか？」

「わかりません。が、相手の目的の一つである可能性が高いです」

　ソフィーが説明すると、アンジュはわかりました、とうなずいた。

「ペルデ卿にはわたしから説明させていただきます……同時に、リリィ様の捜そう索さくを依い頼らいしなくてはなりません」

「え？　なんでアンジュさんが、そんなことできるの？」

「……あまり公おおやけにはしてませんが、わたしはペルデ卿の姪にあたります」

　アンジュが告げる。意外だった。しかし言われてみれば、以前アンジュがペルデと親しそうに会話しているのを見たこともある。

「わたしは両親が早くに亡くなったので、伯父上のお世話になっているのです……伯父上に迷めい惑わくをかけたくないのですが、もはやわたしたちだけでどうこうできる問題ではありません」

「お願いします、アンジュさん」

　アンジュが端たん末まつで連絡をする横で、マズイですね、とソフィーがつぶやいた。

「今のこの状況……殿下に万が一のことがあれば、私や兄さんのクビが物理的に飛びかねませんね」

「え？　なに言ってるの？」

「冗じよう談だんではなく、それくらいの問題です。それに殿下の件を別にしても、もしもモニカ姉さんたちが逮たい捕ほされた場合、そこから私や兄さんの素す性じようが漏もれる可能性もあります。この状況、私たちにとって、あまりに都合が悪い……」

「そうじゃないでしょ、ソフィー！」

　知らず、シュンは大きな声を出していた。ソフィーが、驚おどろいたようにシュンを見る。

「リュリシアさんが危ないんだよ？　ボクたちの友達が今、危ないんだよ？　なのになんの心配をしてるの？　ボクたちのことなんかよりも、最初に心配すべきはリュリシアさんじゃないの？」

「……落ち着いてください、兄さん。もちろんその通りです。ですが忘れないでください。私にとっては、兄さんのことが一番大切なのですよ」

　ソフィーは言いながら、背後のアンジュの様子を見た。

「……兄さん、私たちも自力で動いて、モニカ姉さんを捜さがしましょう。せめて私たちの手で殿下をお救いしなくては、申し訳が立ちません」

「そうだね、ボクもそう思うよ」

　シュンもうなずき、すぐさま動こうとする──が、ソフィーに襟えり首を摑つかまれて強制的に停止された。首が絞しまって苦しい。

「ゲホッ、な、なんなの、ソフィー？」

「闇やみ雲くもに王都中を捜す気ですか？」

「でも、手がかりなんてないし……」

「手がかりならあります」

　と、ソフィーは自分の魔導端末を取り出すと、どこかへ連絡を始めた。

「……クロロですか？　なにを眠ねむそうな声を出しているのですか、一大事です。大至急調べて欲しいことがあります！」

　どうやら、ソフィーは妹であるクロロに連絡をしているらしい。

「──はい、そうです、大急ぎ、最優先で調べてください」

　端末での通話を終えたソフィーに尋たずねてみる。

「クロになにを頼たのんだの」

「リュリシア殿下とモニカ姉さんたちの居場所を調べてもらってます」

「そんなことわかるの？　だいたい、クロは今この国にいないでしょ？」

「これがあります」

　と、ソフィーは掲かかげたのは、自分がたった今使用していた魔導端末である。

「魔導端末は、〈魔ス元ク素レ〉の反応を媒ばい介かいとしたネットワークです。個々の端末の反応を探知すれば、所有者の位置情報がわかります。クロロの場合、《滅神咒具エスカトロイ》の力でほぼバーガント全域を網もう羅らしています」

「そうなんだ」

　ピピピ、とソフィーの端末から音が響ひびいた。

「クロロです。さすが、仕事が早いですね。これは……」

　端末を見るソフィーの顔色が変わった。

「どうしたの？」

「……殿下の位置はわかりました。王都の外れ、廃はい墟きよが並ぶ再開発地区です。王都で身を隠かくすには一番の場所です」

「なら、すぐに行こう！」

「いえ……問題なのは、王宮にモニカ姉さんが向かっているということです」

　ソフィーの端末、王都の地図には二箇か所しよの光点が表示されていた。それぞれが、リュリシアとモニカの位置らしい。

「ヴィオとシラーは殿下と一いつ緒しよに、再開発地区にいます。モニカ姉さんは別行動をとって、単身王宮に向かっています」

「なんで、そんなことを……」

「兄さんの話の通りなら、モニカ姉さんの狙ねらいはペルデ卿きよう──なぜ偶ぐう然ぜん出会ったリュリシア殿下を連れ去ったのかは謎なぞでしたが、どうやら、姉さんは騒さわぎを起こし、その混乱に乗じて王宮に侵しん入にゆうするつもりのようですね。モニカ姉さんにしては少し場当たり的な行動なのが気にはなりますが……」

「わかったよ。なら、まずリュリシアさんを助けに行って、その後モニカ姉さんの計画も阻そ止ししよう！」

「問題なのは、私たちの現在位置から見て、この二つの場所は正反対になってしまうということです」

　地図の上を指さすソフィー。

「どちらか片方に行ってから、もう一方に行くというのは遠回りです。そして私たちには人手も時間もありません。王国騎士団が本格的に動けば、私たち二人が介かい入にゆうする余地はありません」

「そんな……」

「リュリシア殿下の身に危険はないと信じたいですが、やはり私たちの手で一刻も早く助け出したいところです。ですがそちらへ行くと、王宮に行ったモニカ姉さんが野放しになります。あの人を無視するのは危険ですね」

「でも、そもそもモニカ姉さんは騎士じゃないでしょ？」

　騎士と一いつ般ぱん人の間には、越こえられない力の壁かべがある。そしてモニカは騎士ではない。これは事実だ。モニカ一人王宮に乗り込んだところで、騎士にすぐさま逮捕されるだけのはずだ。

「あの人が無策に動くはずがありません。なにか考えがあるのでしょう。可能性は低いでしょうが、他にも仲間がいるのかもしれません」

　リュリシアを助けたい──それはシュンの思いだ。けど、モニカのことも無視はできない。現時点でモニカを止めることができるのは、たぶんシュンたちだけだ。ここでモニカを止めなかったら、シュンは絶対に後こう悔かいする。

「……二手に分かれますか」

　と、ソフィーが告げた。

「兄さんの顔を見れば、なにが言いたいのかはわかります──私がリュリシア殿下を助けに行くので、兄さんはモニカ姉さんを止めてください」

「いいの、ソフィー？」

「よくはありませんが、現状、それ以外の手はないでしょう。私ではモニカ姉さんは止められませんしね。リュリシア殿下のことは、私にお任せください。殿下をお助けしたら、すぐ兄さんに合流します。これでも足の速さには自信がありますので」

　ソフィーの実力は、シュンもよく知っている。自分が行けないのは心残りではあるが、リュリシアのことはソフィーに任せるしかないか、とシュンは自分を納得させた。

「ですが、気をつけてください、兄さん。モニカ姉さんは現在、国際手配されたテロリスト、犯罪者です。そのモニカ姉さんの仲間だと思われたら、兄さんの身まで危険になります」

「うん、わかっているよ」

「兄さんの、魔ま導どう端たん末まつを出してください」

　リュリシアからもらった端末を出すと、ソフィーは自分の端末を近づけた。ピッ、と、端末から音が出る。

「クロロからもらった情報を共有しました。兄さんの端末からも、モニカ姉さんの居場所を見ることができます」

　シュンの端末の画面にも、王都の地図と二つの光点が表示されていた。

「では、行きましょう。私もできるだけ早く合流しますので、決して深追いはしないでください──最悪、モニカ姉さんが騎士団に逮捕されたとしても、絶対に助けたりしないでください。そんなことをすれば、もうこの国にはいられません」

「でも……」

「捕まってもすぐ死し刑けいになるわけではありません。スキをついて姉さんを牢ろう屋やから逃にがすことだってできます──ですから、絶対に早まったマネはしないでください、兄さん」

「……わかったよ」

　うなずくシュンを見て、ソフィーは、兄さんを信じます、とつぶやいた。

「アンジュさん、すいませんが後は任せました！」

「ボクもっ！」

「え？　ソフィー卿、どちらに！　シュナブランさんまで、ちょっと！」

　一人端末で通話を続けていたアンジュを置き去りにして、シュンとソフィーは〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使用、常人ではありえない高速でその場を後にした。アンジュには悪いが、アンジュがいないほうがシュンたちは動きやすいのだ。

「では兄さん、絶対にムリをしないでください」

「うん、ソフィーも、リュリシアさんをお願い」

〈魔ス元ク素レ〉の輝かがやきとともに王都外れの林を疾しつ走そうする二人は、互たがいにうなずき合ったあと、それぞれ別の方向へと走り出した。







　ジュヴレーヌ王国王都王宮──

「……まずは落ち着け、アンジュ。お前は王宮に来るのだ。あぁ、わかっている。後はわたしに任せておけ」

　執しつ務む室で、ペルデは端末に向かって何度もうなずいていた。たった今アンジュから、リュリシアが行方ゆくえ不明になった、と連れん絡らくがあったのだった。しかも犯人は、あのモニカだ。

　これはまた、とんでもないことになったな、とペルデは苦々しく思う……そう、本当に、いろいろな意味でたいへんだった。

「マルス、いるか」

「はい、ペルデ卿」

　すぐさまマルスの答えが返ってくる。室内にはいつのまにか、マルスの姿があった。いつからそこにいたのか、ペルデ自身気づかなかった。だが、それでいい。マルスの任務は現在、ペルデの護衛である。ペルデ自身に気配を感じさせないほどの自然さで、マルスは任務に就ついているのである。

「王女殿でん下かが誘ゆう拐かいされたようだ。どう思う？」

「営利目的の誘拐とも思えません。こちらの戦力を分散させるのが、相手の狙いかと」

「そうだろうな、わたしもそう思う。モニカも勝負に出たようだな」

「いかがしますか、ペルデ卿？」

　マルスが、メガネのフレームを持ち上げた。

「ご命令いただければ、王女殿下救出に向かいますが」

「……いや、いい。お前はモニカを優先しろ。奴やつは必ずわたしを狙ってくるはずだ。お前はそこをむかえ撃うて」

「了りよう解かいです。ですが、いけませんねぇ。王女殿下救出をもっと急がねば、あなたの立場が悪くなります」

「それもわかっている──〈四天劍キヤドリエム〉はそろっているな？」

「はい、本日到とう着ちやくしました。全員隣りん室しつで待機しています」

「奴らを使うとしよう」

　その言葉に、マルスは細い眉をひそめた。

「いけませんねぇ。彼らはあまり、そういった任務に向いていないと思うのですが……」

「マルス、お前は若いから知らないのだな、〈四天劍キヤドリエム〉の実力を」

　意味深に、ペルデは笑みを浮うかべ、隣室へとつながる扉とびらを開けた。

「お前たち、出番だ……ぞ？」

　部屋の中を見た瞬しゆん間かん、ペルデは口ごもった。なぜなら、部屋の真ん中で一人の人物が横たわり、高いびきで寝ねていたからだ。

「……マルス、〈四天劍キヤドリエム〉は全員そろったのではなかったか？」

「昼間には全員いました」

「ならなぜ今は一人しかいない！」

「ん～……なんかうるさいですなぁ」

　と、部屋の中で眠ねむりこけていた人物が体を起こした。上級騎き士しの制服を着き崩くずした、どことなくつかみ所のない男だった。眠そうな眼であくびをするその男は、ペルデの存在に今さらながら気づいたようだった。

「おっと、これはペルデ卿、お久しぶりですな」

「おはよう、シトリ卿。よく寝ていたようだな」

「とんでもない、全然寝ていませんよ。今は少し瞑めい想そうにふけっていただけです」

　どう見ても寝ていたのに、シトリと呼ばれた男は平然と答える。だがペルデはもう諦あきらめているのか、それ以上の追及はしなかった。

「それで、他の〈四天劍キヤドリエム〉はどこへ行った？」

「さぁて、わかりかねますな。なにしろわたしはずっと寝ていた──もとい、ずっと瞑想していたもので」

　飄ひよう々ひようと答えるシトリ。ペルデは頭をかかえ、マルスは肩かたをすくめた。

「いけませんねぇ、これはずいぶんと頼たのもしそうな先せん輩ぱいがただ」

「ちゃかすな、マルス──まぁいい、シトリ卿。お前が残っていたのは幸いだ。仕事をやろう」

「あいにく、日課の瞑想がまだ終わってないんですがねぇ」

「王女殿下が誘拐された」

「なんと」

　シトリは、さすがに驚おどろいたように、眠そうな眼をわずかに開いた。

「なるほど──どうやら、昼寝をしている場合ではなさそうですな」

「おい、瞑想じゃなかったのか」

「──どうやら、瞑想をしている場合ではなさそうですな」

「…………」

　平然と言い直すシトリ。マルスは、こんなので大だい丈じよう夫ぶですか、とでも言いたげである。だがペルデはシトリに命令した。

「シトリ卿。直ただちに千人を率いて、王女殿下を捜そう索さくしろ。王都の門はすでに封ふう鎖さしてある。犯人は必ず王都内に潜せん伏ぷくしている。絶対に見つけ出して捕とらえろ」

「かしこまりました、ペルデ卿」

「たのむぞ」

「まぁ、任せてください。給料分の働きはしてみせますよ」

　やはり眠そうな眼のままでシトリは告げ、部屋から出て行った。

「……ペルデ卿。本当にあの人で大丈夫ですか？」

　マルスが、どことなくあきれたようにつぶやいた。

「いけませんねぇ。昔は活かつ躍やくした大騎士なのかもしれませんが、今は敵も来ないような国境の砦とりでを護まもっているだけの人ではありませんか。わざわざ王都に呼よび戻もどすほどのおかたですか？」

「お前は、少し勘かん違ちがいをしている」

　ペルデが静かに告げた。

「わたしは別に、敵の来ない辺境にわざわざ〈四天劍キヤドリエム〉を配置したわけではない。むしろ、奴らが配置されている場所は、かつて最前線だった国境の砦だ」

「それは……」

「最も危険な場所だからこそ、わたしは魔族との大戦が終わった後、真っ先に〈四天劍キヤドリエム〉を配置して国境の防備を固めたのだ。国境に敵が攻せめてこないのは、周辺国が〈四天劍キヤドリエム〉の実力を恐おそれているからこそだ」

　ペルデは誇ほこるように告げた。

「だから戦後三十年間、我が国の国境を他国が侵しん犯ぱんしたことは、ただの一度もない」







「んっ、ここは……？」

　リュリシアが意識を取り戻したとき、自分は見知らぬ場所にいるとすぐにわかった。

　薄うす暗ぐらい室内。なにかの廃はい墟きよだろうか。灰色の壁かべに囲まれた屋おく内ないは荒あれ放ほう題だいだった。しかもどういうわけか、手足が縛しばられている。自分はさらわれたのだと、すぐに思い出した。

　……確か、レストランでシュンをさがしていたら、テロリストと遭そう遇ぐうして……

　油断したつもりはなかったが、足元がいきなり水のようになって、逃げようとした瞬間に気絶させられた……確か前回も似たような手口でさらわれたのに、また同じ目にあうとは一生の不覚である。

「ん？　気づいたみたいさぁ」

　頭上から、声が聞こえる。顔を上げると、自分をにやにやと見下ろす小こ柄がらな影かげがあった。

「あなたは、確か、ミリオン社のメンバーですわね？」

「え？　あぁ、まぁ、そんな感じかな？　いちおうあたしも、モニ姉ねぇの会社の所属ってことになるかなぁ」

　あっさりと答える少女、ヴィオ。リュリシアはその顔に見覚えがあった。先日行われた剣けん定ていにおいて、ヴィオはミリオン社の代表として出場していたからだ。

「…………」

　かたわらに気配を感じてリュリシアがそちらを見ると、無言で立つ長身の少女がいた。シラーである。リュリシアは、ギリッと奥歯を嚙かみしめた。前回のクーデター事件でリュリシアはシラーと戦い、追おい詰つめながらも勝てなかった相手なのだ。

「あなたもいましたのね」

「…………」

「今度は王国でなにをするつもりですの!?」

「…………」

「……なにかおっしゃったらいかが？」

「…………」

　無言のシラーの横から、ヴィオが答えた。

「シラーに話しかけてもムダさぁ。こいつしゃべらないからさぁ」

「…………」

　なんですって、とリュリシアは驚く。言われてみれば、前回戦ったときも、シラーは一言も声を漏もらさなかった。あの時は変だとは思わなかったけど……この子、声が出ないのだろうか？　だとしたら、悪いことをしたかもしれない。

「…………」

　トントン、シラーは無言で、縛られたままのリュリシアの肩を叩たたいた。強い力ではなく、むしろリュリシアを気づかうかのような動きだった。

「なんですの？」

「…………」

「あぁ、シラーはさ、気にすんな、って言ってるのさぁ」

　ヴィオが説明する。リュリシアは驚いた。

「あなた、この子がなにを言いたいか、わかりますの？」

「ん～、そりゃ、わかるさ、だって姉妹だしぃ」

　姉妹だったのか……あまり似てない姉妹ですわね、とリュリシアは思った。

「十年以上のつきあいだし、しゃべらなくてもなに言いたいかはだいたいわかるさぁ」

「そうでしたの……あなた、お姉さんのことが、大好きなのですわね」

「シラーはあたしの妹さぁ」

　え？　と思わず二人を見るリュリシア──見えない。どう見てもシラーのほうが年上だ。まぁ、胸はヴィオのほうが大きいのだけど。

「…………」

　シラーがリュリシアの前になにかを置いた。それは、パック入りのジュースだった。

「飲め、ということですの？」

「…………」

　コクリ、うなずくシラー。だが、リュリシアは首を振ふった。

「縛られた状態で、どう飲めといいますの？」

「…………」

　無言でシラーがリュリシアを縛るロープに触ふれると、ブチリ、あっさり引きちぎってしまった。え、と驚くリュリシア。ロープは床ゆかに落ち、リュリシアの戒いましめはとかれてしまった。

「どういう、ことですの？」

「ん～、まぁムリして縛らなくてもいいや。逃にげないでいてくれれば、あたしらも別に傷つけたりしないからさぁ」

　リュリシアは、本気で混乱してきた。この子たちの目的が、全くわからない。

「いったい、あなたたちの目的は？」

「あたしもよくわかんないのさ。難しいこと考えるのは、モニ姉ぇの役目だしさぁ」

　あっけらかんと、拍ひよう子し抜ぬけするくらいあっさり告げるヴィオ。つまりこの子たちは、モニカという女の言いなりになっているだけなのか？

「あたしらが言われたのは、あんたをここに朝まで閉じ込めとけってこと。だから大人しくしてればなにもしないし、朝になれば解放してあげるさぁ」

　……どうやら、リュリシアに危害を加える気はないらしい。油断するわけではないが、ウソをついているようには見えない。

「…………」

　シラーという少女が、今度はなにかの包みを差し出してきた。見ると、中にはサンドイッチが入っていた。食べろということだろうか？

「別にいりませんわ」

　強がりでなく、お腹なかは減ってないしノドも渇かわいてない。食事してからあまり時間もたってないし、そもそもこんな状じよう況きようで空腹を感じる人間などいないだろう。

　リュリシアはなにげない風をよそおいながら、いろいろ考える──今のリュリシアは自由に動ける。この二人を倒たおせば、逃げることだってできるだろう。だが問題は、シラーという子がとても強いことだ。おそらく、普ふ通つうに戦ってもリュリシアでは勝てないだろう。しかも相手は二人だ。なかなか厳しい状況である。

　だが、相手は姉妹で、しかも仲がいいようだ。ということは、どちらか片方を人ひと質じちに取れば、うまく逃げられるかもしれない。手元に武器はないが、小柄なヴィオのほうを狙ねらえば勝機はあるのではないか──リュリシアは、冷静に分ぶん析せきする。生来の勝ち気な性格故ゆえに、このまま大人しくしていられないのだ。

「…………」

　そんなリュリシアを、シラーがジーッと見ていた。マズイ、考えが読まれただろうか？　リュリシアは表情を消し、平静をよそおった。しかし、シラーはこちらを見たままである。

「……な、なんですの？」

　リュリシアが尋たずねても、無口な少女、シラーは黙だまったままである……いや、シラーはなぜか、リュリシアが持つ、サンドイッチの入った包みを見つめていた。まさか……

「……よければ、食べます？」

　尋ねてみると、シラーがリュリシアの顔を見つめてきた──いいの？──なぜかリュリシアにも、シラーの言葉が聞こえたような気がした。

「わたくしはいりませんわ」

　シラーは無言のまま包みを受けとると、大きく口を開け──一いつ瞬しゆんで吞のみ込んでしまった。すごい、結構大きかったはずなのに。

「…………っ！」

　ドンドン、シラーが慌あわてて胸を叩きだした。ノドに詰まった？

「大丈夫ですの？　丸吞みにするからですわ」

　パックのジュースをさしだし、シラーの口に当てる。

「ゆっくり飲むのですわよ」

「…………」

　シラーの背中をさすってあげ、ジュースを飲ませるリュリシア──やがて、落ち着いたらしいシラーはリュリシアをふり返ると、ありがとう、と言うように頭を下げた。

「別に、なにもしてませんわ」

　本当になにもしていない。サンドイッチもジュースもそもそもこの子がくれたものだ。

　なのにシラーはなにを考えているのか、床に座るリュリシアのすぐ横に腰こしを下ろし、ヒザをかかえて座ってしまった。互たがいの距きよ離りが、なぜか近い……これはもしかして、懐なつかれてしまった？

　だが不思議と不快感は湧わかない。シラーの態度があまりにも素そ朴ぼくだから、まるで子犬にでも懐かれたような気分だ。

　リュリシアは、本気でこの子たちのことがわからなくなってきた。この子たちは本当に、凶きよう悪あくなテロリストなのだろうか？

「わかりませんわね。あなたたちは本当に、なにが目的ですの？」

「ペルデのおっさんを、死なすだけさぁ」

「なん、ですって？」

　さすがのリュリシアも、その言葉には驚おどろいた。

「おっさんは、あたしらの父さんたちを殺した仇かたきらしいんだよね。だから復ふく讐しゆう、ってことさぁ」
















　ペルデが、人を殺した？──ペルデも、一国を代表する騎き士しである。他人の怨うらみを買うこともあるだろう。けどだからといって、この子たちの行動が正しいとは思わない。

「そんなことをしてなんになりますの？　考え直しなさい」

「……お前も、ソフィーと同じコトを言うの？」

「ソフィー卿きようを知ってますの!?」

「そりゃ知ってるさ、あいつもあたしの姉妹だしぃ」

「!!」

　リュリシアは本気で驚きよう愕がくした。ソフィーと目の前の少女たちが、姉妹？

「あれ、これ秘密だっけ？　まぁいいさ。ソフィーがどーなろーと、あたしの知ったコトじゃないさぁ」

　あっけらかんと言うヴィオに、こちらを騙だます意思があるようには見えない。ならば、ソフィーは本当にこの子たちと？

「お前の言いたいことはわかるよ。父さんと母さんが死んでもう三年たったし、今さら復讐したってなにも変わらないってことくらい、あたしにだってわかるさぁ」

　ヴィオが告げる。それはどうしようもない理り不ふ尽じんに対して、投げやりになったような口調だった。

「どうにもならないのはわかってるけどさ──それでも、父さんたちを殺した犯人がなんの罰ばつも受けずに生きてるなんて、ムカつくじゃないのさぁ」

　一瞬、ヴィオの眼差しに憎にくしみの光が宿る──リュリシアは、押おし黙った。

　復讐なんて無意味だとは思う。けど、それをリュリシアが口にしても説得力がない。そんなことでこの子たちは止まらないだろう。

　けど先ほどからの会話をふり返ってみると、やはりリュリシアにはこの二人が危険人物だとは思えないのだ。そう──モニカという女に、いいように使われているだけ、という印象を受ける。

　リュリシアが、さらになにかを言おうとしたとき──シラーが、急に立ち上がった。

「…………」

「なに、シラー？　誰だれか来た？」

　ヴィオも立ち上がり、周囲を警けい戒かいするようにうかがう──小さな『魔導灯フアール』がいくつかあるだけの廃はい墟きよの中は薄うす暗ぐらく、外の様子まではわからない。だが、周囲の気配が変わった、とリュリシアは感じた。

　コツコツ──靴くつ音おとが聞こえる。誰かが来た？　しかし、いったい誰が？

「どうやらご無事のようですね、リュリシア殿でん下か」

「あなた、ソフィー卿？」

「ちぇっ、来たのはソフィーかよぉ」

「…………」

　リュリシアにヴィオにシラー、それぞれの反応を見て、ソフィーは静かにうなずいた。

「では、王女殿下を返してもらいましょうか」







　王都の中心には、ジュヴレーヌ王国の中ちゆう枢すうといえるベルナルデ・ピィ王宮がそびえていた。すでに時刻は夜中ではあるが、白く輝かがやく外がい壁へきは『魔導灯フアール』によって照らし出され、その荘そう厳ごんな姿を夜や闇あんに浮うき上がらせていた。

　その王宮の前に、一人の女性がたたずんでいた。

「……ついに、このときが来たか」

　モニカである。モニカはいつも通りのシワ一つない高級スーツを着こなし、口には葉巻シガールをくわえていた。すでに夜ということで、周辺に一いつ般ぱん人の姿はない。灯ともしびで照らし出された王宮は、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいのごとく、モニカの前にそびえていた。

「さて、行くか」

　つぶやき、モニカはまっすぐ、前へ足を進めた。手に持つのは火のついた葉巻シガールのみで、武器らしい武器は見あたらない。ほとんど素手の状態だった。

「止まれ！　何者だ！」

　当然だが、王宮の門には警備のための騎士が常に存在する。不用意に近づくモニカに対し、二人の騎士が剣けんを抜ぬいて警告してきた。

「それ以上接近すると、敵とみなすぞ！」

「……五う月る蠅さいな」

　ゾッとするほど冷たい声が、モニカから漏もれる。

「我わたしのジャマをするな」

　堂々と告げるモニカ。それを見た騎士たちは、わずかに困こん惑わくした。モニカは明らかに丸まる腰ごしだし、オマケに騎士ではない一般人だ。それは気配でわかる。ただの変人が来ただけか、と、その騎士たちは油断した。

「警告はしたぞ」

　モニカが低い声で告げ、片手に持った葉巻シガールの先を、目の前の騎士に向けた──瞬しゆん間かん、その騎士がガクリと地面にヒザをつき、うずくまった。

「おい、今、なにをした！」

　もう一人の騎士が、険しい顔でモニカに剣を突つきつける。だが、モニカは全く恐おそれることなく、口元を歪ゆがめてその愚おろかな騎士を見つめた。

「雑ざ魚こに用は、ない」

　次の瞬間、もう一人の騎士もその場に崩くずれた。地面の上で、二人の騎士は頭を抱かかえて全身を震ふるえさせていた。

　モニカは倒たおれた騎士のすぐ横を進み、護るべき騎士のいなくなった門を悠ゆう々ゆうと通り、王宮の敷しき地ちへと侵しん入にゆうした。

「おい、なんだ、貴様は……」

「バカな、どうしてここに……」

　さすが王宮。敷地内には見回りの騎士が多く、モニカの侵入はすぐに発見された。

　だが、発見した騎士たちも、次の瞬間には全員が地面に倒れていた。

「ムダだ。我たしを止められる騎士など、ない」

　冷たくつぶやき、前に進むモニカ。異変に気づいた騎士たちが続々と現れるが、モニカに近づいた瞬間、なにもしないうちに倒れてしまう。まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、あまりにも一方的な展開だった。

「我たしの《滅神咒具エスカトロイ》に勝てる者など、ない」

　モニカもまた、他の姉妹と同様、〈魔王コシユマル〉である母から受うけ継ついだ《滅神咒具エスカトロイ》を持っていた。

　虚きよ無むの神である〔虚髏うつろバロル・ファレット〕の力を簒さん奪だつしたといわれる《滅神咒具エスカトロイ》、《廃墟無錠リユインゼラブル》。相手の心の境界を無効化し、自我をむき出しにすることで、相手の精神を崩ほう壊かいさせる効果がある。

　その証しよう拠こに、倒れた騎士は誰もが耐たえられないほどの恐きよう怖ふに顔を歪めていた。

　モニカ自身の戦せん闘とう力は、騎士とは比べるべくもない。だがそれでも、モニカは誰にも負けるつもりはなかった。圧あつ倒とう的てきな力を持っていた前剣聖ヴァントさえも、モニカの前では赤子同然だったのだ。

「ペルデ、もはや貴様に逃にげ道は、ない」

　つぶやき、モニカは止める者のいない王宮内の通路を進み、やがて広い場所に出た。

　おそらくは式典などに使用される広間、数百人以上が入っても余よ裕ゆうがある広さだが、今そこにいるのはモニカただ一人だった。

「……いかにも、なにかの罠わながありそうな場所だな」

　モニカはつぶやくが、その歩みは止まらない。どのみち、ペルデを見つけるまで止まるつもりはない。葉巻シガールを口にしたまま、モニカは恐れることなく足を進めていく。

「いけませんねぇ。よその家に勝手に入るなんて、いけないお嬢じようさんだ」

「……早かったな」

　広間の奥から出てくる人ひと影かげ──マルスである。

　現れたマルスは、肩かたや胸元が露ろ出しゆつした大だい胆たんな服装になっていた。メガネのレンズが光を反射してキラリと光る。そのまま足音もなく近づいてくるマルス。平然とした彼女の様子を見て、モニカは舌打ちした。

「なるほど……シラーを退しりぞけたペルデの護衛役とは、貴様か？」

「あいにく、敵に自己紹しよう介かいをする趣しゆ味みはもってません」

「王女の救出には、行かなかったのか」

「いけませんねぇ、あなたの見え見えの陽動など、我が主あるじはお見通しですよ」

　ペルデに読まれていた──そう言われて、モニカの口元の歪みが深まった。

「バカめ、そちらはそう読むだろうと、我たしは予想していた」

「強がりが得意なお嬢さんだ」

　つぶやき、マルスは腰こしから剣を抜いた。

「それになかなか面白い手品も使うようですね、お嬢さん──いったいどうやって、ここまでの騎士たちを倒したのですか？」

「あいにく、自分の手の内を明かす趣味は、ない」

「いけませんねぇ、セリフをパクられてしまいました──ですが、まぁいいでしょう。あなたの手品の種は知りませんが、わたしには効かないようですからね」

　と、剣を構えたまま、マルスが前に進む。今までモニカの前に現れた騎士は誰だれもが、モニカに近づく前に倒れていた。だがマルスは、平然と近づいてくる。モニカはわずかに顔をしかめた。

「やはり貴様、〈宵月ソワール〉か」

〈宵月ソワール〉──それは存在するとウワサされる影の存在である。ジュヴレーヌ王国の正規騎士の名めい簿ぼには登録されていない騎士たち。だがその実力は並の騎士以上。主おもに非合法の諜ちよう報ほう活動や破は壊かい工作、いわゆる裏仕事を専門に引き受ける王国の暗部、それこそが〈宵月ソワール〉である。

「いけませんねぇ、そんな簡単に正体をバラさないでください」

　マルスは余裕たっぷりに肩をすくめて見せた。

「我々〈宵月ソワール〉は、あらゆる状じよう況きよう下かで任務を遂すい行こうするため、通常の騎士ではやらないような特とく殊しゆ訓練をします。その中に抗精神系もありましてね。精神操作系の異能力は、わたしには通用しませんよ」

　やはりそうか、とモニカは内心でつぶやく。〈宵月ソワール〉の存在は、モニカもつかんでいた。そして自分の《滅神咒具エスカトロイ》との相あい性しようが最悪だということもわかっていた。だからこそ、リュリシアを誘ゆう拐かいし、そちらに兵力を分散させているスキにこの王宮を狙ねらったのだが、肝かん心じんのマルスはその陽動に乗らなかったのだ。

　だが、その程度はモニカも想定済みだ。マルスと対たい峙じして、モニカはあわてることなく懐ふところに手を入れた。

「お前が消えていれば手間が減っていたのだが──やむをえんな」

　モニカが取りだしたものを見て、マルスはおや、とつぶやいた。

「それはまさか……拳けん銃じゆう、ですか？」

　モニカの片手に握にぎられる黒光りする物体、それは銃である。炸さく薬やくの爆ばく発はつによって弾だん丸がんを発射する、一いつ般ぱん人向けの武器。

「いけませんねぇ。騎士に銃が通用すると思っているのですか？」

　そう、騎士には銃が通じない。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉状態の騎士は、銃弾の動きすら見切って回かい避ひしてしまう。そもそも、銃弾が当たっても、騎士にはたいしたダメージにならない。

「ならば、この銃の威い力りよく試してみるか？」

「ふむ……」

　マルスは一いつ瞬しゆんだけ、躊ちゆう躇ちよするような表情を浮うかべた。相手の真意を探っているのだ。

「まぁいいでしょう。いけないお嬢さんには、さっさと退場願います」

　まっすぐ近づいてくるマルス。モニカは、躊躇なく銃の引き金を引いた。

　火薬の破は裂れつ音が響ひびく。同時に──マルスの肩から出血、マルスは肩を押さえてその場にヒザをついた。

「なん、ですって……」

　驚おどろいたような顔で、マルスは自分の肩を見ていた。ありえない、とその表情が物語っている。よけられなかった、それどころか銃弾がマルスの体を貫つらぬいた。騎士の体を貫くほどの威力？　だが、そんな威力の銃弾を撃うてば、反動で撃った者の肩が砕くだけてしまうはずだ。なのに拳銃を構えるモニカは、平然としている。

「銃弾に貫かれるのは、さすがに初めての経験か？」

　モニカは拳銃を油断なく構えながら、ゆっくりとマルスに近づいてくる。

「くっ」

　歯がみしたマルスが、片手で剣けんを構え、モニカに斬きりかかろうとした──が、モニカの長い脚あしが、そのマルスの手を蹴けり飛ばした。剣が、はじき飛ばされる。

　同時にモニカは躊躇なく、相手の胸に銃口を向け、連続で引き金を引いた。破裂音、同時に、マルスの胸から真っ赤な鮮せん血けつが飛び散り、マルスはゆっくりと床ゆかに倒れていった。

「〈皇覇刻オーバー・クロツク〉が使えず、かわせなかったようだな」

　モニカは空になった弾だん倉そうをいれかえ、弾丸を補ほ充じゆうした。

「言っておくが、この銃はごく普ふ通つうの拳銃だ。しかけはない──もっとも、もう聞こえていないだろうが」

　血まみれになって倒れたマルスを見て、モニカは冷たくつぶやいた。

「まったく、強い騎士ほど一般人を甘く見る。我わたしにとって、これほど戦いやすい相手はいない」

　マルスは勘かん違ちがいしていたが、モニカの能力、《廃墟無錠リユインゼラブル》の力は決して精神操作系の力ではない。

《廃墟無錠リユインゼラブル》本来の力は、あらゆる〈魔ス元ク素レ〉の反応を無効化すること。相手の自我を崩壊させる能力は、相手の体内に流れる〈魔ス元ク素レ〉を無力化したときに起こる副次的なものにすぎないのだ。

　すなわち、〈魔ス元ク素レ〉を使用して戦う騎士のあらゆる能力をモニカは無効化することができる。無効化された騎士は〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使用することができず、それどころか、肉体強度や筋力なども、全て一般人と同等レベルにまで落ち込んでしまうのだ。

「騎士など、〈魔ス元ク素レ〉を無力化してしまえば赤子も同然だな」

　モニカはそのまま広間の奥へと足を進めた。この《滅神咒具エスカトロイ》さえあれば、モニカは騎士に対して圧倒的優位に立てる。相手がペルデであっても、それは同じだ。待っていろ、と内心でつぶやくモニカ。だが──




「いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁせぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇんんんんんんんんんんんんんんんんねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっ!!」




　バキンッ、硬かたいものが砕ける音とともに、モニカの足あし下もとになにかが転がってきた。見ると、それはメガネだった。マルスがかけていたものだろう。だがそのメガネのレンズは砕け、フレームはハリガネ細工のようにねじれていた。よほど恐おそろしい力がかからないと、ここまではならないだろうという壊こわれ方だった。

　そしてモニカが足下のメガネに気を取られたその瞬しゆん間かん──ガシッと、大きな手がモニカの顔面を鷲わしづかみにした。

「げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!!　面おも白しれぇ手品じゃねぇか、小こ娘むすめ！　まさかてめぇ、無効化能力者だったのか！　だが〈宵月ソワール〉舐なめんじゃねぇぇぇぇぇぇぞ、腐くされボケカスがァァァァァァァァァァァッ!!」

　ガンッ。モニカの頭を力任せに床に叩たたきつけるマルス。床にヒビが入った。モニカの頭から真っ赤な血がだくだくと流れ出す。

「無効化能力者たぁ、ビビッたぜ。おかげで死ぬかと思った。けどざぁんねぇぇぇぇぇんっ！　てめえは絶対に無効化しちゃイケねえもんまで無効化しちまったのさ！──このオレの制リ御ミ用ツ人タ格ーをなっ！」

　血走った眼でモニカを見るマルス──先ほどまでの、常に理性的で余裕ぶった表情などカケラもない。メガネを外し大きく見開かれた眼は充じゆう血けつして真っ赤だ。歯は茎ぐきまでむき出しにして下品な笑いを響かせるその姿は、まさに野や獣じゆう。胸の傷からは未だ出血が続いているというのに、ピンピンしている。すさまじい生命力だった。

「〈宵月ソワール〉はなぁ、あらゆる状じよう況きようで任務遂行するために、肉体改造してるわけよ。普通はやっちゃいけねぇような、違い法ほう薬物とか人造筋肉とかを使ってよぉ」

　力任せにモニカの体を投げ飛ばすマルス。モニカは壁かべに叩きつけられ、ゴフッ、口から血がふき出た。体の中で、なにかが潰つぶれるような音がした。恐ろしい怪かい力りきだった。モニカの《廃墟無錠リユインゼラブル》は発動している。すなわち、これはマルスの、〈魔ス元ク素レ〉を使わない素すの状態での怪力だ。通常状態の騎士とほとんどかわらない力だった。
















「そんで〈宵月ソワール〉はなぁ、精神操作をうけつけねぇように訓練すんだよ、精神操作ができねぇくらいに頭のネジ外してパーにしちまうのよ、今のオレみてぇにな」

　容よう赦しやなく、モニカの腹部を蹴るマルス。モニカの口からは声にならない悲鳴じみた音が漏もれた。

「けどさすがにここまでブッ飛んじまったらよぉ、まともな行動ができなくなっちまうだろ？　だから普ふ段だんは〈魔ス元ク素レ〉で形成した疑ぎ似じ人格を上書きしてごまかしてんだよ！」

　うずくまるモニカの胸ぐらを摑み、再度投げ飛ばすマルス。拳銃も葉巻シガールもとっくに取り落としてしまったモニカは、抵てい抗こうなく吹ふっ飛ばされるしかなかった。

「〈宵月ソワール〉か……なるほど、たしかにこれは、我わたしにとって、相性が最悪な相手だ」

　だからこそマルスとは戦いたくなかった。ヴィオたちの陽動も、できればマルスをここから引ひき離はなしたかったからだ。だが、モニカの思おも惑わくは完全に外れてしまっていた。

「げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ！　どーよ、無効化能力者でぇぇぇすキリッ、なぁぁんてドヤ顔決めてたのが五秒で逆転サヨナラ負け食らった気持ちはよぉぉぉ、どんな気持ちだよ、ねぇねぇどんな気持ちだよ、ねぇねぇねぇねぇどんな気持ちか、言ってみろよ!!」

　ボゴッ、マルスのヒザが、モニカの顔面にめり込み、モニカの視界が、暗転した。







「では、王女殿でん下かを返してもらいましょうか」

　ソフィーがつぶやくと、最初に反応したのはリュリシアだった。

「ソフィー卿きよう！　なぜここに!?」

「もちろん、殿下をお助けに参りました」

　ソフィーは少し首をひねった。リュリシアは特に拘こう束そくされておらず、自由だったからだ。人ひと質じちの扱あつかいとしては異常である。だがまぁ──ヴィオとシラーしかいないのなら、納得である。この二人は昔からどこか抜ぬけていると、ソフィーは知っていた。手た綱づなを引くモニカがいない状態では、こんなものだろう。

「来たのはソフィーかよ。変なオバさんをおびき寄せろって言われてたのに、モニ姉ぇのアテがはずれちゃったなぁ」

「…………」

　ヴィオとシラーが前に出る。二人とも武器を持っていた。やはり交戦は避さけられないか、とソフィーも剣を構えた。

　しかし──ソフィーは、思い悩なやむ。ヴィオとシラー、妹二人と戦うのはしかたがないことだと思う。ただ、リュリシアをかばいながら、というのは少々手間がかかりそうだ。

「おやめなさい！」

　そしてどういうわけか、そんなソフィーたちの間に、自由な身のリュリシアが入ってきた。武器で身構える双そう方ほうを押し止とどめるように、リュリシアは仁に王おう立だちとなった。

「ソフィー卿、武器をおさめなさい！」

「……どういうことですか、王女殿下？」

「あなたたちもですわ！」

　と、リュリシアはなぜか、ヴィオたちに向かって偉えらそうに命令する。当然だが、ヴィオが不服そうな声を漏らす。

「えー、ってゆーか、なんでお前なんかに命令されなきゃいけないわけぇ？」

「当然ですわ──姉妹で殺し合いだなんて、そんなバカげたこと、わたくしの目の前でゆるすわけにはいきませんわ！」

　ソフィーは一瞬めまいを覚えた──姉妹、リュリシアは確かにそう言った。ヴィオたちと自分が姉妹だと、バレている？

　口の軽いヴィオのことだから、リュリシアにバラしてしまったとしても不思議はない。だがソフィーにとってその事実は致ち命めい的てきだ。血の繫つながった姉妹が犯罪者だという事実は、確実に出世に影えい響きようしてしまう。最悪騎き士しをクビになってもおかしくない。

　いや、落ち着け──ソフィーは、内心でつぶやいた。自分とヴィオたちが姉妹だという証しよう拠こなど、ない。幸い自分たちは姉妹とはいえ、あまり外見は似ていない。ヴィオがなにを言ったところで、犯罪者のたわごとと処理することができる。

　自分とリュリシアは確かにケンカばかりしてきたが、それなりの信しん頼らい関係も構築してきた。ヴィオとソフィー、二人のどちらの言葉を信じるかといえば、それはもちろんソフィーのほうだ。ソフィーがとぼければ、この状況、ごまかすことは難しくない。

「ソフィー卿。聞きましたわよ。あなたとこの子たちが姉妹だと──本当ですの？」

　リュリシアが尋たずねてきた。

「…………」

　ヴィオとシラーは、なんとなくつまらなそうな顔でソフィーを見つめていた。この後のソフィーの反応など、わかりきっているとでもいうように。

　だからソフィーは、つとめて平静をよそおった。

　顔色も表情も、必要以上に変化させたりしない。不自然にならないよう、ごく自然な風をよそおう。

　声こわ色いろにも動どう揺ようをにじませない。普段どおり、いつもどおりの自分を演出する。

　そして平然と、自分の友人であるリュリシアに向かって、ごくごく普通に、ごまかす言葉を告げれば全て完かん璧ぺきだ。




「はい、ヴィオニエとシラーは私の妹です」




　あれ？──その言葉に、一番驚おどろいたのはソフィー自身だった。ソフィーは自然と、自分でも意識することなく、真実を認めてしまっていた。

「本当、ですの……？」

　尋ねたリュリシア自身もまた驚いていた。あまりにもあっさりとソフィーが事実を認めてしまったことが、彼女にも意外だったのだろう。

「なぁんだ、てっきりごまかすかと思ったのにさぁ」

　ヴィオが片手に弓を持ったままソフィーを見ていた。

「ずいぶんあっさり認めるじゃん」

「そうですね、自分でも、意外ですよ」

　ソフィーは、思わず苦笑を漏らした。リュリシアは、半信半疑、といった顔をしている。

「ソフィー卿、この子たちがあなたの姉妹だと認めますのね？」

「はい、殿下、その通りです」

「なぜ？　それを認めることは、あなたにとってなんの益にもならないはずですわ」

　むしろソフィーにとってはマイナスでしかないだろう。けど、ソフィーは静かにうなずいて見せた。

「殿下は私を信頼して、自分の部下にならないかと誘さそってくださいました──その殿下に対して、ウソをつきたくありません」

「そんな理由で……」

「殿下は、私にとって数少ない友人ですから」

　けど、それが理由の全てではない。

「それに、やはり言えませんよ──妹たちヴイオニエとシラーの目の前で、お前たちは赤の他人だ、なんていうヒドイ言葉は、たとえウソでもね」

　もし仮にシュンがここにいれば、ソフィーと同じことを言っていただろう、きっと。

「ふんっ、なにさなにさ、ソフィー。今さらそんな姉貴ヅラなんかしやがってさぁ」

　と、ヴィオがわめきだした。

「そーんなクサイ演技なんかして、あたしらが今さら改心してお前の言うこと聞くとでも思ったわけ？　んなわけないさぁ！」

「でしょうね、あなたの性格からしたら」

「ソフィー卿、よくって？」

　すっと、リュリシアがソフィーに近づいてくる。

「あなたたち姉妹の事情はよくわかりませんけど──あの子たちがそんな悪人だとは、わたくしには思えませんわ」

「……そうですね、私が言うのもなんですが、あの二人はちょっと思し慮りよが浅いところがありますが、悪人と言うほどひねくれてはいません」

「ですわね。ソフィー卿のほうがよほどひねくれてますわ」

「…………」

　一いつ瞬しゆんだけ、目の前の王女への怒いかりがわきあがった。

「それよりも、武器はありませんの、ソフィー卿？」

「騎き士し剣けんは残念ながら、自分のものしかありません」

「残念ですわね……〈魔弾テイリユル〉なしに戦わないといけないようですわ」

「って、戦う気なのですか!?　いけません、逃にげましょう」

　素手の状態で構えをとるリュリシア。これはさすがにムチャすぎる、とソフィーはあわてた。とにかくリュリシアは無事だったのだし、今はリュリシアを連れてこの場から逃げ出すのが先決だ。ヴィオとシラーは放っておけばいい。幸い、ソフィーの力なら、二人を振ふり切るだけの高速で移動するのはたやすい。

「あの子たちは、あなたの妹なのですわよね、ソフィー卿？」

「それはそうですが……」

「今ここでつかまえなければ、あの子たちの人生はこのままですわよ、それがあの子たちのためになりますの？」

「ですが、そのために殿下を危険な目にあわせるわけにはいきません」

「わたくしのことでしたらご心配なく──剣定の後、思うところあって、かなり特訓してますわ」

「しかし……」

「王女誘ゆう拐かいは重罪ですわよ。彼女たちが逮たい捕ほされれば、確実に死し刑けいになりますわ」

　そうだ、それはソフィーもわかっていた。

「ですけど、もし今ここで彼女たちをつかまえられたら、わたくしの力で、悪いようにはしませんわ」

「いいのですか？」

「そのかわり、二度と悪事をしないよう、あなたがしっかり教育するのですわよ」

　リュリシアとソフィーの視線が交こう錯さくした。そう、これはソフィーにとって、ヴィオたちを大人しくさせる最後のチャンスでもあるのだ。

「あの子たち、腕うでが立つのは間ま違ちがいなさそうですもの──〈宵月ソワール〉として、わたくしの騎士団の非公式メンバーにしてさしあげてもいいですわ」

　リュリシアが抜け目なくつぶやく。シラーの強さは、皇国でリュリシア自身が確かめた。あの実力ならば、味方にすればかなりたのもしいはずだ。

　非公式の騎士、〈宵月ソワール〉の存在はソフィーもウワサで耳にしていた。なるほど、王国の暗部、〈宵月ソワール〉ならば、元犯罪者でも雇やとうことができるというわけか。

「わかりました、殿下──私があの二人をつかまえますので、殿下はその間大人しくしていてください」

　ソフィーは自分の《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》をあらためて構え直した。チャキッ、軽やかに〈魔弾テイリユル〉が装そう塡てんされる。ソフィーの全身を、〈魔ス元ク素レ〉の力が駆かけめぐった。

「大人しくなんてしていられませんわ。わたくし、素手でも戦えますわ」

　と、ファイティングポーズをとるリュリシア──彼女の性格からして、大人しくはしていられないだろうな、とソフィーは思った。少しきついが、ソフィー一人でヴィオとシラー、二人を速そつ攻こうで倒たおさないといけないようだ。

「ちぇーっ、またソフィーと戦うのか……まぁいいさ、シラーと二人がかりならなんとかなるさぁ」

「…………」

「え？　お姫ひめ様さまとは戦いたくないって？　バッカ、お前なんで懐かい柔じゆうされてるのさぁ！」

「…………」

「だからって、お姫様逃がしたら後であたしがモニ姉ねぇに怒おこられるじゃん！」

　なぜかイヤがるシラーを、ヴィオが叱しかりだした。しかけるなら今がチャンス──そう思ったソフィーは、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を発動。先制攻こう撃げきをすることにした。

　ソフィーの体が目にもとまらぬ速さで駆け出した瞬しゆん間かん。

　バリンッ、強きよう烈れつな閃せん光こうが廃はい墟きよの中を駆けめぐった。

「なっ！」

「くっ」

　凄すさまじい光だった。視界が真っ白になって、なにも見えない。いったい何事かと戸と惑まどいつつ、ソフィーはとっさに目をかばった。

　強烈な閃光とともに轟ごう音おんが廃墟内に轟とどろいた。あたかもそれは雷らい鳴めいのようでもある。いったいなにが──しばらくすると閃光が弱まってきたので、ソフィーは周囲の様子をうかがうことができるようになった。

　廃墟が、破は壊かいされていた。ソフィーとヴィオ、双そう方ほうのちょうど中間地点が一直線に砕くだかれ、あたかも地割れが発生したかのようだった。廃墟とはいえ、巨きよ大だいな建造物が、一いち撃げきで真っ二つになっていた。

　そしてその砕かれた中心部に、先ほどまではいなかったはずの人ひと影かげが立っていた。それは長身の人物だった。上級騎き士しの制服を適当に着き崩くずし、無ぶ精しよう髭ひげを伸のばした眠ねむそうな眼の男。手には自身の身長くらいの長さがある鎗やりを握にぎっている。ジュヴレーヌの騎士か、とソフィーはうめく。だが、相手の顔に見覚えがなかった。王都にいる騎士なら、ソフィーはほとんど記き憶おくしているはずなのに……

「そんな……あなたは、シトリ卿きよう？　なぜ王都にいますの？」

　リュリシアがうめく。その名にはソフィーも聞き覚えがあった。

「シトリ……まさか、〈四天劍キヤドリエム〉の一人、〈雷轟レクレール〉シトリ・オリエ・ムール卿ですか!?」

　突とつ然ぜん廃墟の中に現れたシトリは、周囲の様子をながめたあと、どことなく気の抜ぬけた口調でつぶやいた。

「あぁ～、いちおう確認するけど、ここは王女殿でん下か誘ゆう拐かい犯の隠かくれ家が、ってことでいいのかな？」







「や、やっとついた……」

　荒あらく息をはいて王都の中心部に立つのは、シュンだった。

　王都の外れのレストランから王宮まで一直線に走ってきたシュンだが、今は全身汗あせまみれ、肩かたで呼吸をしている状じよう況きようである。本来なら車で移動する距きよ離りを、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による超ちよう高こう速そくで走ってきたのだ。全身を包む疲ひ労ろう感かんは、並ではなかった。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉は騎士を超高速で動かせることができるが、反面、大量の〈魔ス元ク素レ〉を消費する。〈魔ス元ク素レ〉は騎士にとって、第二の体力ともいうべきものだ。消しよう耗もうすれば、すぐには回復しない。

　足りない〈魔ス元ク素レ〉は〈魔弾テイリユル〉によって補給すればいいのだが、騎士見習いであるシュンは普ふ段だん騎士剣けんを持ち歩いていない。いちおうシュンも万が一に備えて〈魔弾テイリユル〉を普ふ段だんから持ち歩いてはいるのだが、それでは全然足りなかった。正直、王宮まで普通に全力疾しつ走そうしたのとかわらないくらい体力を消耗している。

「……ソフィーに、〈魔弾テイリユル〉を分けてもらえばよかったかな……」

　シュンもソフィーもとっさの事態で動どう揺ようしていたし、ちょっと思慮が浅かったかもしれない。根性でここまで走ってきたシュンだったが、もはやヘトヘトだ。

「けど……姉さんを、止めないと」

　少しふらつきながらも、シュンは必死に呼吸を整えて王宮に近づいていった。

　だが、王宮の様子を見た瞬間、シュンは自分が甘かった、と思い知った。

　王宮の正面入り口、その横に、何人もの騎士が倒れていたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うぅぅぅぅぅぅぅぅぅうあああああああああああ!!」

　シュンがあわてて抱だき起おこすと、その騎士は絶ぜつ叫きようし、シュンから逃げるように後じさっていく……命に別状はなさそうだが、あきらかに異常だ。まるで、この世のものではないなにか恐おそろしいものでも見たような有様である。

　他に倒れている騎士たちも、全員地面にうずくまって震ふるえている。死んではいないものの、全員マトモな状態ではなかった。

「姉さんが、やったの？」

　倒れている騎士たちは、王宮の奥へと続いている。状況から考えて、犯人はモニカで間違いないだろう。シュンは、自分が一歩遅おそかったと気づいた。

「急がないと……けどその前に」

　すいません、と謝りつつ、シュンは近くに転がっていた騎士剣を拾った。倒れている騎士たちの誰だれかのものだろう。剣を握り、柄つかをスライドさせ、〈魔弾テイリユル〉を装塡。シュンの体の中を、〈魔ス元ク素レ〉が満たしていった──よし、だいぶ楽になった。〈魔ス元ク素レ〉は補給できた。

　ついでに倒れている騎士たちから、〈魔弾テイリユル〉の予備ももらっていく。やってることはほとんどドロボウだけど、緊きん急きゆう事態だからこれくらいはゆるしてもらおう。

　魔導端末を確認すると、王宮の奥に光点がある。モニカは間違いなくこの先にいるようだ。シュンは端末を制服の胸ポケットにしまい、騎士剣を手に王宮内へ突入した。

　王宮内も外と同様、警備の騎士たちがほとんど全ぜん滅めつ状態だった。だが、倒れている騎士の跡あとをたどっていけばモニカがいるはずだから、シュンにとってはわかりやすい。シュンは王宮の豪ごう華かな通路を駆け抜けていった──が。

　ズガァァァァァンッ、いきなり目の前の壁かべが破は砕さいされた。中から飛び出してきたなにかが、シュンの目の前の床ゆかに叩たたきつけられた。

「い、いったいなにが……って、姉さん!?」

　驚おどろくべきコトに、壁から飛び出てきたのはモニカだった。高級なスーツがボロボロになり、全身傷だらけだった。そんな状態であるにもかかわらず、モニカは咳せき込みながら、ヨロヨロと立ち上がった。

「……だから、姉さんと呼ばれる筋合いはないと言ったはずだ、シュナブラン……」

「そんなことどうでもいいよ、姉さん！　なんでそんなボロボロなの!?」

「げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!!　外に逃にげてもムダムダァァァァァァッ!!」

　モニカが飛び出してきた壁の奥から、人影が飛び出してきた。シュンは、とっさに剣を構えてその攻撃を受け止めるが──ガキッ、〈魔弾テイリユル〉がうまく装塡されない？　装弾不良？　〈魔ス元ク素レ〉がうまく使えない。

　次の瞬間、シュンの体は現れた人影の一撃によってはじき飛ばされた。そのまま壁に叩きつけられるシュン。ごほっ、息が詰つまる。信じられない衝しよう撃げきだった。

「あぁん、なんだぁ？　変なザコ虫をつぶしちまったよ、げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ！」

　耳障りな笑い声を漏もらす人物は、驚くべきことに女性だった。シュンは最初、それが誰なのかわからなかった。

　しかしその顔にはどこか見覚えがある──そうだ、以前、騎士学園の、ソフィーのいる校舎の前で出会った謎なぞの上級騎士。だが、以前会ったときとはあまりにも印象が違ちがいすぎる。メガネをはずし、眼めを大きく見開いて下品な笑い声を漏らすその姿は、もはや別人といってもいいくらい変へん貌ぼうしていた。

　シュンは壁から体を離はなし、よろめくモニカへと接近した。

「姉さん、これはどういうこと？」

「……なんでも、ない」

「けど……」

「なんでも、ないと言っている！」

　シュンを振ふり払はらうようにして、モニカは前に出た。

「あれは我わたしの敵だ。お前が出る幕では、ない」

「でも、姉さんそんな傷だらけで……」

「かすり傷だ」

「威勢がいいなぁ、オイッ！」

　マルスがモニカに肉にく薄はくしていた。シュンと話すスキをついて、一いつ瞬しゆんで接近してきたのだ。マルスの指がモニカの細いクビに食いこみ、そのまま軽々と、モニカの体を片手で吊つり上げた。

「けどざぁぁぁぁぁぁぁんねぇぇぇぇぇぇぇぇんっ！　オレとてめぇの間の絶望的な力の差はどうしようもねぇんだよっ!!」

　マルスが、モニカの体を王宮の壁に叩きつけた。壁があっさり砕け、モニカの体がめり込む。壁がまるで発はつ泡ぽう材のようだった。

　マルスがそのまま壁沿いを走る。モニカの体は壁にめり込んだまま引きずられて、ますますボロボロになっていく。

「や、やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　叫さけび、シュンはマルスめがけて飛び出した。剣けんを構えて、迷いなくマルスに立ち向かう。どんな理由があっても、モニカがこれ以上傷つけられるのを、見ていられなかった。

「なんだぁぁ、小こ僧ぞう、このゴミ虫を返して欲しいのかぁ？　そらっ、そんなに欲しけりゃくれてやるよっ！」

　ブンッ、マルスはモニカの体をシュンめがけて投げつけた。それこそボールでも投げるように軽々と、無造作に。シュンは、とっさに構えていた剣を手放し、モニカの体を両手でしっかりと受け止めた。だが。

「お馬ばぁぁぁぁ鹿かさぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！　罠わなに決まってんだろぉがッ!!」

　ドゴッ、モニカの腹に、マルスの跳とび蹴げりが決まった。モニカの体の中でなにかが砕ける音が響ひびき、モニカの口からなにかが吹ふき出る。モニカを受け止めたシュンもまた、その蹴りをまともに食らったも同然だった。モニカをかかえたまま一いつ緒しよに吹っ飛ばされるシュン──壁に再度叩きつけられる。ゴフッ、ノドの奥から苦い物がこみ上げてきた。血の混じった液体だった。おかしい、先ほどから、体に力が入らない。両手でかかえるモニカの体もズシリと重く感じる。騎士の腕わん力りよくなら、人間一人なんて軽いはずなのに……

「どうだ？　今のは手て応ごたえあったぜ。ゾーモツが潰つぶれたんじゃねぇか？」

「姉さん、大丈夫？　とにかく、今は逃げようよ」

「……うるさい、逃げるなら一人で逃げろ、シュナブラン！」

　強がり、なおも立ち上がるモニカだったが、明らかに限界だった。フラフラとして、もはや自力で立つことも難しい状態である。シュンの目から涙なみだがこぼれた。

　モニカがこんなにボロボロになっているのが悲しい。こんな姉の姿、見ていられない。けど、それ以上に悲しいことがある──レストランでモニカと出会ったとき、あのとき、シュンにはチャンスがあったのだ、モニカを説得し、こんなバカげた復ふく讐しゆうを諦あきらめさせるチャンスが。

　だが失敗した。シュンの言葉はモニカに届かなかった。その結果が今のこの状態だ。シュンがモニカを説得できなかったばかりに、結果としてモニカはこんなにボロボロになっているのだ！

「もう、もうやめてくださいっ」

　シュンは、モニカの前に出た。マルスが睨にらんでくる。

「なんだぁ、小僧。てめぇ、どっかで見た覚えのある顔だな……」

「なんで、なんでこんなことをするんですか、なんでこんなひどいことを！」

「ブワァァァァァァァァァカッ!!　こいつはテロリストだぞ？　オレはこいつをぶちのめすっていう自分の仕事してるだけだよっ！」

　マルスはシュンの制服を摑つかみ、片手で軽々と吊り上げるや、地面に叩きつけた。衝撃に、口から血が漏れた。

「あぁ、そっか、思い出したぜ。てめぇ、シュナブランとかいう小僧じゃねーか。なんだ、てめぇ、王国の騎き士し見習いの分際で、テロリストの肩持つ気かよ!?」

「ふざけるな」

　そうつぶやいたのは、モニカだった。切れ切れの呼吸の中、モニカはそれでもマルスを睨みながら告げる。

「そんな小僧など、知らん。勝手に我たしの仲間にするな……」

「てめぇは、黙だまってろよぉぉぉぉ!!」

　マルスの蹴りがモニカに炸さく裂れつ。モニカは再度壁まで吹っ飛ばされ、床に崩くずれた。さすがに体力の限界だったか、モニカはそれ以上、立ち上がろうとしなかった。

「よぉ、小僧、てめぇ、起きろや」

　マルスはなにを考えているのか、床に倒たおれたシュンの頭を鷲わしづかみにして持ち上げた。頭からメリメリ音がする。すさまじい握あく力りよくに、シュンは苦く悶もんの声を漏らした。

「なぁ、小僧。てめぇ、なんでテロリストをかばう？　てめぇ、こいつの味方なのか？」

「……そ、れ、は……」

「げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ、けど、安心しろや、小僧。オレの目的はあの女で、てめぇのことは正直どぉぉぉぉでもいいんだよ」

　下品に笑い、マルスはシュンから手を離した。床に落ちるシュン。と、マルスは騎士剣を摑み、シュンの目の前の床にその剣を突つき刺さした。

「小僧、あの女にこいつでトドメを刺せや」

「っっ!!」

「げぎゃぎゃぎゃぎゃ。てめぇがこいつの味方じゃねぇって、証明してみろや。そうすりゃ、オレも上には報告しないでおいてやるよ、どうだ？　オレ、優しいだろぉぉぉぉ？」

「…………」

「てめぇ、確か騎士の内定決まってんだろ？　王女とも仲いいんだろ？　こんなスキャンダル、バレたらおしまいじゃねぇか。げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ、悪い取引じゃねぇはずだぜ。こんなテロリスト、捕つかまりゃ死し刑けいなんだからよぉ、てめぇがちょっとばかり早く死刑執しつ行こう人になってやるだけだよぉぉぉぉ」

「……けか」

「あん？　なんだぁぁぁぁ？」

「……それだけ、か」

「あぁ、そうだよ、こいつにトドメを刺す、それだけでいいんだよ、小僧。簡単な、ガキでもできるお使いだろぉぉぉぉ」

「言いたいことはそれだけか！　と、言ったんだっ！」

　叫び、シュンは、怒いかりに燃える眼で目の前の、マルスを睨んだ。マルスが、おやぁ、とシュンを睨む。

「なんだ、その反はん抗こう的な眼は。まさかてめぇ、ナマイキ言ってオレに逆らう気か？」

「従うはずないだろっ!!」

「よぉ、小僧。オレ、これでもてめぇのこと買ってんだぜ。だから優しいオレが、最後のチャンスをくれてやるよ。てめぇ、騎士になりてぇんだろ？　出世したいだろ？　このままテロリストの仲間として一生追われ続ける人生なんて、イヤだろ？　これが最後のチャンスだ──その女、殺せや」




「　騎士になれなくてもいい！


二度とこの国に戻もどれなくてもいい！

一生追われ続けるのだって望むところだ！

そんな命令、死んでも聞けるもんか！　」






「なら、死ねやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ドゴッ、マルスの硬かたい拳こぶしが、シュンの顔面にめりこんだ。







　シトリ・オリエ・ムール──ソフィーも、会ったことはないが名前だけは知っていた。

〈四天劍キヤドリエム〉と呼ばれるジュヴレーヌ最強クラスの騎士の一人。北方侵しん略りやく戦争において、ペルデとともに戦場を駆かけ抜ぬけ、人類を勝利へと導いたといわれる英えい雄ゆう。

　国境の砦とりでを護まもっているために王都にいたソフィーは会ったことはないが、騎士団内では半ば伝説として語られるほどの騎士である。

　目の前にいるシトリは、瘦やせた男だった。戦争世代なら、年ねん齢れいは五十近いはずだが、目の前のシトリはそれよりももっと若々しく見える。

「ふむ……リュリシア王女殿でん下か、は無事ですな？」

「え？　えぇ、もちろんですわ」

　ソフィーの隣となりにいるリュリシアがうなずく。まずいな、とソフィーはうめく。せっかくリュリシアと上う手まく事を運ぼうとしていたのに。王国の正規騎士に発見されてしまっては、ヴィオたちをかばうことはできない。

「そちらにいる人は……ふむ、我が国の騎士か」

　と、シトリはソフィーを見つめる。はい、とソフィーはうなずいた。

「ずいぶん早いな。わたしが一番乗りだと思ったのに」

「私は現場の近くにいたもので、いち早く王女殿下救出に駆けつけました」

　ソフィーは平然とそう答える。取りあえずこの場はこうやってごまかすしかないだろう。

「ともあれ、人手があるのはちょうどいい。王女殿下を連れて逃にげろ。まもなくわたしの部下たちが追いつくだろうから、そちらに合流しろ」

　シトリはソフィーにそう告げ、自身はヴィオたちへと向き直った。

「こちらの誘ゆう拐かい犯の相手は、わたしがするとしよう」

「なになにぃ、今度は変なオジさんが相手かよぉ」

「…………」

「わたしも昼ひる寝ねの時間──もとい、瞑めい想そうの時間が迫せまっているので、さっさと終わらせてもらうよ」

　どうやら、シトリはヴィオたちと一戦交まじえるつもりらしい。だがこの状じよう況きようでは、あまりうれしくない。もし万が一シトリにヴィオたちが敗やぶれれば、二人の命はない。

「どうしますの、ソフィー卿きよう？」

　リュリシアがソフィーに小声で尋たずねる。二人だけだったらヴィオたちのこともごまかせるかと思ったが、シトリの目があるこの状況ではムリだ。

「一いつ旦たん、この場は引くしかないでしょう。シトリ卿に怪あやしまれます」

「それでいいんですの、あなたは？」

「ですが、他に方法が……」

　ソフィーとリュリシアが小声で話し合っているが、ヴィオはそこまで気が長くなかった。

「まぁいいや──どっちにしろ、オジさんを倒すしかなさそーだし」

　言い、ヴィオが手に持っていた弓を構える。ヴィオの《滅神咒具エスカトロイ》、《天楼閣弓ドンジヨン》である。真っ赤な矢が自動的につがえられ、シトリめがけて目にもとまらぬ速さで放たれた。

「ふむ、飛び道具を使う騎士は、めずらしいな」

　シトリはそんなつぶやきとともに、手の鎗やりを振るった。ガキンッ、硬い音とともに、ヴィオの矢が叩たたき落とされてしまう。

「…………」

　だがそのスキを逃のがさず、シラーがシトリに接近していた。シラーの両手には小しよう剣けんが握にぎられている。左右からの鋭するどい斬撃が、シトリに迫った。

「なかなか速い。思ったよりは強い」

　だがやはりシトリは、どこか余裕を感じさせる言葉とともに、シラーの斬撃を鎗一本でしのいでしまった。

「けど、〈四天劍キヤドリエム〉を倒せるほどじゃないな」

　ガキンッ、シトリの握る鎗がスライド、〈魔弾テイリユル〉が装そう塡てんされた。同時に、シトリの鎗が輝かがやき出す。バリバリと、周囲にすさまじい稲いな妻ずまが飛び散った。鎗が放電しているのだ。

「…………」

　シラーが、シトリに連続して斬撃を放った。だが、その攻こう撃げきをシトリは鎗で受け止める、同時に、バリンッ、シラーの体が、一いつ瞬しゆん光った。接せつ触しよくした剣を通じて、シラーの体を高圧電流が流れたのだ。

「…………」

　さしものシラーも、その動きが一瞬止まった。

「はい、おしまいっ！」

　シトリの鎗が、シラーの胸をあっさりと貫つらぬいた。

「そんな！　あの子があんなあっさり負けるなんて……」

「いえ、シラーはまだです」

　ソフィーがつぶやくとおり、シラーは一瞬動きが止まったものの、まだ無傷だった。

「うん、手応えがない？」

　シトリが怪け訝げんな声を漏もらす。シラーの胸を貫いた感かん触しよくが、手に伝わってこなかったのだ。

「実体がないのか、こいつ？　しかしこの感覚、昔どこかで……」

「シラー!!」

　ヴィオが叫さけび、目にもとまらぬ速さで矢を放った。シトリの体を、雨あられと降り注ぐ無数の矢が襲おそった。

「おぉっと、こいつは……まさか！」

　シトリが手の鎗を高速回転させ、ヴィオの矢をガードする──そのシトリが、ヴィオを睨にらんだ。今までのように眠ねむそうな眼ではない、強きよう烈れつな輝きの宿った眼が、ヴィオを捉とらえていた。

「思い出したぞ──その弓、〈魔王コシユマル〉が使っていた《滅神咒具エスカトロイ》ではないか！」

「「なっ！」」

　ソフィーとリュリシアの声が重なった。ソフィーは、迂う闊かつだった、と後こう悔かいした。シトリは戦争世代の騎士──ならばソフィーたちの母である〈魔王コシユマル〉との交戦経験があったとしても、おかしくはない。

「これはまた、とんでもないものを見つけてしまったな」

　ジャジャジャジャジャジャジャ、シトリの鎗が、〈魔弾テイリユル〉を高速で排はい莢きようした。同時に、シトリの全身を真っ白な輝きが包み込む。バジバジッ、その全身から稲妻が飛び散り、廃はい墟きよの中を眩まばゆいばかりの輝きが包み込んだ。

「こいつは瞑想なんかしてる場合じゃない──二十年ぶりくらいに、本気をださないといけないなァ」

「…………」

　シラーが、シトリに襲いかかった。だが次の瞬しゆん間かん、シトリの姿がかき消えた。

「遅おそいなァ」

　背後に現れたシトリの鎗が、シラーを貫いた。同時に、シラーの全身を電流が走る──シラーは一瞬苦く悶もんの表情を浮かべたものの、すぐさま離はなれ、体勢を整える。胸に傷はない。

「実体がない相手ってのは厄やつ介かいだなァ──先に、実体があるほうをしとめるか」

「え？」

　バリンッ、雷かみなりが落ちたときのような轟ごう音おんが轟とどろき、同時に後方にいたヴィオの背後にシトリの姿があった。

「なに、こいつ……」

「これで終わりだなァ」

　轟音、ヴィオの体を強烈な電でん撃げきが貫き、次の瞬間、ヴィオは白目をむいてその場で引ひっ繰くりかえった。

「…………」

　すぐさまシラーが、姉の元へ駆けつける。だが。

「次はお前だ」

　シトリの鎗が、またしてもシラーに突き刺さった。だが、やはりシトリの鎗には、空気を貫くように手応えがない。

「斬撃は無効──しかし電撃は、多少の効果があるようだなァ」

　ババババババババリンッ、凄すさまじい閃せん光こう。シラーの全身を雷が貫いた。シラーは、苦しげにその場にヒザをつく。全身から煙けむりが立ち上り、焦こげ臭くさい匂においが周囲に漂ただよっていた。シトリの言葉通り、シラーにも確実にダメージが通っていた。

「さぁて、ペルデ卿には捕らえろって言われたが、相手が魔族なら話は別だ──さっさと殺すかなァ」

　ジャギンッ、シトリは鎗の弾だん倉そうを入いれ替かえ、新たな〈魔弾テイリユル〉を装塡した。バチバチッ、と鎗が再び放電を開始する。

　シトリが鎗をシラーに突き刺そうとした瞬間──ジャキンッ、とその鎗が弾はじかれた。

「──ふむ、どういうつもりだ？」

　シトリの前に立つのは、ソフィーだった。ソフィーは《聖堂光剣カセドラル》によって、シトリの突きを弾いたのだ。

「すいません、リュリシア殿下──もう、これ以上は見ていられませんでした」

「ソフィー卿……」

　ソフィーとシトリが対たい峙じする。一瞬でヴィオを倒たおし、シラーさえも追おい詰つめたシトリの実力は凄まじい。〈四天劍キヤドリエム〉の実力はウワサ以上だ。正直ソフィーでも勝てるかはわからない──だが、ソフィーには、妹たちが殺されるのを黙だまって見ていることはできなかった。

「変だと思っていたんだ、わたしよりも早く他の騎士がここに来れるはずはないと──お前も、こいつらの味方だったわけだなァ」

　ギラリと、殺気のこもった眼差しがソフィーを捉えた。最初に現れたときはなんとも眠そうな眼だったはずなのに、今のシトリには、歴戦の勇士を思わせる眼力が宿っていた。

「味方かどうかはわかりませんが、あなたにこの子たちを殺させるわけにはいかないのですよ」

《聖堂光剣カセドラル》を構えるソフィー。それを見て、シトリはそういうことか、とつぶやいた。

「この廃墟に来たときから違和感があったが──今、ようやく全部がつながったぞ！」

「なにを言いたいのですか？」

「娘むすめ、お前は魔族だなァ？」

「！」

　まただ、また見破られた──ソフィーは、歯がみする。前回、皇国でも、剣聖ヴァントに魔族だと看破された。同じことが再度、ここでも起こったのだ。

「その剣にも見覚えがあるぞ、〈魔王コシユマル〉の剣だ。実体のないさっきの娘にも、覚えがある、〈魔王コシユマル〉の体はどんな攻撃もすり抜けてしまった──お前たちは全員、魔族の残党ってことだなァ」

「…………」

「トボけてもムダだ。わかりにくいが、魔族と人間は〈魔ス元ク素レ〉の気配がちがうからなァ──なるほど、ペルデ卿がなんで今さらわたし等らを集めたか不思議だったが、そういう事情だったワケか」

「……シトリ卿、事実ですの！」

　リュリシアが、大声で叫んだ。シトリがチラリとそちらのほうを見る。

「その者たちが魔族だというのは、本当に事実ですの!?」

「えぇ。王女殿でん下かはお若いからわからないでしょうが、わたし等の世代は、魔族をよく知ってますからなァ」

　ついに恐おそれていたことが現実になってしまった──ソフィーは、思う。リュリシアに魔族だとバレてしまった。これはもう、決定的だ。もはやこれ以上、この国にはいられない。

『……シラー、大だい丈じよう夫ぶですか』『…………』視線でシラーにそう尋たずねてみると、シラーは苦しげにかすかにうなずいた。なんとか自力で動けるようだ。だが問題はヴィオだ。電撃を食らったヴィオは失神して、ピクリとも動かない。死んではいないようだが、意識を取とり戻もどすには時間がかかりそうだ。

　ソフィーが今ここでなすべきことは、ヴィオとシラーをつれて逃げること、ただそれだけだ。

「まったく、我が国の騎士団に魔族が紛まぎれ込んでるなんて、とんだスキャンダルだなァ──すいませんが、リュリシア王女殿下。自力で逃げてもらえませんか？　わたしは、こいつ等全員を始末しないといけないんでね」

　シトリが平然と、そんなことを告げる。だが、リュリシアは逃げようとはしなかった。

「シトリ卿きよう、まさか全員を、殺す気ですの!?」

「当然です。魔族に人権などない。魔族との勝負は、殺すか殺されるか、ただそれだけですからなァ」

「そんな……」

　絶句するリュリシア。まずいですね、とソフィーはうなずく。ここで戦うとリュリシアを巻まき込んでしまうだろう。ソフィーとしても、それは避けたいところだ。

「シラー、外へ！」

「…………」

　ソフィーは妹に合図をして、駆かけだした、倒れているヴィオは、シラーがかかえる。幸い周辺には廃墟が建ち並んでいて、隠かくれる場所にはことかかない。外に出れば、逃げるチャンスが……

「逃げられると、思ったか」

　ババババリンッ、廃墟内で稲いな妻ずまがほとばしった。なっ、とソフィーがふり返った瞬間には、すでに視界が真っ白な雷らい光こうによって埋め尽くされていた。

　凄まじい電撃。全身が麻痺して、体が自由に動かない。ソフィーはとっさにガードしようとしたが、そもそもガードなどしようがない。高熱が周囲を包み込み、なにかが焼けただれるような悪あく臭しゆうがただよう。

　ババババババババババ、バンッ！　最後に爆ばく発はつが発生。ソフィーとシラー、それにヴィオは、爆発によって弾き飛ばされた。

「魔族は確実に倒す──それがわたしの使命だ」

　シトリがソフィーへと追つい撃げきしてくる。ソフィーは《聖堂光剣カセドラル》で相手の鎗やりを受け止めた。が、受けた瞬間、剣を伝わって電撃が走る──ダメだ、普ふ通つうに受け止めても、ダメージを受けるだけだ！

　ヴィオをかかえるシラーは、まともに戦える状態ではない。ここはソフィー一人で切り抜けないといけない。だが、相手が悪い──

　その時、異変が起こった。

　ピッ、ギシッ、バリンッ、と、なにかが破砕されるような不吉な音が響ひびく。何ごとかとふり返れば、廃墟の壁かべに亀き裂れつが走り、建物全体が大きく傾かたむきはじめたではないか！

「おぉっと、暴れすぎたか？」

　シトリが強きよう烈れつな雷らい撃げきを使いすぎたせいか、廃墟が耐えかねたかのように崩ほう壊かいをはじめたのだった。

「え？　そんな……」

　廃墟内に立ちつくすリュリシアが、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「リリィ！」

　ソフィーは、思わず友人のあだ名を口にしていた。シトリの横をすり抜け、一直線にリュリシアへ駆け寄る──リュリシアは、動どう揺ようしているのか、あるいは、シトリの雷撃を受けてしまったのか、廃墟の中で硬こう直ちよくしている。そもそもリュリシアは騎士剣を持っていないため、〈魔ス元ク素レ〉を自由に使うことができないのだ。

　倒とう壊かいが始まると、廃墟が崩くずれ去るのは早かった。もともと老ろう朽きゆう化かが進んでいたのかもしれない。それこそあっというまに一階が崩れ去り、大量のガレキが周囲に飛び散った。

「……な、なにが？」

　廃墟の倒壊に巻き込まれたリュリシアは──無傷だった。周囲は薄うす暗ぐらい。ガレキが上に重なって、リュリシアたちを埋め尽くしてしまったようだ。けど、リュリシアの上にガレキはなかった。

「……ご無事ですか、殿下」

　なぜなら、ソフィーがリュリシアの上に、覆おおい被かぶさるようにしていたからだ。見れば、巨きよ大だいなガレキの破片がソフィーの背中に乗っていた。車くらいの大きさがある破片である。それをソフィーは一人で持ち上げ、リュリシアをガレキから護ってくれていたのだ。

「ソフィー卿、あなたこそ大丈夫ですの!?」

「当然です、この程度……」

「…………」

　さらに、横から動く気配。見ると、近くにシラーもいた。シラーは無言のまま、ソフィーにのしかかる巨大な破片に手をかけると、力任せに押しのけた。

　ズシン、ガレキが重い音とともに倒れる。ようやく外へ出ることができた──夜闇に包まれた廃墟街の中、一つの構造物が完全に粉ふん砕さいされ、ガレキの山となっていた。その中心部にいたのに、リュリシアは奇跡的に無傷で済んだ。

　これもすべてはソフィーたちのおかげだ──リュリシアは、改めてソフィーを見た。

「ありがとうございますわ、ソフィー卿。あなたのおかげで助かりましたわ」

「別に、たいしたことはしていませんよ」




「戦せん闘とうの最中によそ見とは、いかんなァ」




　ザシュッ、ソフィーの肩かたを、シトリの鎗が貫つらぬいた。鮮せん血けつが飛び散り、リュリシアの顔を汚よごした。バジンッ、ソフィーの体を雷撃が襲おそい、ソフィーはそのままうつぶせに倒れた。リュリシアは思わず短い悲鳴を漏らした。

「なんてことを……」

「言ったはずだ、魔族は逃がさんと」

　ガレキの上に立ち、鎗を構えるシトリの眼には、まったく躊躇ためらいがなかった。まるで、魔族を殺すためだけに生みだされた機械のようでもある。

「…………！」

　シラーが動いた。肩の傷を押さえてうずくまるソフィー。その姉の姿に怒いかりを覚えたか、シラーは目の前のシトリに正面から躍おどりかかった。

「お前には、電でん撃げきのほうが通用するみたいだな」

　シトリの鎗が放電。シラーの体を強烈な電撃が包み込んだ。声にならない悲鳴を漏らすシラー。シラーの体から煙けむりが立ち上り、焦こげ臭くさい匂においが周囲に漂ただよった。

　ガクッ、と雷撃をまともに食らったシラーはその場にヒザをついた。

「魔族が王女殿下をかばった？　バカな奴やつらだ。そんなことをしたって、お前等の罪が消えるわけではない。お前等は、存在そのものが罪悪なんだからなァ」

　シトリは鎗を振り上げた。うずくまったソフィーにトドメを刺さす気だ──リュリシアは、思わずシトリにつかみかかり、ギリギリでその攻こう撃げきを止めた。

「おやめなさい、シトリ卿！　この人は、わたくしの命の恩人ですのよ!?」

「でも魔族です」

　シトリは、理由はそれだけで十分だ、とでも言わんばかりだった。

「魔族は殺さねばならない。それ以外に人類の生き残る道はない」

「わたくしには、この子たちよりあなたのほうがよほど害悪に見えますわ！」

　抵てい抗こうできないソフィーたちを躊ちゆう躇ちよなく殺そうとするシトリは、リュリシアから見ても異常だった。魔族が人類の敵とはいっても、それは三十年も昔の話で、リュリシアにはあまりピンとこない話でもある。

「くっ！」

　ソフィーは傷つきながらも、シトリのスキを逃のがさなかった。倒たおれた体勢から飛び起きるや、凄すさまじい勢いの回し蹴げりがシトリの胸に炸さく裂れつ。シトリはとっさに鎗でガードしたものの、そのまま弾はじき飛ばされた。

「ソフィー卿！」

　思わずリュリシアが叫さけぶと、ソフィーは一いつ瞬しゆんだけリュリシアを見た。そして、悲しげにつぶやく。

「申し訳ありません、殿下──あなたの騎士団に入りたかったのですが、どうやら、もう不可能なようです」

「そんな……」

「シラーっ！」

「…………」

　ヴィオをかかえたシラーが、ふらつきながらソフィーに近づいた。同時に、ソフィーは片手に構えた《聖堂光剣カセドラル》を発動。ジャギンッ、《聖堂光剣カセドラル》の柄つかがスライドして〈魔弾テイリユル〉が排はい莢きようされた。

　超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──ソフィーの全身を、すさまじい〈魔ス元ク素レ〉が駆けめぐる。同時に、輝かがやくソフィーはヴィオとシラーの体をかかえ、目にも止まらぬ速さで駆けだした。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉状態の騎士よりもなお速く、ソフィーの体は一瞬で廃墟の奥へと消えていく。

「こいつは速い──けど、言っただろう、逃がさないってなァ」

　ジャジャジャジャジャジャジャジャジャジャギンッ、シトリの鎗が、装そう塡てんされた〈魔弾テイリユル〉を一瞬で排莢、同時にシトリの全身を凄まじい電撃が走る。手の鎗に雷撃が収束し、まるで太陽のように輝きだした。

「〈雷轟レクレール〉と謳うたわれたわたしの突つきの射しや程てい距きよ離りは──無限大だ」

　シトリが、輝く鎗を正面に突き出した──瞬間、前方に上空から凄まじい雷かみなりが落下する。バリン、廃墟の真ん中で爆発、一いつ拍ぱくおくれて突とつ風ぷうが、リュリシアたちのいる場所まで到とう達たつした。

　信じられない──リュリシアは、呆然と前方を見る。落らく雷らいがあった前方の、廃墟街が根こそぎ消しよう滅めつしていた。まるで、隕いん石せきでも落ちてきたかのような惨さん状じよう、地面がひっくり返っている。

「ま、これだけやればさすがの魔族も死んだだろうなァ」

「……死ぬはずがありませんわ」

　シトリの言葉に、思わず反論するリュリシア。

「そうですわ、わたくしのライバルが、この程度で死ぬはずなんて、ありませんわ……」

　それはむしろ、自分自身に言い聞かせているようなセリフでもあった。シトリはそんなリュリシアを見て、今さら思い出したように白々しく尋ねてきた。

「王女殿下、お怪我はありませんか？」

「……えぇ、おかげさまで」

　とげとげしく答えるリュリシアだが、シトリは全然気にした風もなかった。それどころか、最初に会ったときと同じ、いかにも眠ねむそうな眼をしている。

「それはよかった。すいませんね、王女殿下。わたしは、興奮するとちょっと加減ができなくなる性た質ちでしてね」

「わたくしを助けに来てくれたことには感謝しますわ……ですけど、その後のあなたの態度、問題にさせていただきますわよ」

「どうぞ、ご自由に」

　シトリが眠そうな顔であくびをする──と、外から複数人の気配が近づいてきた。やがて、リュリシアたちの元に王国の騎士たちが駆けつけてきた。

「シトリ卿きよう、遅おそくなりました！」

「やっと来たか──それじゃ、後は頼たのむ。あっちの爆ばく発はつ跡あとに犯人の死体があるはずだから、さがしておけ」

「了りよう解かいです！」

　シトリはどことなく投げやりな口調で告げた後、リュリシアの隣となりに立った。

「では、王女殿下。王宮までご案内しましょう」

「……えぇ、お願いしますわ」

　うなずくリュリシア──今は、うなずくことしかできなかった。

　いろいろと複雑な想いをかかえたまま、リュリシアは、護衛の騎士たちとともに王宮へと向かった。







「なら、死ねやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ガスンッ、マルスの硬い拳こぶしが、シュンの顔面に入った。見事なストレート、常人なら死にかねないほどの威い力りよく。

「…………」

　だがシュンは、相手の拳を顔で受け止めたまま、微び動どうだにしない。拳の向こうにある、マルスの歪ゆがんだ顔をまっすぐ見つめていた。

「なんだぁ、小こ僧ぞう。てめぇ、雰ふん囲い気き変わったな？」

「……力を貸して、《凱旋門兜ドウリオンフ》」

　シュンがその名を口にした瞬間、シュンの脳のう裏りに幻げん聴ちようが響ひびいた。

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確認。　】

【　前方の生命体の敵性如何いかんの審しん議ぎを開始します。　】

　それはシュンの《滅神咒具エスカトロイ》、あらゆる『敵』を倒す力を秘めた《凱旋門兜ドウリオンフ》の放つ声だった。

【　──審議中、審議中、審議中、審議中、審議中──審議完かん了りよう。　】

【　前方の生命体を敵性個体と認定します。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》〔絶勝クロウ・バルラッシェ〕の《凱旋門兜ドウリオンフ》の使用を承認します。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの頭を、光が包み込む。それは黄こ金がね色いろの兜かぶとだ。並み居る敵を蹴け散ちらす力を持った、最強の兵器である。

「なんだなんだ、小僧、てめぇまで手品が使えるのかよ！」

　マルスは、いかにも面めん倒どうが増えた、という口調でつぶやき、腰こしに手を伸ばした。

「けど、なんだか力が戻もどってきたな──そこの女が弱ったせいで、無効化能力も消えたみてぇだな！」

　モニカは床ゆかの上に倒れたまま、グッタリしている。マルスに一方的にやられてしまい、体力の限界なのだろう──シュンは、ギリッと奥歯を嚙かみしめた。

「初めてだよ──ここまで、他人に怒りを覚えたのは！」

「オレも同じだ、小僧、てめぇムカつくんだよ！　楽には殺さねぇぞ！」

　ガキンッ、マルスの腰に挿してあった剣けんの柄つかがスライドし、自動で〈魔弾テイリユル〉を排莢。マルスの全身を〈魔ス元ク素レ〉の輝きが包み込んだ。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉、超加速したマルスが、一瞬でシュンの背後に回り込んできた。そこから、シュンを摑つかもうと腕うでを伸ばす。シュンはふり返ることなくその腕を振り払はらった。

「ほぉ、今の動きに反応できるか！」

　マルスがさらに加速。速い。《凱旋門兜ドウリオンフ》を使うシュンと、ほぼ互角の速度。しかもマルスは〈宵月ソワール〉だけあって、確実に死角に回り込んで攻撃しようとしてくる。正面から戦ってくれないのは、やっかいだった。

「けどまだ甘あめぇぇぇぇ!!」

　ダンッ、マルスが勢いよく足あし下もとの床を踏ふみつけた、瞬間、地面が砕くだける。地面が地割れのように真っ二つになりながらシュンに襲おそいかかった。とっさに跳んで回かい避ひするが、下から強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はが巻きおこり、シュンの体を吹っ飛ばした。

「まだまだぁぁぁぁ!!」

　跳ちよう躍やくしたマルスが、吹っ飛ばされたシュンを追つい撃げきしてくる。マルスの拳が、シュンに向かって突き出された。十分な距きよ離りがあったはずなのに、シュンの腹部に衝しよう撃げき。見えない拳に殴なぐられたかのようだった。息が詰まる。

　ガシッ、そのままマルスの腕がシュンの肩かたを摑み、持ち上げた。

「つかまえちまえば、こっちのもんよ！」

　壁かべを蹴り、マルスはシュンを摑んだまま床めがけて落下──その勢いに任せて、シュンの体を下に叩たたきつけた。砕ける床板、シュンの体の中でもなにかが砕けるような感覚。

「おらおらおらおらおらおらおらおらおらおらぁぁぁぁっっ!!」

　マルスはそのまま力任せにシュンの体を持ち上げ、振り回し、叩きつけ、振り回し、叩きつけ──一方的な蹂じゆう躙りんを繰り返した。騎士とはいえ、常識外の怪かい力りき。シュンの体の重さをまるで感じていないかのようだった。

「うらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　壁めがけてシュンの体を放り投げるマルス。シュンは、ほとんど受け身もとれないまま壁に激げき突とつ。悲鳴すら上げることができず、そのまま床の上に崩くずれた。

「なんだなんだ、威い勢せいのいいこと言ったクセして、全然ダメじゃねぇか！　弱よえぇやつってのは、いけねぇよなぁぁぁぁ」

「……いたたた」

　うめき、立ち上がるシュン。マルスは、おや、とつぶやいた。

「まだ立てるか、小僧。根性はあるみてぇだな。けどざぁぁぁぁぁんねぇぇぇぇぇんっ。てめぇが何度立ち上がってこようが、オレはてめぇが死ぬまでぶちのめしてやるだけなんだよっ！」

　ドゴッ、容よう赦しやなく、マルスの蹴りがシュンの顔面に叩き込まれた──だが、シュンは吹っ飛ばされなかった。

「あん？」

　なぜなら、シュンは素手でマルスの蹴りを、しっかりと受け止めていたからだ。

「……確かに、すごい力だよ、あなたの力は」

「なんだ、小僧。てめぇ、まだこんな力が残ってたのか……」

　グッと、マルスの足を摑むシュン。マルスはシュンを振り払おうとするが、マルスの力をもってしても、シュンの腕はビクともしなかった。

「けど……ルケ姉さんの拳げん骨こつのほうが、もっと痛かった！」

　シュンは、摑んだマルスの足を思いっきり引っ張った。体勢の崩れたマルスの胴どう体たいに、容赦なく拳を叩きつける。

「グッ──やるじゃねぇか、小僧、そうでなくちゃおもしろくねぇぇぇぇ!!」

　だが、興奮したマルスには、たいしたダメージにはならなかったようだ。反対の足でシュンの体を蹴りつけ、強引に互たがいの距離を引き離してきた。

「けどなぁ、小僧、てめぇじゃ、オレには勝てねぇ、絶対に勝てねぇ理由があんだよ!!」

　叫さけび、マルスがシュンに殴りかかってきた。

「小僧、てめぇにゃ、信念がねぇ、覚かく悟ごもねぇ、実力もねぇ、なにもかもがねぇぇぇぇんだよっ！」

「覚悟なら、あるっ！」

　相手の拳を額で受け止め、シュンも殴り返す。顔面を拳が捉とらえた。マルスの長身が、折れ曲がるようにして弾かれる。

「ボクにだって覚悟はある、なにがあっても、家族を護ってみせるという覚悟が！」

「口先だけの覚悟なんざ、コンドームよりも薄うすくて軽かりぃぃぃぃっ!!」

　マルスが反対の手で殴ってきたのを、シュンは手のひらで受けた。ゴキッ、手首の骨が音を立てる。それでも、マルスの攻こう撃げきを受け止めてみせた。

「薄くたって軽くたって──それがボクの覚悟だっ!!」

　シュンが殴りかかる。マルスもまた、同様にシュンを殴る。至し近きん距きよ離りから、互いにはげしい拳の応おう酬しゆう。何発も殴り殴られ、ボコボコになりながら、それでも互いに負けられないと、歯を食いしばってぶつかり合う。

「ちったぁ骨があるな、小僧──けど、いいかげんおしまいだ!!」

　叫び、マルスは跳躍、シュンから距離をとった。

「なっ！」

　息を吞のむシュン。マルスはそのまま、壁の上に立っていた。王宮の高い天井付近の壁面に足をめり込ませ、壁に対し垂直方向に直立して、シュンを見下ろしてくる。

「これ以上、てめぇと遊んでいられねぇんだよ、これで終わらせてやる！」

　ダンッ、マルスが、壁に足を叩きつけた。ビギッ、王宮の壁全域に亀き裂れつが走る──次の瞬しゆん間かん、王宮が天てん井じようから、崩ほう落らくを開始した。

「げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!!」

　下品な笑いを響かせながら、マルスも天井のガレキと一いつ緒しよに落下。上空からシュンに襲いかかってきた。

「《凱旋門兜ドウリオンフ》！」

　シュンは、自らの《滅神咒具エスカトロイ》の名を叫んだ──シュンの脳裏で、《凱旋門兜ドウリオンフ》の幻聴が告げる。

【　──解かい析せき中、解析中、解析中、解析中──解析完了。　】

【　敵性個体の詳しよう細さい情報を入手しました。　】

【　個体名、ドレーヌ人、マルス・アラシオン　】

【　固有能力〈宵月ソワール〉及および〈隠密アジヤン〉、〈破壊者ビオラツア〉を所有。　】

「遊びは終わりだ、小僧ぉぉぉぉ、血祭りにしてやんよぉぉぉぉ!!」

　マルスが眼を限界まで見開き、絶ぜつ叫きようしながらシュンへと襲いかかる。速い、けど。

「ボクは、あなたがどんな人かは知らない！」

　シュンも、マルスに向かって叫んだ。

「今までどんな人生を歩いてきたのか、どんなヒドイ人生だったのか、どんなヒドイことを他人にしてきたのか、されてきたのか、そんなことはなにも知らない！」

「なら黙だまってろ、クソガキィィィィ!!」

「けどただ一つ、あなたは絶対にやってはいけないことをした！　モニカ姉さんを、ボクの大切な家族を傷つけた！」

【　入手した情報から、敵性個体に最適化された武装を精製します。　】

【　敵性個体に最も有効な属性［大虐殺アネアン］［筋弛緩パラリジ］［金マ轟ハ力ト］を武装に付ふ与よします。　】

　シュンの右手を光が包む。赤く輝かがやく巨きよ大だいな金属製の籠こ手てが出現し、シュンの右手を覆おおい隠かくした。

「あなただけは絶対に赦ゆるさない！　ボクのこの手で、あの世の果てまでぶっ飛ばしてみせる！」

「見習い風ふ情ぜいが、オレに勝てるわきゃ、ねぇぇぇぇだろぉぉぉぉがっ!!」

　落下しながら、マルスの体が分ぶん裂れつした。残像だ。すさまじい速さで空中を舞い飛びながら、マルスはシュンに迫せまり、シュンの急所を狙ねらって攻撃を繰くり出してくる。

　だがその直前、シュンがマルス本人の両手を、しっかりと摑んだ。残像が消しよう滅めつする。

「力比べで勝てるわきゃねぇだろぉぉがぁっ!!」

【　属性［金マ轟ハ力ト］発動。敵性個体の力を、一時的に上回りました。　】

　シュンの腕に血管が浮うかび上がり、マルスの体を、逆方向に押し返した──マルスの顔が、驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

「なんだとっ！」

「言ったはずだ、ボクにだって覚悟がある！　家族を護るためなら、この身がどうなろうと構わない！」

【　属性［筋弛緩パラリジ］発動。敵性個体の動きを拘こう束そくします。　】

　王宮の一角が崩落する中、シュンはマルスを投げ飛ばした。同時に床を蹴って、マルスを追って跳躍する。

「このクソガキがぁぁぁぁ、覚悟決めたのが自分だけだと思ってんじゃねぇぞっ!!」

　マルスが、動く。体が痺しびれて、明らかに動きが鈍にぶっているのに、歯を食いしばって、凄すさまじい執しゆう念ねんでシュンをむかえ撃ってくる。

「オレにだって覚悟はあんだよ！　このオレを拾ってくれた、ペルデ卿きように、恩を返すって、覚悟が！」

　マルスが拳こぶしを握にぎり締め、シュンめがけて伸ばした。

「てめぇみたいなクソガキなんかに……」

「あなたの覚悟がなんであれ──ボクの家族を傷つけていい理由にだけは、絶対にならない！」

「あんなテロリストをかばって、なんになるんだよぉぉぉぉ！」




「テロリストだって、モニカ姉さんはボクの大切な家族だ！


姉さんのためなら、ボク自身がどんなことになったって構わない！




ボクは、ボクの全てを引き替えにしてでも、ボクの家族を絶対に護る！　　」






　シュンの右手、籠手に包まれた拳が、マルスの顔面に直ちよく撃げきした。マルスの体が弾だん丸がんのごとく弾かれ、床に激突、その上に大量のガレキが崩落──マルスの体は、ガレキに埋まってしまった。

　シュンはすぐさま背後をふり返り、グッタリとして動かないモニカを確認。駆け寄り、両手で抱きかかえ、その場から逃げ出す──なんとか、崩落していない安全な場所まで避ひ難なんすることができた。

「モニカ姉さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ふんっ、よけいなことをしてくれたな、シュナブラン」

　モニカはマルスの手でやられてボロボロだった。だが、思ったよりも元気そうだ、よかった、とうなずく。

「言っておくが。あんな奴やつは、我わたしだけでもどうとでもなった」

　と、モニカが冷たい口調で告げる。だが、いつも通りのそのモニカの姿が、シュンにとっては逆にうれしかった。

「全ては我たしの計画通りに進んでいたというのに、我たしの唯ゆい一いつの誤算は、貴様がこの場に来てしまったということだ」

「うん、わかっているよ、姉さん。姉さんならきっと自力でなんとかできたと思うけど──それでもやっぱりボクは、姉さんのことが、心配だったんだ」

「お前に姉さんと呼ばれる筋合いは、ない」

　今までと変わらない口調でモニカが告げる。けど──シュンは、決心していた。なんとしてでもここでモニカを説得すると。もはやこれ以上、モニカに傷ついて欲しくなかった。

「姉さん、お願いだよ。もう復ふく讐しゆうなんていいじゃない。誰だれが仇かたきかは知らないけど、そんなことしたって父さんも母さんも、たぶん喜ばないよ。そんな傷だらけになって、死にかけて、そこまでして復讐するなんて、おかしいよ！」

「……なぜ、お前はここに来た」

　モニカが、唐とう突とつに尋たずねてきた。

「本気で我たしを説得する気だったのか？　だとしたら、愚おろかなことだ。今さらお前ごときの甘い言葉で考えを変える我たしだと思ったか？　それどころか、お前が我たしと一緒にいるところを見られれば、お前が憧あこがれていた騎士になるどころか、この国にもいられなくなるぞ」

「そうだね、わかっているよ、でもしかたないよ」

　シュンは、あっさりとうなずいた。

「だって、ボクは、家族を護るために騎士になりたかったんだもん。家族を見捨てて騎士になったりしたら、そんなの本ほん末まつ転てん倒とうだよ」

「…………」

　モニカは、シュンの顔を見た。シュン自身、マルスとの戦せん闘とうで傷だらけだった。上うわっ面つらだけで理想をしゃべっているわけではない。シュンは、今まで自分が手に入れようとしていたもの、騎士としての未来、出世、名めい誉よ、そういった全てを捨ててでも、モニカを助けようとしている──その事実が、モニカにも確かに伝わった。

「我たしは……」

「げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!!」

　その時、ガレキの山が爆ばく発はつした、同時にけたたましい奇声を発しながら、ズタボロになったマルスが、ガレキの山から這はい出てくる。

「よくオレを倒たおしたなぁぁぁぁ、小こ僧ぞうぉぉぉぉ!!　けどざぁぁぁぁんねぇぇぇぇんっ！　オレにトドメを刺さなかったのは失敗だったな!!」

「まだ、生きていたのか、死に損ぞこないめ」

　モニカが冷たく言い放ち、マルスを睨にらみつけた。

「確かにオレは死に損ないだ、クソガキの攻撃で全身痺れて、マトモに動けやしねぇ──けどなぁぁぁぁ、クソガキ、覚かく悟ご決めてんのはてめぇだけじゃねぇぞ!!」

　叫さけびながら、マルスはもはやボロボロの服を摑み、力任せに引き裂いた。傷つきながらも、美しい筋肉の盛り上がった、マルスの裸体があらわになる。

「なっ！」

　モニカの、顔色が変わった。マルスの体には、太くて黒いベルトのようなものが巻きつけてあったのだ。

「魔導爆ばく弾だんさぁぁぁぁ。これだけの量がありゃ、この辺りが消し飛ぶ威い力りよくだぜぇぇぇぇ!!」

　まさか、マルスは自爆する気か!?　バカな、ここは王宮。周囲にはまだ、他の騎士たちだって残っているはずなのに……

「〈宵月ソワール〉舐なめんじゃねぇぇぇぇ!!　仕事は命に代えても達成する、これがオレの覚悟だぁぁぁぁ!!」

「そんな、やめてください！　そんなことして、なんになるんですか!?」

　シュンが思わず叫ぶが、血走った眼で狂笑を響ひびかせるマルスにはもはやそんな言葉は届いていなかった。

「げぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃ!!」

　マルスが、ベルトから伸びたヒモを思いっきり引っ張った、瞬しゆん間かん。

　閃せん光こう、爆ばく音おん、爆ばく風ふう。

　周囲一帯を爆発が吞み込んだ。




　同日、同時刻、廃はい墟きよ跡あとと王宮、王都内の二つの場所で、大規模な爆発が発生した。




【　敵性個体の撃げき滅めつを確認しました。　】

【　《凱旋門兜ドウリオンフ》の全機能を再封ふう印いんします。　】

　聞き覚えのある声がシュンの脳裏で響き、シュンは目を開いた。同時にシュンの兜かぶとと籠手が消滅する。

　迂う闊かつだった──シュンは、今さらながら気づいた。シュンの《滅神咒具エスカトロイ》は今まで残っていたのだ。つまり、それは倒すべき敵がまだ残っているということ。《滅神咒具エスカトロイ》が消えていないことに気づいていれば、不意を突かれることはなかったのに……

　シュンは顔を上げて周囲を確認してみた──王宮の一角が、爆発によって完全に崩くずれ去っていた。爆発がすさまじい威力だったのは間ま違ちがいない。ガレキすらも粉々になって、地面までえぐれている。

　だが不思議なことに、爆ばく心しん地ち付近にいたはずのシュンは、ほとんど爆発のダメージを受けていなかった。

「……バカなやつだ、あの女」

　低い声が響く。シュンは、気づいた。目の前に、モニカの長身が仁に王おう立だちとなっている。爆発からシュンをかばうようにして立つモニカ。周囲の地面は消し飛んでいるのに、モニカが立つ位置を起点とした場所だけは、爆発の影えい響きようを受けていなかった。

「姉さん、なんで!?」

「……我たしの《滅神咒具エスカトロイ》の力を、言ってなかったな」

　仁王立ちの姿勢で、モニカはシュンを見ながら葉巻シガールを取り出し、口にくわえた。

「我たしの《滅神咒具エスカトロイ》、《廃墟無錠リユインゼラブル》は、〈魔ス元ク素レ〉の反応全てを無効化する──〈魔ス元ク素レ〉を主動力とした、魔導爆弾も同様だ。爆発は無効化した」

「そうなんだ」

　つまり、モニカがシュンを護ってくれたというわけだ──シュンは、姉に助けられたというそのことが、たまらなく嬉うれしかった。

「ありがとう、姉さん！」

「姉さんと呼ぶなというに……お前を助けたわけでは、ない。我たしは自分の身を護っただけだ」

「姉さん──お願いだよ、モニカ姉さん。一いつ緒しよに帰ろうよ。みんな待ってるよ」

「…………」

「ボクだけじゃない、アリア姉さんやソフィー、ティンにクロロ、ヴィオとシラーだって、みんな待っているはずだよ。みんなでまた、昔みたいに暮らそうよ」

「シュナブラン。我たしは……」




「ゆけ、〈撃滅剣ランスア〉!!」




　ザシュッ、モニカの背中に、剣けんが突き刺さった。ゴフッと、モニカが咳き込む。口にくわえていた葉巻シガールが地面に落ちた。

「今さらおでましか、ペルデッ！」

　モニカが叫び、背後をふり返った──爆発によって崩れ去った王宮の奥、そこに多くの人ひと影かげがあった。騎士だ。今まで姿の見えなかった騎士たちが、何十、何百と、シュンたちを包囲するように、遠巻きに整列している。

「〈撃滅剣ランスア〉!!」

　キュインッ、風切り音を響かせながら、夜の闇やみに複数の剣が舞いあがった。宙を飛ぶ剣は、まるで意思でもあるかのように、自由に飛び回りながら四方八方からシュンたちめがけて飛んでくる。なんだ、この攻こう撃げき!?　シュンは見たこともなかった。

「チッ、《廃墟無錠リユインゼラブル》！」

　モニカが両手を広げた。瞬間、空を飛ぶ剣が、コントロールを失ったように地面に落ちていった。だが何本かの剣は、飛来の勢いが消えず、そのまま矢のようにモニカの肩かたに突き刺さった。

「姉さん！」

「来るな！」

　駆け寄ろうとしたシュンを、モニカが制する。だが──シュンは、信じられなかった。モニカの背中はスーツがボロボロになって肌はだが露ろ出しゆつしている。そこには鋭するどい石や鉄片が無数に突き刺さっていて、傷だらけだった。

「姉さん、その背中、どうして!?」

　爆発からシュンをかばったから？　けど、爆発は無効化したって……

「我たしの《滅神咒具エスカトロイ》は〈魔ス元ク素レ〉の反応を無効化する。だから爆風と熱線は無効化できたが──爆風で飛び散る破片の勢いまでは、無効化できん」

　モニカの傷は、明らかに重傷だ。はやく手当をしないと！

「無ぶ様ざまだな、モニカ」

　声が響く──ガレキの向こうに立つ無数の騎士たち、その先頭に立つのは老年の騎士、ペルデだった。その両横には、異様な気配を放つ二人の騎士がひかえていた。その二人だけ、周囲とは明らかにレベルが違ちがうことが、この距きよ離りからでも感じられた。

「ペルデ……よくもおめおめと、顔を出せたものだな」

　モニカが憎にく々にくしげにつぶやく。ここまで感情をむき出しにする姉の姿を、シュンは初めて見た。

「相手は無効化能力者だ！　だが射しや程てい距離がある！　絶対に近づくな！　武器を投とう擲てきして攻撃しろ！」

　ペルデの指示で、周囲の騎士たちが一いつ斉せいに剣や鎗やりを、シュンたちに投げつけてくる。まるで武器の雨。騎士の腕わん力りよくで投げられた武器は、かすめただけでも致ち命めい傷しようである。そしてモニカの《滅神咒具エスカトロイ》でも、飛来する武器を無効化することはできない。

「……あんなザコに足止めを食らっているうちに、向こうに態勢を整える時間を与あたえてしまったわけか」

　今までマルス以外の騎士が出てこなかったのは、この準備をしていたためだろう。

「モニカ、大人しく縛ばくにつけ」

　遠くから、ペルデの声が響く。モニカはふん、と鼻で笑った。

「捕つかまれば殺されるとわかっているのに、我わたしが大人しくすると思ったか!?」

「大人しく捕まれば、誇ほこり高い死をくれてやる」

「ほざけ、人間！　どの口でそんな言葉が吐ける！」

　モニカが叫んだ。文字通り、血のにじむような声で。そのあまりの迫はく力りよくに、シュンはなにも言うことができなかった。

「……シュナブラン、お前は逃げろ」

「え？」

　唐とう突とつなモニカの言葉に、シュンは戸惑った。

「奴やつらは我たしが足止めしてやる。お前一人なら、逃げられるだろう」

「ダメだよ、逃げるなら、姉さんも一緒に！」

「我たしは〈皇覇刻オーバー・クロツク〉が使えん。ムリだ」

　そうだ──モニカに騎士能力はない。当然だが、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉は使えない。シュンがモニカをかかえて走るとしても、一いつ般ぱん人では、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉の超ちよう加速に生身が耐えられない。

「言ったはずだ、シュナブラン。全て我たしの計画通りだ──ここで我たしが敗北し、奴らに捕まることも含ふくめ、我たしは全てを予測していた」

　そうつぶやくモニカは、虚きよ勢せいを張っているようには見えなかった。満まん身しん創そう痍い、周囲を敵に包囲され、もはや絶望しか見えないこの状じよう況きようで、それでもモニカの眼にはまだ、ギラギラと輝かがやく野望の光が宿っていた。

「我たしは、一人でもどうとでもなる。お前がいたらむしろ足手まといだ。いいから、行け！」

「……けど、姉さん」

「何度言えばわかる──お前に姉さんと呼ばれる筋合いは、ない」

　モニカの口元が、歪ゆがんだ。




「我たしのことは、お姉様と呼べと、昔教えたはずだぞ、愚ぐ弟てい」




　その言葉を聞いた瞬間──シュンの頭の中で、全てがつながった。

「モニカ、姉様？」

「そうだ、それでいい、シュン」

　モニカが、シュンをあだ名で、昔のように呼んでくれた──そうだ、それでこそ、シュンの記憶の中にあるモニカだった。

　ならば、もう迷いはない。モニカはやはり昔のままの姉だった。シュンの知っているモニカは、頭がよくて、いつも計算高く、カッコイイ姉だ。その姉が、全て計画通りだと言っているのだ──シュンは、姉の言葉を信じて、今は逃げる！　それこそが、シュンのなすべきことだ。
















「モニカ姉様、わかったよ──いったんは、逃げる。けど、絶対に、絶対にまた、助けに戻もどるから！」

「そうだ。お前たちがそうやって助けに来るであろうことも、我たしの計算に入っている──だから今は逃げろ、シュン。後ろは引き受けてやる」

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──シュンは、一直線に外へ向かって駆けだした。モニカの言葉通り、今は全力で逃げる！　それしかない！

「捕らえろ！」

　ペルデの号令で、騎士たちが一斉に武器を投擲──シュンの背後で、モニカはその間を縫うようにして走るが、すぐに限界が来てしまった。

　その瞬しゆん間かんを待っていたように、騎士たちがなにかを投げた──それは、巨きよ大だいな投と網あみだ。網がおおいかぶさり、がんじがらめになってしまうモニカ。黒光りする巨大な網は、ワイヤーで編んであるのか、人間の力では絶対に切ることのできない代しろ物ものだった。

「逃がすな！　仲間も全員捕らえろ！」

　モニカを捕まえ、他の騎士たちが一斉にシュンを追って駆けだした。全員が〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使用。疲ひ労ろうしたシュンの脚あしでは、すぐにも追いつかれてしまうだろう。

「させんっ、《廃墟無錠リユインゼラブル》！」

　モニカの《滅神咒具エスカトロイ》が発動。追おうとした騎士たちが一斉に倒たおれていく。

「モニカ姉様……ごめんっ」

　騎士の足止めをしてくれたモニカに謝り、シュンは王宮の敷しき地ちを疾しつ走そう、王宮を囲む外がい壁へきに駆け寄り、門をくぐって王都へと飛び出した。だが──

「「逃がさんっ！」」

　シュンを追う人影が二つあった。ペルデのかたわらにひかえていた、あの二人だ。背中のマントをはためかせながら、二人の騎士は恐おそろしい勢いで王宮から飛び出し、シュンを追ってきた。

「は、速い」

　凄すさまじい速さだった。シュンは全力で走っているのに、ぐんぐん距離が縮まってくる──このままだと、追いつかれるのは時間の問題だった。

「逃げられると思ったか、犯罪者めっ！」

　追っ手の手が光った──と思ったら、次の瞬間、巨大な光の刃やいばがシュンを襲おそった。

　シュンはとっさに横っ飛びに跳んで回かい避ひ。だがその光の刃はそのまま正面にあった家に命中。住宅が、その一いち撃げきで真っ二つに切り裂かれてしまった。恐ろしい威い力りよくだ。直ちよく撃げきすれば、命がない！

「けど、さすがに、限界……」

　マルスとの激しい戦せん闘とうをくぐり抜けた直後である。《滅神咒具エスカトロイ》も使えない。シュンの疲労はとっくに限界だ。どんなに呼吸しても酸素が全然足りないし、手足の感覚も、だんだんなくなってきた──それでも、気力だけで、シュンは必死に逃げ続けた。

「ゆけ、〈撃滅剣ランスア〉!!」

　再び、背後から無数の剣が飛来する。空中を自在に飛ぶ剣たちは、たちまちシュンを四方から切り刻んでいく──ドスッ、攻撃の一つが、シュンの胸に命中した。焼けつくような痛み。これは、まずい。視界が、一いつ瞬しゆん暗くなる……だが。

「兄さん、こっちです！」

　王都の町並み、とある路地から聞き覚えのある声がした──ソフィー！　シュンは、ほとんど無意識ながらも、気力だけでその声の聞こえた路地の中へと飛び込んだ。

「追い詰めたぞ、犯罪者……」

　追っ手が、シュンの消えた路地に入った。だが、その路地には人影がない。バカな、と二人の追っ手はうめくが、もはやどこを捜さがしても、シュンの姿は発見できなかった。




「……なんとか、逃げられましたか」

　ソフィーは暗くら闇やみの中、ふぅ、と息をつく。そばにはヴィオをかかえたシラー、そしてシュンがいた。

　四人がいるのは、地下道だった。王都の地下を走る〈魔ス元ク素レ〉供給用のパイプライン。その保守点検用の通路である。シトリの攻こう撃げきをくらったソフィーたちだったが、とっさにシラーが《滅神咒具エスカトロイ》を使用し、この地下道へと逃げてなんとか助かったのだった。シュンを助けたのも、同じやり方だ。

　とはいえ、ここも安全とは言えない。見つかるのは時間の問題だろう。

「…………」

　どうするのか、という眼を向けてくるシラー。ソフィーは肩をすくめてみせた。

「こういうときに備えて、隠かくれ家がを用意しています。とりあえずそちらへ」

「…………」

　うなずくシラー。一行は移動しようとして──シュンが、立ち上がらずにグッタリしていることに、今さらながら気づいた。

「兄さん？　どうしたのですか」

　ソフィーは、シュンを確認して、顔をひきつらせた。シュンの左胸、ちょうど心臓の位置に、短たん剣けんが深々と突き刺さっていたのだ。

「兄さんっ!!」

　ソフィーの悲鳴が上がった。








終章　友情と幼おさな馴な染じみの思い出と家族の絆きずな









「おぉ、リュリシア殿でん下か、よくぞご無事でお戻もどりくださいました」

　王宮に戻ったリュリシアを、ペルデは仰ぎよう々ぎようしく出で迎むかえた。だが、暗い顔をしたリュリシアは、不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともしなかった。

「……ペルデ卿きよう、なぜ王都にシトリ卿がいますの？」

　リュリシアを王宮まで案内したのは、もちろんシトリだ。だがその本人は王宮に着くや、そろそろ瞑めい想そうの時間ですな、とアクビ交まじりにつぶやいている。ソフィーたちを追い詰めたほどの強さは、今はカケラも感じられない。

「〈四天劍キヤドリエム〉は、国境防衛という重大な任務を担になっていたはずですわよ」

「存じています。ですが、国家の一大事と判断し、わたしの権限で〈四天劍キヤドリエム〉を王都に召集しました」

「全員が、王都に？」




〈雷轟レクレール〉シトリ・オリエ・ムール

〈鉄壁アシエ〉アルボワ・ヴィル・フリュエール

〈翠星エメロード〉ティファ・トゥーレ・ボワーズ

〈覇山ヴオルカン〉アローズ・ル・コルトン




〈四天劍キヤドリエム〉とは、ジュヴレーヌ最高位の騎き士しペルデに従い、戦場を駆かけ抜けた四人の騎士たちのことであり、その実力は生きた伝説と呼ばれるほどである。

　今から何十年も前、ペルデと〈四天劍キヤドリエム〉の五人はチームとなって剣定に出場した。当時、大陸最強と謳うたわれる『剣ロ聖ワ』ヴァント率いるシャンミュニ皇こう国こくと激戦を繰くり広げ、最終的にペルデたちジュヴレーヌ王国代表チームは剣定三連れん覇ぱという偉い業ぎようを成し遂とげたのである。

　ペルデ自身はもとより、〈四天劍キヤドリエム〉の名を大陸中に広めたできごとである。

「ペルデ卿、いったいあなたは、なにを考えていますの？」

「もちろん、全ては我等らが愛する王国のために」

　慇いん懃ぎんに、ペルデはリュリシアに向かって頭を下げる。

「……王宮の一角が破は壊かいされていたようですけど、いったいなにが起こりましたの？」

「テロリストを捕ほ縛ばくしました。殿下もご存じでしょう。フォローヌ共和国の、モニカという女です。殿下を誘ゆう拐かいした主犯格も、やつだと思われます」

「……その彼女は、今どこに？」

「無論地ち下か牢ろうに──近いうちに、彼女を公開処しよ刑けいいたします」

「公開!?　なぜわざわざそんなことを……非公開の処刑で十分ではありませんこと？」

「殿下も、モニカの正体を知れば、その考えを思い直すことでしょう」

　まさか、そのモニカの正体は──リュリシアは、だが自分の考えは口にせず、ペルデに尋たずねた。

「……他にも犯人はいたはずですけど、どうなりましたの？」

「申し訳ありません、現在も逃とう走そう中です。ですが、王国中の騎士を動員しております。草の根を分けてでも、全ての犯人を捕えてごらんにいれます」

　そうそう、とペルデは、付け足すように言った。

「そういえば……ソフィー卿が、死んだそうですな、シトリ卿から報告を受けました」

「！」

　それはリュリシアがもっとも気になっていたことだ。だが、リュリシアは努つとめて平静を装いながら、ペルデに尋ねた。

「死体は……」

「なんですか？」

「ソフィー卿の死体は、見つかりましたの？」

「……残念ながら、シトリ卿が暴れすぎたせいで、捜そう索さくが進んでいません。ですが、発見は時間の問題でしょう」

「生きていますわ」

　リュリシアは、断言した。

「ソフィー卿──彼女は、今も生きていますわ。だって、約束しましたもの。わたくしの、部下になってくれると……」

「それは確信ですか？　それとも希望的観測？」

　ペルデの言葉に、リュリシアは険しい眼まな差ざしを老臣に向けた。

「殿下──ソフィー卿の裏切りは、もはや明らかです。死体が発見できなければ、我々は草の根分けてでも彼女を捜さがし出し、処刑します。それが王国の法にのっとった裁きです」

「ソフィー卿は、裏切り者ではありませんわ」

「あと、シュナブランとか言いましたかな、殿下のご学友？　やつも同様です。どうもかの者たちは、テロリストと内通していた疑いがある。いやはや、殿下にはお詫びの言葉もございません。そんな危険な者どもが今まで殿下のお近くにいたとは、このペルデ汗かん顔がんの至いたりです」

「ソフィー卿もシュナブランさんも、裏切ってなどおりません！　二人は誰だれよりも高潔な志こころざしを持つ騎士ですわ！」

　感情的に叫さけぶリュリシアを見て、ペルデはいかめしい顔のまま肩かたをすくめた。

「今の言葉は、聞かなかったことにしましょう、殿下──テロリストのことなど、早くお忘れください」

　リュリシアは歯がみしながらも、ここは大人しく引き下がるしかないと悟さとった。ペルデと言い争いをしたところで、なにも変わらない。

「……アンジュはどこですの？」

「おぉ、殿下、申し訳ありません。アンジュのやつ、わたしの姪めいであるにもかかわらず、肝かん心じんなときに殿下をお守りできないとは、まったく不ふ甲が斐いない」

「アンジュを責めるつもりはありませんわ。今回の件は、全てわたくしの未熟が原因──アンジュをお呼びなさい。わたくしはすぐに学園へ戻りますわ」

「それはなりません、殿下」

　スッ、リュリシアの周囲を、ものものしい雰ふん囲い気きの騎士たちが囲んだ。

「なんですの、あなたたち！」

「殿下──学園は危険です。なにしろ、テロリストの疑いがあるものが潜せん伏ぷくしていたほどです。そのような場所に殿下を戻すわけには参りません。安全が確認されるまで、どうかこの王宮の自室より、出ないでいただきたい」

「なん、ですって!?」

　リュリシアは、驚おどろきのあまり言葉を失った。

「ペルデ卿……わたくしを、軟なん禁きんするおつもりですの？」

「これは殿下とは思えないお言葉だ──このペルデ、殿下の御おん身みを心より案じています。この王宮には、わたしだけでなく、〈四天劍キヤドリエム〉までが集結して防ぼう御ぎよを固めていますので、この国で最も安全な場所といえます。脅きよう威いが過ぎさるまで、万が一のことを考えて、殿下にはお部屋で静かに過ごしていただきたいのです」

「お父様！　今すぐお父様に会わせなさい！　こんな横暴、お父様が認めるはず……」

「陛へい下かの許可は、無論いただいております。陛下はよろこんでご承しよう諾だくくださいました」

「そんな……」

「殿下。先日皇国であんなことがあったばかりなのに、今度は王国内でテロリストに誘拐されるとは、国王陛下の悲しみがいかばかりであったか、どうかお察しください」

　確かにそうだ。リュリシアは、反論できずに言葉に詰まった。

「みなのもの、殿下をお部屋までおつれしろ。もちろん、丁重にな」

「……わかりましたわ」

　リュリシアは歯がみしながら、もはやどうしようもないと諦あきらめ、多くの騎士に囲まれながら、まるで囚しゆう人じんの連行ですわ、と内心で思いつつ、王宮内にある自室に入った。

「あぁ、リリィ様、よくぞご無事でお戻りくださいました！」

　部屋の中にはアンジュがいた。アンジュはリュリシアを見るや、顔をくしゃくしゃに歪ゆがめ、嗚お咽えつを漏もらしながらその場にヒザをついた。

「申し訳ありません、リリィ様。従者でありながら肝心なときになにもできない体ていたらく、もはやわたしは、自分自身がゆるせません！」

　泣きながらアンジュは土下座をして、頭よ床ゆかに埋うまれ、とでもいわんばかりに額を床に打ちつけた。

「アンジュ、あなたは悪くありませんわ。頭を上げなさい」

「いえ、リリィ様。このままではわたしの気が済みません。どうかこのわたしに厳げん罰ばつを！」

　アンジュは頭を微み塵じんも上じよう昇しようさせないまま、叫んだ。

「この愚おろかな従者のクビを、今すぐ殿下の剣で刎はねてください！　腹を斬れとおっしゃるならば、直ただちに今この場でみごとな割かつ腹ぷくをしてご覧にいれます！　どちらも不要とおっしゃるならば、わたしは僧そう院いんで頭を丸めて尼に僧そうになり、この先一生を神への祈いのりに捧ささげましょう。リリィ様、わたしに厳罰を！　どんな罰でも受け入れます」

　なんと大げさな──だが、今のリュリシアにとって、アンジュの言葉は都合がよかった。

「アンジュ──あなたの覚かく悟ごはわかりましたわ。では、わたくしがこれから言うこと、誰にも漏らさないと誓ちかえます？」

「もちろんです」

「たとえ、あなたの伯お父じ、ペルデ卿が相手でも？」

「ご命令とあらば、口が裂けてもしゃべりません」

「信じますわ、アンジュ──こちらに来なさい」

　リュリシアは、部屋の奥の扉とびらをくぐって、さらに奥へと向かった。

　豪ごう奢しやな天てん蓋がいつきのベッドが設置されたその場所は、リュリシアの寝しん室しつである。騎士や使用人たちの中でも、この寝室に入ることができるのは、本当に限られた者だけである。すなわち、密談をするにはピッタリの場所だ。

　リュリシアは、ベッドの上に腰こしを下ろし、長い脚あしを組んだ。

「アンジュ。正直にお答えなさい──魔ま族ぞくとは、なんですの？」

　アンジュは、怪け訝げんな顔をした。リュリシアの意図がわからないようだ。けれど、忠実な従者はすぐに答えた。

「バーガント大陸より北方にある闇あん黒こく大陸の住人だと言われています。人類よりも強きよう靭じんな肉体を持ち、約三十年前、北方侵しん略りやく戦争を引き起こした元げん凶きようです」

　アンジュの答えは、教科書通りの模も範はん的なものだった。しかし、リュリシアが聞きたいのはそれではない。

「魔族はなぜ、バーガントを侵略しましたの？　彼らの真意は？　なぜ敗北して、現在どうしているのか……アンジュ、あなたはどこまで知っていますの？」

「……お恥はずかしながら、わたしは、歴史書に書かれた内容しか知りません。それでよろしければお答えしますが……」

　つまり、アンジュも知らないということだ──奇き妙みようだった。リュリシアとアンジュは、このジュヴレーヌ王国という大国で、最高レベルの教育を受けてきた人間である。その二人であっても、魔族に関して、知っていることは、あまりにも少なすぎる。

「わたくしは、魔族の正体を──三十年前の戦争の真相を、知りたいと思っていますの。アンジュ、あなたには、その手伝いをお願いしたいのですわ。よろしくて？」

「そんなことでよろしければ……」

「そんなこと、ではありませんわ！　これは、国家の存亡にかかわるほどの大問題ですわよ。軽々しい気持ちなら、あなたの助けなどいりませんわ！」

　リュリシアの予想外に強い反応に、アンジュはかしこまってうなずいた。

「わかりました。このアンジュ、身命を賭としてでも、リリィ様のご期待にこたえましょう」

「アンジュ──最後に確認させてもらいますわ」

　リュリシアが、静かに尋たずねる。

「この問題を調べる過程で、わたくしは、場合によっては、あなたの伯父、ペルデ卿きようを裏切ることになるかもしれませんけど──それでもあなたは、わたくしの味方でいてくれますかしら？」







「そうか、マルスは、死んだのか」

　執しつ務む室で報告を受けたペルデは、心持ち沈しずんだ声を漏らした。

「……とても、残念だ」

「うぅ、わかる、わかりますぞ、ペルデ卿！　彼女は今時珍めずらしいくらいに仕事熱心な人物でしたからな！　惜おしい人物を亡くしたものです！」

「ジイさん、暑苦しい」

「瞑めい想そうしたいので、みんな静かにしてもらえませんか？」

「……お前たちは、本当に相変わらずだな」

　ペルデは室内にいる面々──王国最高レベルの騎士たち、〈四天劍キヤドリエム〉を見た。

　その実力はペルデも認めるところではあるが──性格的に難がある面々だった。だからこそ、ペルデは彼らを国境に配置したという事情もあるのだ。

「しかし困ったことをしてくれたな、シトリ卿」

　ペルデが、ジトリと見つめる。

「誘ゆう拐かい犯は捕とらえろと言ったはずだ。おまけに派手にやったせいで、現場の捜そう索さくすら難なん儀ぎしているようだぞ」

「それは申し訳ありません。ですが、ペルデ卿。わたしどもに黙だまっていたことがあるのではありませんか？」

　シトリが静かに返す。

「王国内に──いえ、騎士団内に魔族が紛まぎれ込んでいるなど、初耳ですよ」

「なんですと！　それは本当か？」

「三十年前、根絶やしにしたのに……」

「そうか、耳が早いな、シトリ卿──そうだな、説明しようと思っていたところだ」

　そして、ペルデは配下である騎士たちに語った──自分の考えた、これからの計画を。







　──夢を見ていた。

　それは幼いころの思い出。今はもう遠い昔のできごと……

　父がまだ生きていたころのある日──シュンは、父に連れられて出かけた。

　他の姉妹や母には絶対にナイショだ、と念を押され、シュンは父と一いつ緒しよに山を越こえた。

　それまでのシュンは家族以外誰だれもいないような山奥で過ごしていたのだが、その日初めてシュンは山を越え、他の人間が住む街へと出ることができた。

　初めて見る世界は、子供のシュンには珍しく、輝かがやいて見えた。

　シュンの父は、街で一番大きな建物へとシュンを連れていった。なぜか父は壁かべを上って窓から中へ侵しん入にゆうしたが、当時のシュンはそれがおかしいとは思わなかった。

　その部屋には、とても美しい女性がいた。シュンの母と、同じくらい美人だと思った。ゆるやかにウェーブする金きん髪ぱつは光のように輝き、透すけるように青い瞳ひとみは宝石のよう、うれいを帯びたその顔は、まるで絵本の中の女神様のようだった。

「まぁまぁ、あなた様は──ようこそおいでくださいました」

　その女性はシュンと父の顔を見ると、パッと顔を輝かせ、歓かん迎げいしてくれた。父も、優ゆう雅がな振る舞いで礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつを返す。

　と、そこでシュンは気づいた。美しい女性の後ろ、女性のスカートの陰かげに隠かくれるように、小さな女の子がいることに。シュンとあまり年の変わらない女の子は、びっくりするほどかわいくて、まるでお人形さんみたい、と幼いシュンは思った。

「リリィ、ご挨拶なさい──こちらは、わたくしが昔、たいへんお世話になったおかたで、わたくしの大切な友人なのよ」

「……はじめまして」

　ちょこん、スカートを両手でつまんで、かわいらしく頭を下げる少女、リリィ──シュンの父は、子供相手にも丁てい寧ねいに挨拶を返した。

「初めましてアンシヤンテ、お嬢さんマドモアゼル」

　そして父が、シュンを前に押し出す。

「これは私の息子むすこです」

「こんにちは、キレイなお姉さん」

「まぁまぁ、これはこれは、あなた様に似て、とてもかわいらしいお子様」

　女性がその場にしゃがみ、きゅっとシュンを抱だきしめ、ちゅっ、シュンの頰ほおに口づけをしてくれた。大きな胸がふわりとシュンの体を包み込み、シュンは安らぎをおぼえた。

「…………」

　なぜかリリィという女の子が、ムッとした顔でシュンを睨にらんでいた。

「ねぇリリィ」

　と、立ち上がった女性が、娘むすめに告げる。

「わたくしはね、これからこのかたと、とてもとても大切なお話をしないといけないの。だからあなたはその間、あちらのお子様と一緒に、隣となりの部屋で遊んでいなさい」

「わかりましたわ、おかあさま」

　うなずいたリリィは、つかつかとシュンに近づくと、そのままシュンの手を摑み、奥の扉のほうへと引っ張っていった。シュンは特に抵てい抗こうせずついていく。

「……それであなた、だれですの」

　二人きりになった途と端たん、リリィはふん、と偉えらそうに腕うでを組んでシュンに聞いてきた。シュンは、ニコニコ笑いながら答える。

「シュナブラン。みんなは、シュンって呼んでくれるよ」

「あなた、もしかしてへーみんですの？」

　平民──それがなんなのか、当時のシュンはよくわかってなかった。

「なに、それ？」

「そんなこともわからないなんて、あなたやっぱりへーみんですのね」

「そうかも」

「へーみんが、わたくしのおかあさまになんの用ですの？」

「さぁ？」

「……まぁいいですわ、そんなこと、どうでも」

　リリィが、床ゆかを指さした。

「あなた、四つんばいになりなさい」

「なんで？」

「お馬さんになるのですわ。へーみんをばしゃ馬のごとくはたらかせるのが、わたくしのおしごとですのよ」

　つまりお馬さんごっこをしたいのか。そんな遊び、シュンの妹たちでもやりたがらないのに──けっこう子供っぽいな、とシュンは思わず笑ってしまった。

「なにをわらっていますの、はやくなさい」

「うん、いいよ」

　四つんばいになったシュンの背中にのるリリィ。

「ほら、走るのですわ！」

「はいはい」

　笑いながら四つんばいで部屋の中を走り回るシュン。動くたびに背中のリリィはゆれ、ふり落とされまいと、シュンの体に脚あしをからめてくる。小さなお尻しりがシュンの背中でなんどもはねると、そのたびにギュッと、体を密着させるように脚に力を入れてくる。

「あなた、なかなかお馬さんがうまいですわね」

「そう？」

「えぇ、もっとはやく走りなさい」

「わかった」

　シュンがスピードを上げた──当時のシュンは、朝から晩まで姉妹と一緒に山の中を走り回って遊んでいた。また、子供ながらも騎士の才能に目覚めてもいた。はっきり言えば、お城からほとんど外に出たこともないような同年代の子供とは、鍛きたえ方が根本的に違ちがうのだった。

　凄すさまじい勢いで部屋の中を走り出すシュン──リリィは、バランスを崩くずして転げ落ちそうになったが、必死になってシュンの首に手を回し、両手両脚をからみつけるようにしてしがみついた。

「は、はやいですわ！」

「まだまだいけるよ」

「ちょ、ちょっと、まつのですわ」

「ん？」

　急停止するシュン。きゃっ、勢いあまって前に転げ落ちるリリィ──ドシン、壁に激げき突とつしたリリィは、足を上にして半分逆立ちしたような姿勢だ。ふわふわしたスカートがめくれあがって、下着まで丸見え状態である。

「だいじょうぶ？　手をはなしたらあぶないよ？」

「ううううううううううううう」

　リリィが逆さまになって、真っ赤な顔でシュンを睨んでいる。もしかして、怒おこっているのだろうか？

「まぁまぁ、リリィ。今大きな音がしたけど、なにをしているの？」

「なんでもありませんわ、おかあさま。ちょっとあそんでいるだけですわ」

「あまりさわがしくしてはいけませんよ」

　隣の部屋の母親にいいわけをした後、キッ、と、ふたたびリリィはシュンを睨んだ。

「けっとーですわ！」

「けっとー？」

「きしがめーよをきずつけられたら、けっとーするのですわ、しょうぶですわよ！」

　わめくリリィ。やはりシュンは、決けつ闘とうの意味がよくわからなかった。

　リリィは部屋の中にあった新聞紙で、二本の紙の筒つつを作り、一本をシュンに手て渡わたした。

「先にあいての頭をたたいたほうの勝ちですわ」

「うん、わかった」

　つまり、チャンバラごっこか──シュンはうなずいた。妹のティンが大好きだから、家でもよく遊んでいる。

「でもいいの、そんな服で？」

「ハンデですわ」

　リリィはふわふわとしたドレスを着ていて、どう考えても動きにくそうだ。なのにリリィは得意そうに胸を張った。

「わたくし、大きくなったらきしになって、この国のきし王となりますのよ。剣けんのおけいこだって毎日やってて、わたくしに勝てる子なんてこの国にはいませんのよ」

　つまりすごく強いのか、とシュンは思った。どれくらい強いんだろう。まさか、ティンより強いかな？

「けっとーですわ。もしわたくしが勝ったら、あなたわたくしのどれーになるのですわ！」

「どれー？」

　奴ど隷れい──やはりシュンにはよくわからなかった。

「つまり、わたくしが勝ったら、あなたなんでもいうことを聞くのですわ」

「ボクが勝ったら？」

「どーせ勝てないんだから、そんなのどーでもいいですわ」

　ずいぶん一方的な条件だった──けど、多くの姉妹に囲まれて育ったシュンにとって、女の子のワガママなんて日常茶飯事だったので、いいよ、とあっさり承しよう諾だくした。

「じゃ、行くよ」

「えぇ、いつでもかまいませんわ」

　リリィがうなずいた瞬しゆん間かん、ポコッ、と軽い音が響ひびいた。え、とリリィは目を見開く。シュンは、リリィがうなずくと同時にその頭を紙の筒で叩たたいたのだった。一いつ瞬しゆんの決着である。

「これでいい？」

　リリィは、自分が叩かれたと気づくのに時間がかかったが、気づくと顔を真っ赤にした。

「は、はんそくですわ、今のはフライングですわ！」

「でも、キミがいいっていうから……」

「もう一回、やりなおしですわ！」

　というわけで仕切り直したが──やはりシュンの勝ちだった。

「なんでですの！」

　真っ赤な顔で心底悔くやしそうに言うリリィ。そこでリリィはハッと気づくと、あわてて自分の着ているドレスを脱ぬぎだした。

「こ、この服がわるいのですわ、うごきにくいんですもの！」

「でも、それでいいっていって……」

「なんですの、もんくありますの？」

「別にそうじゃないけど……」

「もういっかいしょうぶですわ！」

　リリィは下着一枚という姿になって叫んだ。

「これならみがるですわ、こんどこそ勝てますわ！」

　やっぱりシュンが勝った。

「なん、で、ですの……」

　がっくり、床の上で肩かたを落とすリリィ。それを見て、シュンはつぶやいた。

「ボク、妹とよくチャンバラするから、割と得意なんだ……それでも、妹に勝てたことないけどね」

「……あなたより強い妹がいますの？」

「うん。ティンは、魔ま獣じゆうより強いよ」

「そんなのウソですわ！　まじゅーは、大人のきしより強いはずですわ。子供が勝てるはずありませんわ」

「ウソじゃないよ、ティンはすごく強いもん」

「ウソですわ、そんなウソでわたくしをバカにするなんて、ゆるしませんわ！」

　勝ち気なリリィが、シュンに摑みかかってきた。シュンは、反射的にリリィを押し返した。たいして力を入れたつもりはなかったのだけど、妹のことをウソ呼ばわりされて、その時のシュンは少しだけ怒っていたのかもしれない。押されたリリィの小さな体が、大きく飛んで床に倒たおれた。

「……うぅぅ」

　じわっ、床に転がったリリィのつぶらな瞳ひとみに、大きな水すい滴てきが溜たまる。やばっ、とシュンは慌あわてたが、遅おそかった。

「うっ、ぐすっ、ひっ……うえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ」

　とうとうリリィは涙なみだをこぼし、声を上げて泣きだした。あわててシュンがなぐさめるが、プライドを傷つけられたリリィの涙は止まらない。

「ご、ごめん、ごめんね」

「うえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ」

「まぁまぁ、いったいなにをさわいでいるの、リリィ？」

　泣き声を聞いて、隣となりの部屋の親たちが扉とびらを開け、部屋の中の惨さん状じように目を丸くした。

　なにしろリリィは下着一枚というあられもない姿で床に座り込み、わんわん大声で泣いている。すぐそばのシュンはオロオロとあわてふためくだけ。いったいなにが起こったのか、見ただけではわからない。

　だが──それを見たシュンの父の反応は速かった。

「このっ、大バカものがっ!!」

　一瞬で自分の息子むすこに近づくや、父は、シュンの顔を容よう赦しやなく殴なぐった。シュンの体が床ゆかを転がる。

「このバカものがっ！　貴様それでも私の息子か！　恥はじを知れっ！」

　続けざま、父はシュンの顔を、なんどもなんども殴りつけた。恐おそろしい剣けん幕まくだった。相手が小さな息子だというのに、まったく容赦がない。そのあまりの激しさに、リリィは思わずポカンとしてしまった。

「……まぁまぁ、リリィ、やっぱりウソ泣きだったのね」

　とん、リリィのむきだしの肩に、母が手を置いた。ビクッと、リリィの小さな体が震ふるえる。母は、おだやかな、だけど有無を言わさぬ口調で娘むすめに告げた。

「まずは服を着なさい──そしてその後、この部屋でなにがあったのかを話すのです、正直に、包つつみ隠かくさず」

　──その後、リリィの口から真相が語られ、シュンは全く悪くない、ということが判明した。

　父親に思いっきり折せつ檻かんされたシュンは、顔を赤く腫はれ上がらせて、見るからに痛々しい様子だった。それを見て、リリィの母は、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「申し訳ありません。わたくしの娘のせいで、とんだ誤解を……」

「謝るにはおよびません」

　シュンの父が、厳しい顔で首を振ふる。

「私のバカ息子が不始末をしでかしたのは事実。罰ばつは受けてしかるべきです。いやはや、私の教育が悪かったばかりに、お恥はずかしい」

「まぁまぁ、ですが、あなた様のお子様に落ち度はありませんよ？」

「いいえ、やつはとんでもないことをしでかしました」

　父は、至し極ごくまじめな顔で告げた。

「どんな理由であれ、美しいお嬢じようさんに涙を流させるなど言語道断、私の息子にあるまじき不調法です」

「あなた様がそれを言いますか……」

　大人たちがそんな風に話しているとき、シュンとリリィは、ベッドの上に二人並んで座っていた。リリィは侍女に用意させた氷をタオルでつつみ、腫れ上がったシュンのほっぺたに押し当てていた。

「妹さんのこと、ウソっていってごめんですわ。それと、あなた強いのですわね」

　と、リリィがほめてくる。シュンは、そんなことないよ、と首を振った。

「キミだって、すごく強かったと思うよ」

「ほんとうですの？」

「うん、もうちょっとでボク負けそうだったから、いたた……」

「いたみますの？」

「ん？　へいきへいき、だいじょうぶだよ」

　シュンは強がってみせた。けど、リリィがほっぺたの氷に少し力を込めてきたので、たちまち痛みが強まった。

「いたたた……」

「ウソつき」

　リリィが、ジト目でシュンを見る。シュンは、ははは、とごまかすように笑った。

「もういいですわ、そんな強がらなくても」

「強がってなんて、ないよ」

「……おわびに、痛みがなくなるオマジナイを、してあげますわ」

「オマジナイ？」

　ちゅっ、シュンのほっぺたに、氷ではなく、あたたかくて柔らかいリリィのくちびるがやさしく触ふれた。

「……どう、ですの？」

　真っ赤な顔のリリィが、上うわ目め遣づかいにシュンを見つめる。シュンは、うん、とうなずいた。

「よくきくオマジナイだね、もう、ぜんぜん痛くないや」

「かんしゃするのですわよ。男の子にこんなことしたの、はじめてですのよ」

「うん、ありがとう」

　──そしてほどなく、シュンは父親に連れられて、家に帰ることとなった。

「わたくしは、またあなた様にお会いできますか？」

「もう会わない方がいいでしょう、お互たがいの立場を考えると」

　シュンの父がリリィの母に別れを告げる。

「今回も、あなたの体調がすぐれないと聞いていても立ってもいられずここまで来ましたが──私としては、もう二度とここには来ないつもりでした」

「……えぇ、死ぬ前にあなた様にもう一度会えて、わたくし幸せです」

　その横でシュンもまた、リリィと別れの挨拶をした。

「また、会えますわよね？」

「う～ん……わからないなぁ。ボク、ふだん山の外には出ないから」

　もう来れないかも、とシュンが言うと、リリィは腰こしに手を当て、ふん、とすまし顔で言った。

「いっておきますけど、けっとーのけっちゃくはまだついていませんわ！」

「あれ？　どうかんがえてもボクが勝ったような……」

「ですから、あなた、勝ちにげなんてゆるしませんわ！　つぎに会うときまで、わたくしいっぱいいっぱいいっぱい練習して、ずっとずっと強くなってみせますわ！」

　だから、リリィは続けた。

「だから、つぎに会ったとき、しょうぶですわ！　そしてわたくしがあなたに勝ったら、あなたをわたくしのげぼくにしてさしあげますわ！」
















　下僕──よくわからないけど、あまりいいものじゃなさそうだなぁ、とシュンはなんとなく思った。

「じゃぁ、次にボクが勝ったら？」

「そのときは、あなたをわたくしのじゅーしゃにしてあげますわ」

　従者──シュンは、首をひねった。

「あれ？　勝っても負けてもあんまりかわらないような……」

「なにをいってますの？　わたくしはしょうらい、きし王になりますのよ。きし王のじゅーしゃなんて、へーみんにはありえないしゅっせですわよ！」

「なら、それでいいや」

「ぜったいぜったいにやくそくですわよ、わすれたらゆるしませんわよ！」

「うん、わかってるよ」

　シュンは、幼い日に出会った少女と、小指同士をしっかりとからませた──







「……そうか」

　目覚めたシュンは、思わずつぶやいていた。

「……全部、思い出した……」

　ベッドの上で体を起こすと、胸に激痛が走った──クッ、とうめくシュン。見慣れない部屋の中、見慣れないベッドにシュンは寝ねていたようだ。上半身は裸はだかで、胸には包帯が巻かれている。その包帯には、わずかに血が染み出していた。

「兄さん！　目覚めたのですか！」

　物音を聞きつけたのか、部屋の扉を開けて血相を変えたソフィーが飛び込んできた。

「ソフィー？」

「あぁ、よかった、兄さん、心配したんですよ！」

　目に涙を浮かべたソフィーが、シュンに抱きついてきた。衝しよう撃げきで、胸の傷が痛む。

「うっ……」

「あぁ、すいません、兄さん。本当に兄さんは重態だったのですよ、意識が戻もどってよかったです」

「…………」

　ソフィーにつづいて無言のシラーが、そして最後にヴィオが顔を見せた。

「シュン兄にぃって、もう死んだぁ？」

「死んでませんっ！」

　バコッ、ソフィーがヴィオの頭を殴った。かなり容赦のない一いち撃げきに、ヴィオは涙目で頭を抱かかえた。

「な、なにするのさ、ソフィー！　ただの冗じよう談だんなのにぃ……」

「不ふ謹きん慎しんです！　常識をわきまえなさい、ヴィオ！」

　言い合いを始めるヴィオとソフィー──そんな二人を見て、シュンは思わず涙ぐんだ。

「…………」

　とんとん、シラーが、なぐさめるようにシュンの肩かたを叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、シラー。ただ、うれしいんだ」

「…………」

「ヴィオとソフィーが、またこうやって同じ家で暮らしてるって思うと、すごくうれしいんだ……」

　シュンは手で涙をぬぐった後、改めて周囲を見回した。

「ところで、ここどこ？」

「いざというときのために用意しておいた隠かくれ家がです」

　ソフィーが答えてくれた。

「王都内に私たちが買った家は、いちおう他人名義に偽装はしてますが、どこから足がつくかわかりませんからね。王都からだいぶ離はなれた田舎いなかの、廃はい棄きされた倉庫を改修して隠れ家にしておきました」

　さすがはソフィー、準備がいいことだ。

「兄さん、水はどうですか？　それとも食事にしますか？」

「そうだね……なんだろう、ものすごく、お腹なかが減った気がする」

　なんでだろう、とシュンが首をひねると、ヴィオが呆あきれたように言った。

「当たり前じゃん。シュン兄ぃ、三日も寝てたんだからさぁ」

「三日!?」

　てっきり一日くらいかと思っていたのに……

「兄さんのその傷、かなり危険でした」

　ソフィーが、申し訳なさそうに、かたわらの机の上に置いてあった短たん剣けんをとりあげた。

「この剣が兄さんの胸に刺さっていました。本当に、あとほんの少し深く刺さっていたら、刃はが心臓に達していました。心臓がやられていたら、メルがいれば別ですが、私たちの力ではどうしようもなかったところです」

　シュンは、自分の命をうばいかけたという短剣を持ってみた。ずしりと重い、鋭するどいデザインの騎士用の短剣だった。

　そして短剣の先のほうに、なにかが刺さっていた。板状の物体だ。短剣が貫かん通つうしている。

「これは……」

　魔ま導どう端たん末まつだ。騎士用の頑がん丈じような魔導端末は、表面に無数の亀き裂れつが走っているものの、しっかりと原形を保っていた。

「兄さんの胸元に入っていた端末が、かろうじて短剣を食い止めてくれました」

「リュリシア、さん……」

　シュンは知らず、この端末をくれた自分の友人、幼いころに出会ったお人形さんのようにかわいいお姫ひめ様さまを、思い出した。

「……ねぇ、ソフィー。あれからどうなったの？」

　シュンは、気になっていたことを尋ねた。

「モニカ姉様は？　リュリシアさんは？　いったいどうなってるの!?」

「……落ち着いてください」

「シュン兄ぃ起きたんだし、あっちの部屋行けばいいさぁ」

　と、ヴィオが部屋の扉とびらを指さした。

「なんかさぁ、この後ペルデのオッサンが、ニュースで重大発表するって話題になってるのさぁ」




　──シュンはソフィーとシラーに支えられながら、居間へと移動した。隠れ家のはずだが、家具など生活に必要なものは一通りそろっていた。窓が全然ないのが気になるが、シュンたちの今の状況を考えると、しかたがない。

「始まっちゃうよぉ」

　と、ヴィオが居間にあった魔導モニタのスイッチを入れた。画面にアナウンサーが大きく映し出され、ニュースが流れる。




『続いてのニュースです──先日、シャンミュニ皇国で発生したクーデター事件に深く関わったとして、国際的に指名手配されたテロリスト、モニカ・ディス・アルトゥスが、ジュヴレーヌ王国内にて身み柄がらを拘こう束そくされました。これに対し、モニカ・ディス・アルトゥスの所属する国家、フォローヌ共和国、およびクーデター事件の当事者であるシャンミュニ皇国、双そう方ほうから身柄の引ひき渡わたし要求がありましたが、王国はこの要求には従えないと、正式に発表しました』




「これって……モニカ、姉様？」

　ニュースには、モニカの顔写真までもが大きく公開されていた──逮たい捕ほされたんだ、とシュンは悟さとった。




『王国は、近くモニカ・ディス・アルトゥスの公開処しよ刑けいを実じつ施しすると発表しました』




「公開処刑って、どういうこと!?」

「言葉通りの意味です、兄さん」

　ソフィーが、淡たん々たんと告げる。

「姉さんは、処刑されます──残念ながら、妥だ当とうな判断でしょう。姉さんたちが今までしでかしたことを考えれば」

「そんな……」

　シュンは、モニカのことを思い出した。シュンの姉、ときに厳しく、ときに冷たく、ときにひどく、ときに怖こわく……あれ、なんだかあまりよくないイメージしかない？

　けどモニカは、あの土ど壇たん場ばで、シュンを逃にがすためにその場に踏ふみとどまってくれた。モニカの優しさを、シュンはよく知っていた。

「……ねぇ、ソフィー、お願いがあるんだけどさぁ……」

　ヴィオが、モジモジしながら言う。

「今さらこんなこと言えた義理じゃないけどさ……モニ姉ねぇを、助けてよぉ」

　ジワッと、ヴィオの目から涙がこぼれた。

「モニ姉ぇは、たしかに怖い人だけど、でもこんなバカなあたしを最後まで見捨てないでメンドウ見てくれた人なんだよ……そのモニ姉ぇが死ぬなんて、あたしイヤだよぉ」

　ボロボロ、堰せきを切ったように、ヴィオの涙が止まらない。

「けど、あたしじゃ……バカなあたしの頭じゃ、どーしたらモニ姉ぇ助けられるのか、この三日間ずっと考えてたけど、ぜんぜんわかんないのさ……お願いだよ……お願いです、ソフィ姉ぇ。モニ姉ぇを、助けてください！」

「…………」

　ぺこり、ヴィオの横でシラーが頭を下げる、あたかも、自分も同じ気持ちだと言わんばかりに。シュンは、うなずいた。

「泣かないでよ、ヴィオ──ボクだって、同じ気持ちなんだから」

　ソフィーもまた、ですね、とうなずいた。

「もちろん私もです。あんな人でも、私にとってはかけがえのない姉ですからね──このまま見捨てるつもりはありません。すでにアリア姉さんたちに連れん絡らくを取りました。みんなが集まれば、きっとモニカ姉さんを助けることができます」




『この事件に関しての続報です』




　モニタのニュースが、伝える。

『先ほど、ジュヴレーヌ王国筆頭騎士、ペルデ様から重大な発表がありました』

　画面が切きり替かわり、ペルデのいかめしい顔が大きく映し出された。どこかの部屋の中、壇だん上じように正装をしたペルデが立っている。

『王国国民のみなさん、ならびに大陸全土のみなさん、こんにちは。わたしはジュヴレーヌ王国第一騎士団団長、ペルデ・ダン・サンブリです』

　堂々とペルデが自己紹しよう介かいをする。

『さて、みなさん。わたしは本日、みなさんにたいへん残念な、たいへん悲しい、そしてとても重要なある事実をお伝えしなくてはなりません』

　ペルデの話は続く。

『先日、我が国は犯罪者、モニカ・ディス・アルトゥスを国内で逮捕しました。他国より彼女の身柄を引き渡すよう要求があったことはわかっていますが、我々は彼女を自国内で処刑することを決定しました』

　部屋の中で、フラッシュが閃ひらめく。魔導カメラを構える新聞記者たちが写真を撮とっているようだ。

『なぜか、なぜそんなことをするのか、みなさんの疑問はわかります──ですが我々は、彼女に関してある重要な情報を手に入れました。そしてその真実の重要性を考えたとき、我々は、彼女の身柄を決して他者にゆだねてはならない、なにがあっても我々自身の手で、彼女の処刑を断行せねばならない、そう判断したのです』

　拳こぶしを握にぎり締め、苦く渋じゆうに満みちた声で、ペルデはカメラに向かって、ついに恐おそるべき真実を告げた。




『モニカ・ディス・アルトゥスは、三十年前大陸全土を震しん撼かんさせたあの魔族の親玉、〈魔王コシユマル〉の血を引く娘むすめなのですっ!!』




「なっ！」

「バカなっ！」

「なんで……どうしてそれを！」

「…………」

　ペルデの姿を見ながら、シュンたちは声を失った。







　──遠く離れたジュヴレーヌ王国の隣りん国ごく、シャンミュニ皇国。

「なんじゃと、これは真まことかっ！　リリィのやつは、いったいなにをしておったのじゃ!!」

　シャンミュニ皇国皇こう帝てい、エルミタージュは、同じくペルデの発言を聞き、珍めずらしく取り乱したように大声を上げていた。

「……ん、四姉……」

　そのかたわらで、剣聖ティンが、無表情にわずかな動どう揺ようをにじませてつぶやいた。

「あぁ、わかっておる、わかっておるぞ、ティンよ──あれが、そなたの姉じゃというのじゃな」

　エルが、そっと、ティンの小さな体を優しく抱だきしめた。

「安心せい。そなたの血がなんであろうと、そなたは余の片かた腕うで、余がもっとも信しん頼らいする親友じゃ。血の流れなど気にするでない、この国に余がおる限り、決してだれにも文句は言わせんのじゃ」

「……ん、ありがとう、エル」

　ティンを抱きしめながら、だがエルは、緊きん迫ぱくの声を漏もらした。

「しかし、やりおったな、ペルデ卿きよう……とんでもない爆ばく弾だんを、大陸に投げ入れたものじゃ。これは、余でも想像できぬほどの大おお嵐あらしになるぞ──最悪、この大陸全てが引っ繰くりかえりかねないほどにのぉ」







　──同時刻、ジュヴレーヌ王国、騎士学園の食堂ビストロ。

「うっわ、マジかよ？　今の女が魔族？　オレ、魔族って初めて見たぜ。見た目人間とあまりかわらないんだな」

　生徒の間にも衝しよう撃げきが走っていた。ブイもまた食事の手を止めて、魔導モニタに映し出されるニュース映像に視線を向けている。

　──そういや、シュンのやつ、大だい丈じよう夫ぶか？──

　数日前に外出届を出したきり、戻もどってこない親友のことが気がかりだった。教師はなにも言わないし、同じタイミングでリュリシアたちも出て行ったきり戻ってこないので、生徒間では様々なウワサが流れているのだった。

　ガチャッ──金属音がひびく。ブイがふり返ると、床ゆかにフォークが落ちていた。

「あれ、ミュスカ先生？」

「ごめんなさい、手が滑すべってしまったの」

　近くのテーブルには、ブイたちの担任であるミュスカが座っていた。学園の食堂ビストロは、教師も生徒と同様に利用しているのである。

「あ、新しいフォーク、オレもらってきますよ」

　気をきかせてブイが席を立つが、けっこうよ、とミュスカはブイを止めた。

「悪いけど、食欲がなくなったの──よければだけど、バンゼ君、わたしの分の食事、食べてくれない？」

「え、いいんですか？」

「えぇ、まだ手はつけていないから、遠えん慮りよしないで」

　先生の食事なら食べかけでも喜んで食べますよ──と、ブイは言いそうになったがやめた。よけいなことを言って怒おこられるのは、シュンだけで十分だ。

「じゃ、遠慮なくもらいますよ？」

　なにしろ騎士学園は、体を酷こく使しする授業が多い。育ち盛りでもあるし、生徒はいつでも空腹である。食事を差しだされれば、二つ返事で食いつくものばかりである。

「えぇ、どうぞ」

「ミュスカ先生、また胃い炎えんっすか？　ダメですよ、薬ちゃんと飲まないと」

　ブイが軽い調子で言う。ミュスカの胃炎は、もはや生徒なら誰だれでも知っているくらい有名なネタだ。

「そうね、忠告ありがとう。気をつけるわ」

　ブイに自分の食事が載のったトレーを渡し、ミュスカは立ち上がった。ありがとうございます、とブイは言って、喜んで二人分の食事を口にする。

　そのため、ブイは気づかなかった──立ち去っていくミュスカがなにげなくつぶやいた言葉に。

「あーあ……そろそろこの国も、潮時かしら？」







『……よって我が国は、断固とした態度で、モニカ・ディス・アルトゥスの処しよ刑けいを断行します！　我が国は三十年前の悲劇を、魔族に侵しん略りやくされた人類の悲しみを、怒いかりを、憎にくしみを、絶対に、未み来らい永えい劫ごう、決して忘れません！』

　テレビの中ではペルデが演説を繰り返し、そばにいる王国の騎士たちが一斉に敬礼しながら王国万歳を唱えている。

　だが、もはやそんなニュース、シュンたちにとってはどうでもいいことだった。

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　誰も、なにも言わない。室内を、重苦しい沈ちん黙もくが包む。

「……これは、いやはや、参りましたね」

　沈黙を破ったのは、ソフィーだった。めずらしく、諦あきらめにも似た表情をソフィーは浮うかべていた。

「これは、あれですね、端たん的てきに言うなら──詰つみです」

「なんでさ、ソフィー！」

　ヴィオが、ソフィーの胸倉を摑つかんだ。

「どーゆーことさ、ソフィー！　たった今、モニ姉ぇ助けるって、言ったばっかじゃないさぁ！」

「……わかっていますよ、そんなことは」

　ソフィーは妹に摑まれながらも抵てい抗こうせず、それどころか、シュンも今まで見たことがないほど苦く悶もんの表情を浮かべていた。

「モニカ姉さんが魔族であることはバレているだろうとは思っていましたが──まさか、母さんのことまでつかんでいたとは、完全に予想外です。まずいですね。ペルデ卿は本気です。あの人は、本気でもう一度、人類と魔族の戦争を再現しようとしています」

「どういう、ことなの？」

「戦争は、まだ終わっていないということです」

　ソフィーが説明する。

「〈魔王コシユマル〉の血を引く私たちがこうしているように、この大陸の魔族は、全ぜん滅めつしたわけではありません。おそらくは、我々と同様、人間に偽ぎ装そうし、人類にまぎれこんで生活している魔族が、今も確実に存在しています」

　ソフィーが、驚おどろくべき真相を語る。

「ペルデ卿も、その事実に気づいた──だからモニカ姉さんを利用して、決着をつける気です」

　ダンッ、ソフィーが、テーブルに拳を叩たたきつけた。

「〈魔王コシユマル〉は魔族の象しよう徴ちよう、その娘であるモニカ姉さんを公開処刑する──これは、完全に魔族に対する宣戦布告です。この処刑を皮切りに、ペルデ卿はバーガントに潜せん伏ぷくする魔族勢力をあぶり出し、戦い、人類と魔族の戦争に今度こそ、終しゆう止し符ふを打つ気です」

　そんなことを、ペルデは考えていたのか？

「ジュヴレーヌ最強と謳うたわれた〈四天劍キヤドリエム〉を王都に召しよ還うかんしたのも、全てはこのためです──ペルデ卿は、王国の全戦力をもって魔族と争う構えです。もはや我々でも──《滅神咒具エスカトロイ》を持つ我々であっても、ジュヴレーヌ王国全軍を相手にしては、モニカ姉さんを助けることは不可能です」

「そんなぁ……」

　ヴィオが、とんっ、その場に崩くずれ、床にヒザをつく。

「なんとかならないの？」

「……どうすればいいのですか」

　ソフィーは、悔くやしげな声を漏らした。

「〈四天劍キヤドリエム〉やペルデ卿の強さを、兄さんはすでに知っているはずです。それだけでなく、総兵力数百万のジュヴレーヌ全軍を相手にして、モニカ姉さんを助けることがどれだけ大変なことか──モニカ姉さんを助けるどころか、こっちが全滅します！」

「そんなの、やってみなきゃわからないよ！」

「話はそれだけではありません！」

　ソフィーが叫さけぶ。

「仮に、仮にですよ、奇き跡せきが起きて、モニカ姉さんを助けたとして──それからどうするんですか？」

「それは……」

「もはや今のニュースで、大陸全土、全ての人類が、モニカ姉さんの正体を知りました。私たちの正体だって、いつバレるかは時間の問題です──〈魔王コシユマル〉の血を引く我等らを、人類は絶対にゆるしません。そんなこと、私が言わなくてもわかるでしょう！」

「…………」

「仮にモニカ姉さんを助けたとして──どこに行きますか？　どんな国、大陸のどんな場所に行こうと、絶対に安住の地はありません。一生を、追っ手に怯おびえながらの逃とう亡ぼう生活に費やしますか？」

「それは……ほら、昔みたいにさ、誰も来ないような、山奥に隠かくれ住んで……」

「誰も来ないはずの山奥で、父さんと母さんは何者かに殺されました。私たちも、同じ運命をたどりますか？」

　ソフィーが、言う。

「この大陸に、私たちが安心して生きていける場所はたった今、完全に消えてしまったんですよ！」

「そんなの……」

「うっ……ぐっ、ひっ、うえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん」

　うずくまったヴィオが泣き出した。ヴィオは外聞なくわんわんと泣きながら、床の上で、ソフィーに向かって土下座した。

「お願いします……お願いします、ソフィ姉ねぇ、シュン兄にぃ。なんでも言うこと聞きます、もう逆らいません、復ふく讐しゆうなんてバカなことはもうしません、いい子になります、一生のお願いです、モニ姉ぇを、助けてください」

「ヴィオ……」

「ワガママいいません、なんでもします、モニ姉ぇを……あたしの一番大好きな、一番のお姉ちゃんを、助けてください、お願いしますぅ……」

　あのヴィオが、ここまで言うなんて……モニカのことが、心から大好きだったんだ、とシュンは改めて気づいた。

「……泣かなくていいんだよ、ヴィオ。大丈夫、モニカ姉様は、ボクらで絶対助けだそう」
















「兄さん！」

「ボク、思うんだ」

　妹たちの前で、シュンは改めて胸の内を語った。

「確かにさ、魔族と人類は昔戦争したけど、でもボクらは、人間である父さんと、魔族である母さんの子供なんだ。ボクらは、二つの種族が共存できるっていう証しよう拠こなんだよ。そのボクらが、諦めるわけにはいかないんだ──二つの種族が共存できる、新しい世界のことを」

「……ですが兄さん、それは、現実には不可能です」

「今はムリかもしれない──けど、百年、二百年先の未来はわからない。いつか共存できる未来が来るかもしれない。なら、ボクらはその未来を目指し、その未来が少しでも早く来るように今努力すべきだと思うんだ」

「…………」

「モニカ姉様は助けるよ、絶対──そして、今度こそボクは、家族みんなそろって、このバーガント大陸全てを、変革しようと思う」




「よく言ったわ、シュンちゃん、それでこそお姉ちゃんの弟よ～」




　新たな声──同時に、バンッ、扉とびらが開き、新たな人物が部屋に入ってきた。

「アリア姉さん!?」

「ゴメンね～。お姉ちゃん、大急ぎで仕事終わらせてきたけど、到とう着ちやくするのが今になっちゃった。シュンちゃん、一番危ないときに近くにいられなくって、ほんとゴメンね～」

　シュンたちの姉、長い赤毛を持つ美しい女性、アリアが、そこにいた。言葉通り大急ぎで来たのか、髪かみがすこしほつれ、呼吸も荒あらかった。どんなときものんびりマイペースのはずのアリアが、こんな余よ裕ゆうのない姿を見せるなんて初めてのことだった。

「ヴィオちゃん──あなたの気持ち、お姉ちゃんにはたしかに伝わったわ」

　そっと、アリアはヒザをつくと、泣きじゃくるヴィオの体を愛いとおしそうに抱だきしめた。

「もちろんモニカちゃんだって、お姉ちゃんのかわいい妹よ。大好きな妹のピンチ、黙だまって見過ごすなんて、そんなことしたらお姉ちゃんが廃すたるわ～」

「けど、アリア姉さん。兄さんにも言いましたが、正直、打つ手がないんですよ！」

　ソフィーが、姉に向かって叫んだ。

「私だって、あらゆる手段を考えました。けど、モニカ姉さんを助ける手が……」

「ソフィーちゃんが思いつかないなら、思いつく人に考えてもらいなさい」

　アリアがピシャリという。間延びした口調ではない、真しん剣けんな声こわ音ねだった。

「お姉ちゃんたちはなんなの？　みんなみんな、父さんと母さんの血と意志を受うけ継ついだ姉妹なのよ。一人でダメなら二人で、二人でもダメなら全員集合！　これが合い言葉よ！」

「それじゃぁ、姉さん……」

　アリアはうなずき、シュンに一枚の紙を手て渡わたした。その紙には、なにかの数字が並んでいた。

「なに、これ？」

「連れん絡らく先さきよ」

「誰だれの？」

「みんなのよ」

「みんなって……」

「みんなっていったら、みんなよ」

　アリアは、妹と弟たちを見回して、不敵に笑った。

「姉妹は、ここにいるだけじゃないわ──姉妹は、まだ他にもいる！」

「すごい……今までわからなかったはずの、全員分の連絡先が書いてある!?」

　三年前、ケンカ別れして、バラバラになってしまったシュンたちの家族、その全員分が。

「そうよ～、お姉ちゃん、がんばっちゃった。全員分調べるのに、お姉ちゃん三日も徹てつ夜やしちゃったわ～」

　ブイッ、と指を二本立てるアリアは、化け粧しようで隠しているが、目の下にクマができていた。

「シュンちゃん、すぐに連れん絡らくを回して。モニカちゃんを助けるため、全員集合よ～」

「それじゃぁ、本当に……」

「もちろんよ～」

　アリアが、力強くうなずく。

「三年ぶりに全員──〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉の血を引くお姉ちゃんたち、美人十二姉妹が全員集合よ～。モニカちゃんはいないから、十一人かな～？」

　シュンは、そんな姉を見て、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「十二姉妹全員集合って──ボクは？」

「……十二姉妹、プラス長男一人、全員集合よ～！」

　後からつけ足した！

「シュン兄ぃ、空気読みなよぉ……」

　ヴィオにダメ出しされた。ヴィオに言われるとすごいショックだ！

　シュンが見ると、ソフィーとシラーまで、気まずそうにシュンから視線を外した。なに、この微び妙みような空気！

　けど──また、家族みんなと会える──そう考えると、自然、シュンの胸の中に、こらえきれないほどの喜びが広がっていくのもまた、事実だった。







　ジュヴレーヌ王国、王都、ベルナルデ・ピィ王宮──

　国王の私室に、二人の人物がいた。一人は老いた国王、もう一人はペルデ。

　国王はベッドの上に座り、ペルデは床ゆかにヒザをついている。国王は、ペルデに渡わたされた書類に書かれた内容に、ベッドの上で目を通していた。

「……我が騎士ペルデよ」

「はい」

「おヌシ、ここに書かれたこと、本気で実行する気か？」

「無論です」

「おヌシは、またあの戦争を再発させるつもりか？」

「陛へい下か、戦争は終わっておりません」

　ペルデが、堂々と答えた。

「今は戦後ではなく、戦中です。我々は、この大陸の魔族を全ぜん滅めつさせることはできなかった──大陸に攻せめ込んできた魔族の総数に対し、我々が殺した魔族の数はあまりに少なすぎた。だが、我々は三十年前、魔族は全滅したと、偽いつわりの発表をしてしまった」

「……やむを得なかったのだ。我が国はあのとき、もはや戦せん闘とうを継けい続ぞくするだけの力が残っていなかった。魔族が領土に侵しん入にゆうしてこなかった我が国でさえだ。ましてや他の国は、我が国以上の惨さん状じようだった」

「もちろん、心得ています。ですからわたしもあの時は陛下のご意見に賛同しました──ですが、魔族との戦争は未だ終わってない、これは事実です」

　ペルデは、まっすぐ国王を見つめた。

「陛下……わたしも陛下も、お互たがい老いましたな」

「なにが言いたい？」

「人間は必ず死にます。それは逃にげられない事実です。わたしたちが死に、リュリシア殿でん下かへと移り変わろうとするこの時代──殿下には、汚よごれの存在しない、きれいな世界を渡したいとは思いませぬか？」

「…………」

「魔族との戦争を始めたのは我々です。ならば、その戦争を終結させる責任もまた、我々のものです。そしてこれがその、最後のチャンスです」

「…………」

「ご決断を、陛下！」

「……………………………………………………あいわかった」

　国王はサラサラと、手の書類に署名と捺なつ印いんをし、ペルデに渡した。

「ご英断です、陛下」

　ペルデはうやうやしくその書類を受けとった。国王は、最も信しん頼らいを置く腹心、ペルデの顔を、もう一度のぞき見た。

「後あと戻もどりは、できぬぞ」

「心得ています」

「最悪、大陸が引ひっ繰くりかえる」

「望むところです。わたしの全身全ぜん霊れいにかえましても、この王国を護まもってみせます」

「ペルデよ……おヌシは、どこまでも、人として戦い続けるのだな」

「無論です。それがわたしの使命です」

　ペルデは最後に一礼し、国王の私室を静かに退出していった。

　一人になった国王は、誰もいない部屋の中、ふむ、と声を漏らした。

　先ほどまで弱々しかった声に、張りが戻もどっていた。

　土つち気け色いろになっていた肌はだには血の色が戻っていた。

　死んだ魚のような眼に、ギラギラとした輝かがやきが宿っていた。

　病やまいに倒たおれ、弱々しかったはずの老人は、もはやそこにはいなかった。

　国王は、自分以外誰もいない部屋の中、誰に聞かせるでもなく告げた。

「戦争は終わってない、か、ペルデよ──残念だが、それは間ま違ちがいだ」

　国王の口元が、歪ゆがんだ。

「戦争は、三十年前、とっくに終わっているのだよ……




　魔族の勝利という形でな





」







（了）










あとがき









　こんにちは、あるいは初めまして、八やち街また歩あゆむです。

　先日焼き肉の食べ放題に行って、とにかく大量に肉を取ってきて片かたっ端ぱしから網あみの上にのせて焼いていたらなぜか全く焼けません。

　確認したらガスの火が消えていました。

　どうやら網の上に肉を大量に載のせすぎたために下が酸欠状態になって、火が自然に消えたようです。何という食べ放題の罠わな!?　みなさん注意しましょう。

　しかしこのネタ、なにかに使えないかな……大量の生肉を顔面に載せられて窒ちつ息そく死ししてしまうという『焼き肉食べ放題殺人事件』とか、インパクトはありそうなので誰だれかに小説で書いて欲しいですね。え？　自分で書け？

　ヤダよ、そんな出オチのネタ（キッパリ）。




　下らない話はこれくらいにして、作品についても多少書こうと思います。若じやつ干かんネタバレも含ふくみますので、本編未読のかたはご注意ください。




　バーガント反英えい雄ゆう譚たんも今巻で三巻。今回は初心に返って、ジュヴレーヌ王国での事件です。今まで語ってこなかった事実がモロモロと出てきます。

　そして読んでいただければ分かると思いますが──今巻で発生した事件は、まだ全部は解決しておりません。物語の決着は次回へ、ということになります。

　いったい何巻まで続くかわからない、いきあたりばったりの自転車操業で始めたこのシリーズですが、なんと、今回はすでに四巻が出ることまでは決定しているようですよ？　それもこれもみんな応おう援えんしてくださった読者のみなさまのおかげです。本当にありがとうございます！

　と、いうわけで次巻は物語の一区切りになると思います。

　一巻から続いてきた『モニカ編』の決着になる予定です。ちなみに『モニカ編』のサブタイトルは今決めました。

　モニカというキャラは八街も、担当編集さんも大好きなキャラなのですが、いかんせん、ちょっと老ふけているのが問題……

モニカ『我わたしは十代だぞ』

　……何…………だと……？




　これ以上この話題を続けるとモニカお姉様に暗殺されそうなのでやめておきます（ガクガクブルブル）。




　最後ですが、謝辞を。

　毎回素敵なイラストを描かいていただいている珈琲こーひー猫ねこ様、今回もありがとうございました。あいまいな指定から毎回素敵なキャラの姿を描いていただき、本当にありがとうございます。

　担当編集であるＨ氏。いつもいつも八街の背中を押していただき、ありがとうございます。この本の出版販はん売ばいに関わった全ての関係者のみなさま、心からありがとうございます。




　それではみなさま、四巻でまたお会いしましょう。
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